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摘LZi!'

l.:拙 -帯地の 二J亡Aを枠Blみとする池月!?でのJ=凝冶やjiiL払 iの行き

･治まりを打破するためlこ､BL史一-F的アプロ-チによる人niJ JS矧 Xl蜂の

)E本棚jS･の解りほ 試みた｡別染･7=的 ､鳩 では､J=墳Afま巌概(岨LtL)冶と

･ri'なり介 う｡そこでまず､舶知能によってJ=雌のLY:味を雌解する枠如み

iJJl･'･tfEとしての riLかた｣の概念を姓小 し､JZJR-を岨巌として眺める

｢比かた｣が､.'･-代 Il本において 7世紀如 ､ら8tl牡 にかけての軌 こ允

比されたことをfylらかにした｡次に､このAH.舟の発火が､I:川 的な ｢比

かた Jと父作的な ｢比かた｣の･r(合によって馴 Jできることを fかか り

として､bL鉄柵jA･と1-I.1.'観からII本の)占脚文化がLF附 (川 ものであるこ

とを′ドした｡ふ主後に､世非の比候文イヒL=おけるLF作的 ･父作的な帆 ;･JfE

から､家族捕道が支えるJS蟻の riLカ､た Jと′J:.liIIT,l･効のfl=1_班/州 係を

･{J'Cみ破 り､人J和-L=jjn対係の)占Jt:イIW が･削 k-捕鹿 とJHl例であることをLT)I

ちかに した｡



l 地Ll!′芦におけるj=雌諭の梢川

湖†いこおいて､人類のJI三〟にかかわるIlq猫は 二つの側L∫l)'からとらえる

ことができる｡ひとつは人l日日r7日:のLu係か らJIこじるJiu猫であり, もうひ

とつは人IiuとJE境の.対係からLIこじるMRBである｡rJll-8･の代&･が比射 EJ越

であり､綾Rの代&が環雌l!!J越である｡また山ⅧlJIELiを併せ もつ問題 とし

て､人H問雌や金柑fltl鵜があるD

これらのlHJ遊脚 こ対 して､人榊とJ=雌をともに扱 う一●即!J/Jl即である地

JIu'-芦は1L'T然撫側係ではいられfiい｡とりわけ､人文 ･祉全判乍による人

州研'PLやrI然打 .Pによる頂Jj吉M光に対 して､地JtJ!･一声は人IlUとJS機の仰Il_

f父日系という分野 において独l̀Jの地,歩を築 くことかできるはずである｡ し

か し､Bi代の地JIAi判 ま､人Iu-EGJR･側煤のjb:'HをIyJちかにするという雌

泊的諜掛 こおいても､またLT矧 Zり雌のBL状を把舶するというri(域的.深心

においても､ 卜/JIIi役-.WをLLた しているとはllL､粗い｡

その肘 IJとしては､ますTJ1 .に､地肘 '?そのものが人文地J.JJ･一声とrJ然

地BI!′芦にIJi'.j今にJF赦 して しまっていることが)芦げられる｡そのため､人

rHJとrl然の此JJ-を一つの)比野の もとに眺めるという人r.'u-j=墳為に必要

な'軌.'J.が､地肘芋の内部ではきわめて収 りに くくなっている｡751二に､

どちらの地LqJ.P芦においても､LIF究対敏であるBl繁への価u亡的な判断を留

保することか什 -3WJな態度であると･4'え られていたことかずげられる｡

Jl三Tlfしている人ILUにとってのJ=噂 とは､さまざまな.正味や価LtL-を もつ も

のであり､客枚的なテ-クに鵜づ く■LfpIE的な祁乍であろうとした地理乍

にとって､それは扱いかたい ものであった｡

LB/E､J=墳間掛 こ対 しては､ジ十-ナ リス トを作め､さまざまな分封
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からii-休的馴 他 州 細 されるようl=なっている･.その 甥 をJLl_う

ことは､これからの地- のIB-磐なuI･命である帆 棚 的な什 -iとして

の地PP･'-Zには､人l･'-A-JBJA-lRHftのJn,Jをlylらかにするという人きな榊

か械されている｡そこで- ･kでは･人文地- とr燃 地朋 の棚 を

もたらしているような3B講の枠削みそのものを如 うことか らは じめて､

新 村乍としての地- の LAL如 ､ら^f･･iJ-J=朋 蜂の柵 を剛 Jしてい

くことにする｡

I J3JR-lLLk'論とLG掛 小能.a

ÎI'tJ州 JJNの朋 とどのようにかかわ りあいながら′は ているかとい

うJ･r"掛 こ対 して､iM L如け は 二心 ｡の考えJJ-をW,)=してき1=｡それが

JS鳩状k.諭と環J資.･惟 論である｡

環JR鵬 i'諭とは ｢人I･･･JO"也城的flJf三1･1-様式か- J=JRによって必然 的

に淡滋される｣という々えJiであ｡､その代滋的な論 斤としては､J9M

如後lllL= r人取 出- Jをれ た ドイツのJM f-" -H･ラッツlル川aLzel.

181日 901)と､その教え Fであるアメリカの地- H･･L,ノプル(Sumplc.

J86二川 32)杏)Sげるのか汗hBであるoラッツェルの比鰍 ま､たとえば次

に']IIりする部分に&明されている(仲川.J985)0

拙 族机 その疋 卜や- にあるr雌 カ､らますます鵬 されるという

棚 は剛 ､にIEil遇 っている｡･-- 文化の尭ifは､その 1:.紫な一山 こおい

て､=然のJ9'rliをいっそう深 くPJ川する〟 r･･･Jlこ動いているし､その.e'湖

で雌 と 1-･地 との側係は･いっそう繋#lこ別 卓するものなのである2･｡
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ラ yツェルの叔えを受けたセンプルは､l他用的J=JjEの←斤姫yJ(191l

て､彼を雇い､彼にIL･.J''を成 し･被の･tiJ･号を摘剛 -る｣)と述べた｡ し

か し･ラッツェルやセ ンナルは･｢一触の膨甘ノ)を蝕崩 してはいるが､極

端なtLL泣韻を E貼 しているわけではない.AL輿的な決k,jは､たとえば

-/ノりカの他用J7省ハ ノティントン川=nLLngLon.lB76Jg71)が 汚し1=

r/Aも供と文明｣(1915咋)に貼ることができる - ンティントンは帆 lFの

小で､inJR:やiy-度の刺激性と文りJのrr･h低のIEulこ刺 さな朋旅をiBめている.

刺激ft'xも候の腔合いが大きいほど､細腰な文L1)Jか允iBするというのであ

る(- ン+ン トン.1938)｡これはそのdqJTf:･r心 蛸 的な佃佃軌 こよって

磁 しい批判の対史とな り､(慨 のW,申ノJをIr日比うるラッツェルやセ ンプ

ルの考えJ1-も､JXJ32"lGe論の l旭 か らrNLJjE決払 …白として批判された｡

f3秒 雌 泊とは ｢人r･JulT;動の地域的な帖馴 ま､それぞれの地域のF･1然

nl雌から･･[髄な削 りで人IiiJか=小 二選択 した美,tliJJ三じたものである｣と

いう考えJJである｡環掛･l能諭の代&滋 としての刺 紬 ､-/ランスの謄

火'■川 フェ一･yJV(Fcbvrc･18781956)によって地即 P:1q-ryィyJL･ドゥ

lラ lI/ --/- ン ユ(YJdaldela比Iachc, 1845 ]9柑)に l-1え られている

(フェ-FyJL･J971/J972)｡ プラーソユは､rl然ぷJAを制約条件としな

から､人Il'ilL=よるEJ然へのはたらきかけに托目し､肘 .川 代という軌 .･く

からそれを雌史的 ･JI=･態学的に分析 したのである.彼によれは､ ｢能動

的にしてLLつPj(･動的･入部はl･州 にこのF.hjRi･Jk･ねている l(プラーシュ.

]910(r･凱 p57)｡つまり人肌 ま･唯物として日休の影学i･受けると

いう点では食勅lf)で も､(-然を -kJの仙 占様式に軌 ､てい くことができ

るという･･･'･'tで能動的な/fJ仁なのである0人掛 目 JF.物非の ･部をな し､

それはそこで収 も能動的な船働Nである J (-/ラーシュ,1940(｢臥

IJl-



p･26J)dただし ｢どの!･J･:Sで能励的であり､あるいは,1,劫的であるかを

舶 することはたいていの壌合締切ではない J(アラーシュ,Ⅰ94O(上8),
p.2O2)のだ｡

ラッツェル帆な環境決細 とプラーシュ的なJ=塘 =惟 冶は､救4-1.W ･J

な地月!別 !において対tJlする考えJ1-としてとらえられている｡このうち

IiiiRの lt域は人ltJJの 畑 作を無比した- として批fJJを受け､後Rの立

切がHJ 'Iなものとして受け入れられてきたというのか､逝代地耶 史の

)占̂ '的な誠れとされる｡ しかし-相 の･紬 の鵬 は､BLlfにはそれほど

肘たっているわけではない (即f"･]955)｡E3塘決kJ論とはいっても､

ラ ッツェルは､次の･=･-典のようにI･雌 )A-雌に対する人1･･Uの日出を.辺歳 し

ているD｢人r馴ま榊 Iのおかげで､劇物に比べると､その11然帆削蝕の

火如 ､らずっと州 である｡とはいえ人r.･Uは､この州 を)'･'州 の順 に

(け る柵 を賢く糾 fJTることにJ:って- したのである｣"｡いっぽ

うプラーノユも､人郡のf=雌へのA-l･t;として､たとえば鮒 地方のrta-ln

に仙 人々について次のようなことを述べている(プラーシュ.糊 0(L

也).p2J2)｡

外川の… の~Fに､懲く棚を ←ろした或る)生血な稚拙を･:ifぴているも

ののように･Rl･われる､すなわち*JJ%する気がないということこれであ

る｡おそらくはJxは の .掛 こiaやかなことと属｣･.のI純 なことだけがそ

の唯-の梯川ではない｡･.-･･血hk-を介 して棚 の棚 に肋きかけるこ

の木簡的な機柵が弛掛 こおちいることの鉄火のようである｡

つまり可能論も決定論も､- 的には人flUの州 とL･慨 の約 の両才

を糊 しているのである｡その･IfLtE二は､一･1然と人rEua)肌 切断奴を人

5-
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)占づいて､おもにrl雛の佃から人liuを説明 しようとするとL=塘決kJ治と

なり､人指Uの側lこ前･.J7:をお くとJZJh･r･(能由となるのである｡そのどちら

か脱糾 JJを もつかは､JC冶その ものの介理作や湿分作 というよりも､そ

の時代の｡Li'.恕帆 lTJやJL-_括LR感と人き くかかわって くる ｡

2.J=J&論とl手代伸展

PAIlli苦が人I.''Jに及ぼす影背を亘r1-祉する決定論的な.点論は､LI.･代ギ リン7

の畔代か ら地肘 ■芦の枠を越えてイf/Eしていた(西川.1985)｡ ヒポクラテ

ス(flJPPOkrrlLcs,lilH60375)の 苫作と/Tわれる r窄/xい /A･I-_地につい

て.Iには､人f･'lJの休作 ･ll-IJl!･1h='̂tと梢機 との㈹4㌦an'川皆様が冶 じられ

ており､ア リス トテレス(ir･slolclL･S,FlfJ38′1322)の r政か f･Jには､

比族の特徴が'xH馴fとlM係づけて述べられている｡ギ リシアの文化を受

け糾 ､だ中‥tl'スラム歴でも､イブノ･-ル ドゥー ン (IbLJnKhdJdun,

[332E406)が rllt淋ulI細 目 において文明と',.乙供非 とのJ鬼日系を論 じてい

るoiErJIとヨーロッパの倍柴.tit.恕家をiJ.ると､フラノスのモンテスキュー

(JontesqulC"I16891755)が ru:･の才.'榊 Jにおいて人糊とJiH二(クリマ)

とのEXJ旅について論 じ､ トイツのヘルク-(JIcrdcr.m 4日舶 )か r人

類の惟史i'rF考Jにおいて､人方=ま‖然の庶物であ り､胤 LのfE料 こ応

じて多掛 こ戯糾 してきたと述べている｡

このような祝J.tHま､まず苅 一に､rl然を人目糊とtJJり鼓 して対変化する

という･tL.･考様式によって支えられていた｡I'l然 と人ruの 1_,己謡は､プラ

トノ(l'JaLon･がJ1427347)のイデア削 =おいてみることかできる(JL-rll,

)995)｡-/ラ トンはI'l然を､超rl然的なイデアか ら†狩りてこられた形榊

6
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(エイ ドス)によってJ臣をあたえ られる仰 (ヒュレー)であると考えた｡

これは､それまでのギ リノア人のように方物をフェンス(JRるもの)とLi

るのではなく､順 を制作のガ材とみなすことであり､物･il的‖然軌の

伽 を故昧するoプラ トン什 ･(-:Ii､3日牡 にプロティノス (L,JoLm us,

201269)によって中仙=-:題的色彩の削 ､新プラ トン に滋に改造 され､こ

の新プラ トンj三題を雑巾 してアウブステ ィヌス(AHgusLlnl-S.35日 30)

によりキ リスト教の救必 こ北 ｡入れられた｡イデアの糊 と税別 蛸 カ､

らなるプラ トンの ｢lIl舛EIJu は､ ｢神の剛 と ｢地のIqJのJxI)]IJへと

せけ祁かれ､キ リス ト教- 神がイデアに収 って代わったのである｡プ

ラ トンーア･'Jグスティヌス L劇 ま､刺 し付 的 - 論仙 ･L然他を川店す

ることになったQキ リスト教の神のイj- こ人rMJ!frか畑 り､LJd削 鮎と

しての… 州 然(… )を認- 染(- )とする ｢一二軌 -&胤 の 二ノ亡

論がJikLl'Fしたのである｡

J'I然の約 を醐 する仙 川 ､第 :に､人仙 こ対 して‖紫のノJが鮎

にあるという･if掛 こよって31-え られていた｡虎別 舶 Fj;J･の人仙 ことっ

て､Jk一体の遡行や･- や､′J-1･物のJl:･t"などの#-り超 しこそが‖然で

あ｡､それは人FEiJのノJによって如 ､すことのできないものであった｡出

村では､そのような凝 ｡返 しに- のjJ･が従 うことで しか収確を Tx 入

れることができず､- こおいて も､- や暖L̂iや馴 三の設備かJf 卜分

な状態7?1ま､収耶 仲 冬の准 さ､あるいは伝染掛 こよってIJIm的馴 然

のノJを実感せざるをえなかった｡イギ リスにおいてJ81Lrk後枇 始まっ

た虚卦 lli命は､欣米でt9粗 相 にようやく軌jHLこ凍 り､この鮒 で人

ILIJE抑 川 桁によって変えられてい くrI然の姿を日の,･,1た ｡lこすること

になる020世机 入って･EJJR･･l催一約 - 力- つようになったのは､

欣枇 おいて肘 は 術の朗 が戯村地域にまで及ぶようになったことと

-7-
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1#t父日系ではあ りえない｡

しか し､人間の所動がl咋非のすかたを変えてい くという小憩は､n然

L=健 と人THJとの関係を扱 うL=墳冶のあ りかたそのものをはるがす もので

あったoj=蟻は､rl然よりも文化の産物 としてBLれるようになったので

ある｡ i)とt)と､rl然と文化は明鮭に/Jl#することのできない ものであ

る｡たとえば横地は､rl然のはたらきにJ:って作物が成ふするというC.':

味ではrt然に蛸するが､人rnJによって爪かれ､雛持 されているという1=･l

味では文化的な仔作である｡ このIl'jlrl]'のうち､虎男FV命以降に人l;11のJJ

の故人さが一LTJ諭 されることで､文化的な(7-イ仁としての姿がIlに入るよう

になったのである｡そのようfJ:LS櫨の姿とは､文化j;t地にはかならない｡

3 j;i拙論の,系譜

).'t桃の概念は､今批た初朗の ドイツの地理pj:において･-ri:盤祝 された

(llJ即,】990)｡そこでは､シュリュークー(Schl"LL･r.柑72J959)を小

心に､文化l;;俄 の形態′芦が鳩んとなった｡ ノユリュ-クーは､文化故地

の変化の中から地jI的な11:-Flり作をとらえようとし､これかtl川 の地月㌢'芦

斤たちに大きな影津をLiえたく仲JIJ.1985)｡彼によって､それまでのj=

L波j l三体の地Bt!JUi,が､Et拙論へと較換 したのである｡ トイソでは､グラ

- トマ ン(Cradmann,18651950)のように文化i*他を丈的lli地によるJr

1/ユタル ト的な印染像としてとらえようとするuf光IJ.-どを耗て (Lh玖

1990)､ トロル(TroH,1898Ⅰ975)を小心とする文化L･t地の児iB史的な

研兜が北剛 ､た (仲川,1985)｡またアノリカでは､サ.･J-/-(Sauer,

188gⅠ975)らがJk態′芦的な他.･.J.･:から蚊他を取 り 卜げた｡｢l然射軌から文

化汝軌への児jB創 引こおいて､地域のjft軌をie点 し､それを系統的に併

-8-
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'托.することが､サウアーにとっての地肘■芦であった('HJア1.]960)｡

排他を店昧する ドイツ.言Ttの rLdrldschah｣や英.治の ｢landscapc｣ の

帆.['Eは､オランJ/語の ｢l.lndschaJ)｣である｡それは､出'iや伯州をl!H

われた棚からなる戯地､あるいは小 さな領地や紋所li日立を滋味するLi一姫

だった｡そのr-1姫は､ I-/くIlt虹の終わりtJl'にイングランドに入 り､特kJ

の拙.I:I:から比た挑め(prosr)ecL)をC.:味するようになった｡のちに､その

眺めの芸術的1.i-よ湖に対する言腰となったのである(トゥアノ.Ⅰ992)｡

したがって蚊軌には､'#観的に.LtJ仁する地&lf斤の断片と､人riuによるそ

の知'ri:性という二五のf･A:妹がある｡ これは､ fi.'仙 一'k'牡｣二ノ己論の枠

ALみのbi峡にはかならない｡このような1;i軌か､什 '芦の対染(.存在比)とな

るとき､それは地域 という概念とはぽ ･激するものとなった｡ トロル

(Tro= 1968)は､ ｢ランドスケープという.うー感は､はるかLfにReg川

(地域)という竹 村的Ij:意味をもっていた083OiI-'の タテ ィアニアの冶合

)rljrhI.tをJIJ.'J日也ドイツRL汗へ訳 したときには､この -っの.i盛(刺.i]じC.こ妹

とみなされている｣b'と述べている｡ki潮 は､Hの.1:.一味をiAE析させるこ

とで､jEr代什 羊的なkFF光対象となったのである｡

しか しこれは､それまでの環塘論力棚 船としていた人l川と｢慨 の-jJJA

対､Lr_に､人rliJt文化の-.JJi対 ;LがTrL'ね合わされたことを古紙する｡人FEB

の作 り川 した文化としての環境が､l-1然のように人帆か らり)り離されて

桝光村史となる｡これは､文化];IL軌についての判 :Jが､Irl然に対する･･芦

I･'王ト と.)lき寄せ られていくことである｡31触諭のn然什 ●芦化とも言うべ

きこのようなg憎 の柑糖が､ トロルが柑3約三に脚 LiL,たランドスケ-チ .

エコ｡ジーという研究t.領域である｡ トロルによると､ランドスケ-I/.

エコロジーの概念は次のようにまとめ られる(TroJI,1968)｡



ラントスケー-/･エコロシーは､/i:_物Jt-J-.1体と､それを収 り凄 く環境

条件のIiiHこ作/tTする総合的/i.L､また ･止tl.1日JJトーで松介的な､榊 lIJ作川を

解りけ る乍問である｡ これはクンスレーのいうエコシステム(JJ:.態系)の

概念と ･放する｡ ラントスケー-/･エコロジーでiTf繁なことは､ラント

スケーブ ･モザイク､ランドスケー7 ･′,'ターンなど､特k'の分JhlQ!や､

人侠 Jf,-に従ったn然地域別 tlの把瀕である7'｡

ラ/IJスケープ ･エコ｡ジーにおいてkt観はおもに､/I=.物郎1j:1とj=礎

から梢成される物'Ei循環系としてのエコシステム(JJ;_放系)が作りだす･JE

l脚 JlJ:バクーンとしてとらえられている｡それを明碇に′Jl･しているのか､

アノリカでランドスケープ -エコロジーを飾止 しつつある71アマ ンと

ゴー トンによる概念の横側である｡彼 らによると､ラントスケープ .ェ

コロジーは､ランドスケープの捕避 ･機能 ･変化に1Jru.JJ:をあてるuf究柳

城である｡･順遇 とは､Jr=僧 兵やその要鵜の分れ'-や､ノlミ態系のJB状の川の

'JyJ,nJrr･)l糊係であり､機能 とは､生態系内のエネルギー ･物'lll･価の移動

である｡また変化とは､JJ三態的モザイクの鵬遊 ･機憶の岬r,"JrrJIJ:['h-換を

･C･-L味する(卜ormanandCordon,】986)｡このような放縦のとらえかたを

支えているのは､認識 に体の位mLLに畑 る人rHJが､認戚･k･体 としての故地

を比るという捕岡であり､それは環境論の 仁客 .jc泊的梢図と･,i･t;食に

致 しているのである｡

4 Jk史'"j'的他Pup'i:

1920･30咋代の蚊拙論的転l‖Iによって､過去のi,t拙独ノ己を 7-一法とした

惟ul地肘芦や､文化j'fi一概成屯の雑折的要関を探る継杭地fP_IZなどが催 立

川
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されてきた地EER.'羊においても､J950iI-代か ら70咋代にかけて､｢i=_搬

'hr縦｣の '.ノ亡泊的柵岡にjLJえ られた.iBJ!rA',hH三盛が随JRを庵めた｡その

rj:場によれば､池月!?の諜越 とはk'rli的なデー'/で&わされる分lJJJ別柴

から地域のぷいをJJJlらかにし､そこにみ られるIl:.J川経を解明することだっ

た｡地Jft!的'窄.聞は柵紫的なユークリッド'tlmとみなされ､空榊そのもの

の作筋はFHJRtiにされなかったのであるD地PI!'1芦は､11川rJ定 JI-.的な科乍と

しての地雌′芦と､記述的な非 一科′芦としての地月!.芦の 二つにJJlかれ､i;i一

触や人FilJ rI然l甥係といった伝統的なテーマは､いわゆる ｢ユニーク J

なものを扱 っているということで､叫IJ:る:t!逆 とみなされた(J-ickles,

1985)｡

しか し､計Lirf命と呼ばれた敬'-P的モデル梢築への傾斜によって もた

らされた地LEl!'羊の成果は､入関のE=;;;Jl三柿からみてあまりによそよそ し

いものであった｡ これは､人けりとかかわ りを もつという地肘 LP:の根本的

fJL作野そのものに対するJ,JLIFlとなる｡ しか も､IAL-.次 llt非人暇後のinJ=J

の縫析l戊点がもた らした環境FHJ掛 ま､t三'#'二 ノ亡諭というiti代科学の枠kFL

みそのものに対する知念をJl三み出すことになった｡環境l川越を央機に､

uHJJJ延IJF((I)な什 -羊であろうとした地13I!'■芦かju火のJ=JjiyL-r川越を扱 うすべ も

乱ilももたず､人JHJにとっての1131L頻がもつ11-妹や1lmELLといったM掛 こも

如IXJ･し､であることがE刑鮭となり､それが･it言IH-:遜rr.)什 ■芦や休のFl!】軌 .15.と

一体であることがEyJらかとなったのである｡

このような地肘 羊のありかたに対抗 し､J97t)仲代初yjlLのカナダおよび

I/ノリカ介細山でII滞Ll:_TlJ梢 としての人r,'IJのtiE柵がP,'J,えられ､Bi史学的

他州piあるいは人HiJt=歳的地即 芦かjM ;.した｡その代議的な冶客が､

rトポフイリアJ(197岬 )(トゥア ン.1992)や r･J_州は 磯Jrl一糸験のバ

~スヘクテ ィlyj(1977年)(トゥ7ン.Ⅰ988)の 卜〉ア ン(Tuan.)930)､

-Jl



r助 rrと没執 りAr作｣(L97rHI=･)(レル7. I99日で知 られるレルフ川clph.

】944)､｢枇活l世相のJ/イナ ミズムの把握｣(liLILLImCr,1976)という論

文をILfいたバ ッティマ-(liuLL川er)たちだったo彼 らが目指 したのは､

人FE'rt】によって.C･:妹と価他をHtiされた ｢LEiきられた''モミF(FH｣としての ｢似

所｣に対する探戊であ り､そのような r/l三倍 Llと非｣における'空FlrHe.J-識JB

戒のプロセスのjlli解であるOなかでも トゥアンの rトホフイリア』は､

SE司諸行に訳され､地理学省のみならず､歴史一l芦､文r?･､ij!饗･li=iなど帖払

い'LfFIり分掛 こl.臣皆をL-1え､環境保誠の議論にひとつの新たな桃IILをもた

りした○地肘 芋以外で多 くのjt一感を得たLR教学的他即uj:は､,i-Iilとモデル

化のみを｢目指していた i･.流の地jq!学に対する対抗文化lr)なぶ妹を もつこ

とになったoA.MJLによれば､現象学 とは ｢今tt拙 什 l三にFilf後 して遂行

されたIE三命付 ､芦や人FEj用 字の諦餅城での反共,ilFj三益的なjfuI諭的政1'(･の

.試みを光地 りし､統介 し､ラディカルに推進 しようとするH/-jtirYt)な知的

LtliWrの巡動｣(A-FIT,Z978,p_9)としてとらえ られる｡その故実ふしに題

的な潮流か地i!l増 に本格的に及んだのか[97uiF代だったのである｡

しか し､BL史学的地理学におけるBL染一一声の邸解には似非があった｡別

製竿の創始Rはフッサール(Jlusserl,】8591938)であ り､その代表的な

後継者は ドイツの-イデカー(JFcldcgger. 1889-1976)や､フランスのサ

ル トル(SafLre･】9051980)､ ノルロ-ボンティ(NcrZeaUPonly,1908

196】)であるが､70年代のBL毅J■F'的地Jln!学の論文や瀬rFにおいて彼 らの

ど .1日まほとんど引川されていtj:いのである｡それは トゥアノに.i-わせれ

ば､ ｢人Jibヨーロ yパの僚学者は､対日.い ドイツ語か小JyH炊なフラノス

rfSLで1軸 ､れていた｣(Tu白n,J97t,p48)ためである｡また､ ｢多 くの訳

大変なことかあ り､ しかも多 くの即 FがJJt訓である｡A遠近になってよう

-】2-



や く人体のiJfL羊･lf､とりわけBi染PPrの 拝作か- で怖桝 こT-･t二人るよう

になった｣(l'JCklcs･】985･p48)という- も塔けられている｡JME_I

}川 は､ ｢祉会･7､人即 ､心- ､祁嘩 ･動物行動学､LJ:_JYw羊など｣

をjdして､BL染,lPをIE･解 したのである(レル 7,J99】･p･V=)｡その結

niとして､Bi染乍は､ ｢な妹と･lWrJ性のEit非として糊 を.紬 するため

に､公JW い草の析出とjJはをHlkEな触 ｡JlT,BAに入れるi,i糊 なひとつの

hM･･J(rruan･)97l･p柑日や､ ←出様経験によるJは られた糊 のBi

毅を,Ll胤 ,.とし､入念な観察 と吉J越による厳密な方fL･でこれを明 らかに

しようとする件学の -1相 ｣(レルフ,川gl･pvli)として邦解 される

ことにな1たOっまり､現敵軍r仙 椎- にとっての現象乍は､ ｢目端

棚 を記述するノftLJ だったのであるo ピクルスが ｢地耶 的娘 LP｣

(I'lCkJes,柑85)とn･T'んだこのような方法で現象を記述することにより､

地 学は… … をそのまま映 し川す細く｢人rl･Uの鏡 としての地 学｣

(Tuan-1971･p181))になると考え られた.

5 J北針 芦的地jTF!)芦のIjH措築へ

地脚 的Bi教学においては､- 糊 が､ 瓜接に加齢 されている鵬

Jr:TIT;と同一舶 れていたO しか しフ yサ-ルの′- 岬 とは､‖馴 三7.1･

そのものではな く､什 抑 な- と=馴 -･triの- を支えている棚 で
ある｡

棚 糊 は､そのLLr#のうちにHi.Lめつつ勺三きているわれわれにとっ

て､いっ もすでにそこにあ｡､あらか じめわれわれにとって伽 三し､哩

鮒 であれ別 紙 外であれ､すべての- のための ｢棚 ｣となる(フ ッ
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サール.J995, p225)｡

フ yサールの鵬 '-Fは､料竿に対する認削 川 の,･芦であるとともに､

鵬 のjJ'法でもあった｡その)雌 とは 一nfでいえば､紬 を ･Iijlf弧に

入れて 川 を議論の川jiL･.･･:にするというものだった○その紙架､払 うこ

とのできない細 作をもたらす源加として､- LLr非が棚 の対毅とさ

れるようになったのである｡ノf=･TFl･‖帆 まわれわれのまわ ｡に地 ･仁のよう

にひろかっており､その中のものごとはわれわれの畑 的なl肌 ､によっ

てC･A昧づけられている｡その昔味がわれわれにとって)i-lJ-されているこ

とにより､ ものごとか- 竹に- するという附 子がJL=去れるのである｡

そこで7 ′サールは/II1lEil什外の現象判 =おいて､どのように して滋味が

Jl三まれ･それが火〟されるのかという- を剛 1Lようとした｡このよ

うな塘JRJと､ =… 粥をlF"=･iJ述するという也毅′nirfJL也耶 榊 こみられ

るIB7JiFEiUJらかにJV-･なるo したがって､ FIK 二JL冶F=･)lき如 ､れた地月!

'指 ､朋 Jlp-･の1- ､ら^1･･i1-J3位諭あるいは^rrt- 1LM としてとら

えなおすためには､ -fl7- -ルにLjfる必紫があるだろう｡

そのてかか りをLiえて くれるの机 利ii一僻郎(柑8911960)の rJn ･:

人相神 々削 (J935イH である｡LTIiiLま､フッサーJレの槻史･7:を受け継

いだ-イデ/I-の解釈･bi"･JBL射 tFの約 のもとで､ rln .Jを礼 た｡

jlliL-(托 の小で､人fF･･fHW f･においてrlLiを r# Lていると述べている｡

つま｡人肌 L )虫H1-の中でrt州 身をiLL､/ごしているのである｡机 川 ､

そのような… の ←柵 の化JJ-JとしてのJ附 を､モンスー /HJ)叔L∴

rrHAW)J政一､故郷 的 =二という =朋 によってとらえ､如 ジアTIH･riの

モノスーン的風 (--における人rlluo)li/1二の什JJ-を ｢受解的 ･忍従/()J､抄

伽 JM におけるそれを 川は従的 ･慨LU机 ､ ヨーロッパの救助仙 瓜I二

一H
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におけるそれを HI妹的 ･介理的｣と加k'した(和辻.1935)｡伽止のこ

の.品淋 ま､rr然環雌 としての凪 1-.か人l'lUの/たりJjをtLL泣するというJS墳

7Jt'Jt'諭のように比える. しか し､-イT-ヵー()960/196L/J963)の rllと

非.内 ･作/lIJとしての秋作/H人f-'iJ存イl三)のようにJP境の中につねに ･

すでに埋め込まれている人IEりの姿をEyJらかにしようとしたという迂味で､

r地 上｣は E解 二元論の乗り越えをはかった人fiUIL=J瘡論とIi:っている

のであり､BL/Et)その伯仲IJを失っていない｡

このbJ止の岨 卜の概念をもとに､ r岨 ヒの11本J(1988il三)なとで蜘 l̀

の岨 I.論をJji偶 しているのかオギュスタン･ベルク(ALJguSLlnBerquc)

である｡ベルクは凪｣二を､人IHJとn然の鵬係としてとらえた｡ このIR順

は､ i:_体 としての人目lJと対鬼 としてのn然を媒介するはたらさによって

作りJLJ',される｡その ダイナ ミ7クなはたらさに対 して､ベルクは ｢血色惣｣

という進一二.t引 りいている｡つまり､｢iL山悠｣という作川によって､FRJ係

としての瓜 卜がJLみlLISされるのである(ベルク,1988)｡ベルクの ｢jih惣｣

という概念は､批'jLI.満作)tJ:言-いJJ-も､‖J髄論的な古いJJ'も1鵬効にするよ

うな他念である｡つまりそれは､人rJ糊とnnL雌 とのかかわ りについて論 じ

る助介には､そのどちらも議論の山允!.J.,:とはせずに､あ くまでもE娼傍と

いう触JI'F.からみなければならないということを示 しているのである｡ こ

のような考えJ''は､人間とJTJ境 との機嫌的なかかわ りについて論 じる峻

分に 一桝あてはまる.なぜなら､起就=こおいて ヒトとLSj定とのIl･Jに地裂

はなく･lJd'捌 ま 一体だったと4-え られるか らである｡IifイEとしての対束

も観念としての i袖 もliE/Eしていない状態を論 じるのに､そのどちらか

･JJ'をfiV鎚とすることはできないのである｡

和止 ベルクの風 上論は､Bl粂･･芦的な人f.･･,J J=峻嶺のnl能作を,Jミして

いる｡そこに貼られるのは､JTJjE-(ll然)ではなく､あくまで も人間をぷ
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言論の.LIl発点とする態度であるoその1BIJ史の厳 しさが､ベル,/による日然

の定掛 こぶれているoヘルクは､rt然をわれわれにとって虐妹をもたtd.-

いものと走ぶ した(ベル//IJ988)｡什 ･?1守射 祁･71tの古典を借 りれば､

｢われわれが々えられないもの､われわれの t･渦 にLti腰LRれてこないも

のこそ｣ベルクの,言うl'慨 である(板取 1989, p231)｡おそらく､

JR:このように厳 しく定適 しなければ､地BfJ.･LP満は i三布一元論のL王妃削 ､ら

逃れることができないのであろうo必安なのは､JT)-rLiのLit従物 としての

Fi雌 を環境(-;偽の耐蝕 とすることな く･人糊と畷雌の切り離すことのでき

ない側係附 こ11%向けることなのである｡このとき､ni掘 削 まそのまま

放縦諭ともなる｡なぜなら､}.諦観とは環境の ｢見え｣一)であり､その情

報に兆づいて人間カiPl;掛 こはたらきかけるというE棚 で､環境 と去f軌 ま

･体だか らであるo しかも､人rl"zJの側から環境やj藷他を論 じることは､

その人llllJがJi6する文化について議論することにつながっている｡このよ

うな地州苧こそ､ ｢あるヰほ が､馴 一とE〕射 こ対するその1別系に与える

'i･JA妹のhlf究｣としての文化地蝕,LP(ベル//,1988,p350)にはかならな

いO
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rT 将JR-,認知の幽式

人IE'llHiJ･',lJIHをluり遜 くnLL雌を*JJi'EL､その価仙やぶ一味をjfM押して､行

動 している0日馴 三1.n=か ナるこのようなnLLlBの州解は､物仲 川 な分

析や!iltj51こJ占づ くものではない｡人FI糊がその中でJJ=_きている畷13旨とは､

拙攻的fin然利学の対象ではな く､具体的な知馴 t卯である｡

知北を､感朋 ･rLIrをもとに分有ル たものか､みい之､触北､聴′比 ､削 IE､

味覚カ､らなる ･lr'DLL的な ll･感であるo これにはさらに､体州 慨 のrltl受

群としての筋j&(励感化を加えることができる(トゥ7ン,1994)｡また､

如 'LとはLJ体の飢餓化であるという臥 在から､ギブソンは ｢1占健的/Jt,I;]-
づけンステム 1､ ｢偲 くノステム 一､ ｢触 るソステム I､ ｢味わい-JAぐ

-/ステム J､ ｢視るノステム｣の rLqE朝の知能 システムを考えた(G.hbs.)n.

19帆 =馴 :]･nこおいて､多くの･順 はこれ らの感iLL系のhT数をFnJ時

に刺激 しているoまた枚数の感i･L系が､J･･]畔に刺激されることでi.liぴつ

くことがあるソ'oその結合か軌 ､似合には､ある削 岩が別の鵬 L-の劇 LLr

をrjlさせこすという ｢肘感AiLl｣というjn･粂さえみ られる Lr日.

このように多くの･Jl象において触数の･IBすほ が刺激され､また感化,lLT:

どうしの糸･Lr余がみられるにもかかわらず､fl-･感の中で棚 した地ll･Lを/T.

めているのか鵬 である｡われわれは環肘 こついてのIJ･梢 の人部分を槻

Ii'Lから柑ている｡ トゥアンか71うように､ ｢批 ･Lは ｢そこ｣にある糊

をわれわれに出様 L}えて くれるJ｡感光はどれ もrLr非を与えて くるが､

｢しか し袖髄rrJな牡卯 こそ11-1もJLくり鳩 なのである｣(トゥアン,J991,

∩l:lG)oそのため､人l･"ZJとj=BJjt･とのかかわ りあいは､まず)化 を,l･心に

して考察されなければならないO
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Tl｣

l 日本語としての ｢J4..し蚊｣と I諜他 r

成代の11本誹では､視'rLによってとらえられた世相に対 して､ ｢風紋｣

や､ ドイツ語の ｢ラントソ1,7 ト(J..lndschafL)｣あるいは英..7tの ｢ラン

ドスケープ(Zundsc'lpC)｣の弧.Tt子としての ｢朕観｣といった言炎が仙わ

れる｡これ らの.Ji.'tは､日本における紗ilL世非がどのようなものかを探 る

うえで､正坐なてかか りとなるO しか し､岨ifiもi;i一触 も､現実の川法に

即 してlyl附 二光遜するのは雑 しい｡凧L;i-として見られるものに絶対的な

).Eit軽があるわけではTEL-い し､ lr欄 の原語としての ｢ラノドスケープ｣日

仏､Er:妹が暖妹だからである(NclTllH,1979).

このようにJAjJととj那Hをはっきりと定戚することは州鮒であるか､ し

のぷいは､惟史的な糸羊細を反映 した ものであるo｢胤j;t｣はもともと小

[舵 手であるDそれは厳鮒 こは ｢風 と日光｣を指すが､811胤 の朴Fliや李

ELlの詩では比色を意味 している川 o H本の文献では rrJf糞堆Jの,yLIC卜

Lに収められた大作他 にの人作家rfへの返,i,tにある ｢N-は紫 しぶペ く､

iHfの仙i;tも怖れぶべ し｣という.-;己述が桝.llSである(,..,,,檎,】985)oいっ

ぽう ｢L'{触 Jは､地PI!.学15-の辻村太郎によれば､ ドイツ語fiのLandsc｡rL

に対 して仙物′tZJF'の 工好学が'iえたガは亨であるO止4日iJ朋 1L2咋(柑37

舛)に ｢地邦字で此のIp竃~13g.を川ゐ折めてか らLif二二 卜iI三ほど経過 してJ.7i

る｣と述べている(止什 1937,p Z)｡つまり､i,と観 という.il･tか使われ

るようになったのは2O11t紀に入 ってか らなのであるO このように､岨lIi-

は8IEt紀にEl木にもたらされ､Il本吉拝として良いJl'i糊を抜ている｡それ

もLl･･1,の会許ではあまり使われないOつまり､岨妹がよりIl･,liurJな川.iFf

であるのに対 して､弟i一触はより･it的な川語なのである｡ この微妙な柵ぷ
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には､成lfのわれわれが†父1-11Lf非について もつ･FF.･点的1J.･考え /)･が反映 さ

れている それは､ F_他的なものと布地的な ものを明能L=[*JJIJできると

いう考えJ/である｡

2 I=.他と'弁軸

われわれはr;;.'--3的に､JI粗的なものと客観的な ものをIm rJしている｡

テ~プルの J二にあるでのグラスは､BLILEにfi花 している物であ り､われ

われはIHこよってその知覚像をせけ収 っている｡Li,/E物 としてのクラス

はp任にとって も同 じくrL!/Eしており､それは客観的なものである｡ -Ji､

知能像としてのクラスはわれわれの細腰(あるいは朗や心の中)に.･プって

いるのであるから､それは誰の ものでもないrl分の もの､つまり上轍的

なものである また､われわれは甥のクラスをiiながら､想像でその中

にワインをlJl5'込むことができるし､ rJインの満1=され1=クラスをイノ

Iジとして見ることかできるoこのよう1J:イメージは､われわれの心の

rllだけにある｡ したがって､知･iX像とrFfJ肘 こそれ もまた 】三他的なもので

ある｡ただ し､知･iZ俊とイメージを比べると､知覚俊 としての甥のグラ

スは誰がiiて も同 じであ り､イノージよりも客拙作の6!Jだが大きいと言

える｡以 J-･のことか ら､客轍と L･一触の軸において､客軌の鰍 こあるのか

1細 物であり､ 相 の掛 こあるのかイ/-ジであって､鵬者の中間にあ

るのか知覚像ということになる｡

このような l=一触/客観の恥 二･iJ他と楓寮という.7姫をあてはめてみ

ると､第 相 のようになると考えられるo景観は､おもにrj;/i-物と知覚

橡としての環JRを榊す言腰としてはわれている.火/i:物としての鼎観と

は､ひとまとまりとなった地劫 hiの断片であり､それはほぼ地域 という

Jg
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言fLkとfn1歳である｡つまり､Li観は ｢ある地域が人1糾こIiえるFIJ穀｣で

あるとともに､ ｢このような即製をLj;.じさせる対簸､すなわち地域それ

∩体｣でもある(mkeseH l972.p.】2).それに対 して凧Ltは､お もに

知îl像とイノージとしてのLr境を指す喜一磐として使われている｡沢Eft允

J'iが r認識の風讃｣ において凪巌を知'iX俊 とイノージの両面から考察 し

ているのか､その好例である(粥川 】975)Dまた､勝IE!文人が rE2のB

判 において属目;tを ｢背美的印鬼｣としてとらえていることも (勝U,I-,

している｡

3 rLtJl物/知北像 としての巌触

｢放縦｣とい う語は､おもにrA-I/l･物 と知覚像を%･味 している｡そ して､

itlJ‥物 としての,ri一触と知･ltE俊としての凍軌 ま､はっきり剛 Jできるもの

と絹戯的に考え られている｡それを少l,L釧 fJ-こノJミしているのか節2凶であ

る｡ここで七tL触客体と呼ばれているのか､われわれの,GI-..,I.紬 ､ら牧 山 こそ

れF'佃 として-lf/け るl畑 であり､巌触像がその匁り･E徹である｡このよ

うな知能軌 ま､ ｢むこうに対粂カ</川 ､こちらの知能機械の内部に,Lj像

が形成 される｣という梢岡と同 じものであ り､傭松捗によってカメラ ･

モデルの知堤観と呼ばれている(価松･J988)○巌搬客体 とは客観的なも

のであり､届観像とは に観的なものであるか ら､それはまさに rrL敏 一

'#軌｣の二it論に)占づ く知･if観である｡

このような知･lLf軌 ま､デカル トによ-て縦止された｡デカル トは､牛

のl眼球を胤 UL､その-LfTE"に投彬された像が､倒立 したものであること

を俳かめた｡そこか ら､われわれは馴 絶 ,写し出 した鰍排他をLLている
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〔兼紙客体〕 〔焚放牧〕 (主 体〕

芽12r2:) ｢i:触一解織｣ J元諭に)i;づ くIii-織の知党利

MJ.丘ru(L981,pluョ)の節1[.RT



という考えJJJが牡まれたのである(ナイサー･I978)｡つまりわれわれは､

'存触的に附 け る環壕を･ F･租的な舶膜性として剛 妾的に姐ているので

ある｡物と心を区別する 捕 二元論にJAづ くこの タイ1の知覚掛 ま､槻

ltでも常識となっている｡

しか し･ ｢1三枚一客概｣の 二元iiE二は､ F観と音鞄の 一致を確かめる

ことはIR確約にできないという開放さがある(竹批 L989)｡近代認識ii

によれば､ j三体は客体 としての対穀をig讃するのであるか､ F_体にとっ

ての対象とはつねに認識俊であ り､ie戚倹 しか もらえない 川 にとって､

対製そのものを知ることはできないので､対象と認識力｣ 放 しているか

どうかを決定することは論PB的に1;"(能なのである. これは､人Fiりの認

戯滋班かTF一確かどうかを人rlUH身には判断できないということであ り､

コンピュータかFlらのオペレーテ ィン// ･ソステムの.JlLりを検山できな

いのとt棚 の4憎 である｡第 2剛 こIUして貰えば､I-･.体にとっての認識

とはつねに放牧像のみであり､hi個 性を介さすに紫観解体を虎棲認戯す

ることは不･･(%なので､放観客体 と加敵性の ･敦を確かめることなどで

きるはすがないということになる｡近代竹乍の剛 は､デカル トによっ

て徹底されたこのような相銀を解決 しようとする削 Jの惟史ということ

ができる= ′(竹肌 1989)｡

デカル ト的な ｢l:･拙 一客机 の二7己釦 1- であるのは､その図式が

そもそも城 ｡(Fちえないからであると考え られる.デカル トはわれわれ

が棚 性を止ていると言うか､それは舶股像を見るための知rz倹楠を朝

の内側に想定 しなければならないということである○つまりそれは､朗

の内側に掬膜性を見ている小人がいると考えるようなものである｡ しか

しkJuを説明するのに､そのような小人(知覚削 乃)をig人する必要はな

い｡われわれは綱膜像を見ているのではなく･郎 さにLSLJfを見ているの
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である○舶掛 こ写っている知iLL牧を姐ているのでない以 上二､誘2回のよ

うな捕凶がJrC適切なことは明らかである｡.i172榊では､知貸 された映像

が身体の逝餅に設h'されたスク')-ンに倣 っているかのように措かれて

いるが､そのようなスクリーンをいったい甥rliJのどこに設定 したらよい

のであろうか○唯一考えられるのは舶膜であるか､そこに映る陵はたと

えば い -がii'転 しており､それは映画が映るようなスク.)-/といった

ものではないのである｡

4 知覚像 イメ-ジとしての岨jii-

｢J虫し上目 というnnhは､おもに糾 ･Z像とイノージを任昧 している｡そ し

て､知能像としての風新とイメージとしての風祭 も､常識的には区分で

きると々えられているoそれを′相 のが､節3凶である｡ スクリ-ンに

rpALった匁J･i-1像に対 して､イメージは"JIあるいは心のII･だけにある｡ した

がって､l三組的なイト シに対 して､,I;像としての知1苫像か各軸的な も

のとして区別 されるのである｡これ も､デカル ト((I)な ｢ト拙-客観｣幽

JCにはかならないoその臥 〔かl戊り1･H=ない以 1-.､伽 三傑 としての岨ki-

とイメーンとしての凪於もF")確にlx=分することはできない｡知能吸とイ

メージはひとつになって風祭を脚 戊しているoそのような風食の特徴を､

什一声斤である沢目允戊は次のように記述 している(dtr‖ 1975)｡たとえ

ば､海相にl'Lって梅を見ているとする｡次にrJをまわ して､紗Lrl-のTと

もたちを見る｡ このとき､一- の海の知覚像は消えて､抄脈の fども

たちの知覚像がLF･しているo しか し､梅のItu*は記憶 されたイノージと

して残っており､このイメージが秒ircの-I-どもたちの知覚俊を捕って､

rl/Jlを収 ｡雀 く全体の風景をJB成 している.つまり ｢私の知能の胤}-*は
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節3岡 ｢r=触一客触｣ 二ノ亡論に鵜づ くJiu.Ltの知一花観

rjH(198J,p 川5)の節 l岡を もとに作成



部分的であり斬JJr的にすぎないが､札のイノ-ジのJil.掟はそれ らをiGJi3

し､つなぎ食わせてU.をとりまくJ=境の令妹のIiL虻をつ くり II.げている

のである｣(沢目 J975.p70). 言いJ1-を変えると､多くの日常的な知

児とは､イノージとして知っている全体のJtH;tの 渦i分を知能隆として

とらえなお していることにはかならない｡知･辻像としての風針 ま､イノ

-ジとしての風昇があって初めて触媒となり71'1る｡加･Lt像は､伯川を放

り巻 く全休のイメ-ジの【rJにつねに化l'Ttづけられているのである｡その

'd･--味で､胤･llとは知党像とイメージが一体 となった ものと諾うことがで

きる｡

知能俊とイノージは､眺めにおいてIrl･なり介 うこともある｡そのよう

な状況は､一■i出や映像などでよく知 られた搬=汁を11る域合にPLL型的にみ

られる｡風虻の卵 'rを訪ねる人の多 くは､bJl‡とrhlL凪寮をrM;望地,.とか

ら眺めようとする｡ これはイノージに知･i･E像をTfrL.･ね合わせることにはか

Id'らない｡そのため､風食 とは 一丈のイメージにあてはまる知･比倫と言

うこともできるoそのイノ-ジにあてはまらfjい知比像の多くは､叫な

るjYAtuBの ｢見え｣なのである｡ このように､J如 拙 おいては､ しばしば

イノージが知北像を支えている｡つまりJA-本仙 こ､加,比像 としての風見

の)広軌 こlまイノージとしての風巌がある.そのJ:うなイノージとしての

胤蚊の典型れ ｢似風#Jと呼ばれるものであるO奥野触り畑 r文}P:Lこ

おけるJ細 別 において､ ←原耶 1日 を ｢自L)臣城社側｣のつ くる心の

イノージとして規定 した(奥野,1972)｡この fIEf風).*｣の概念には､凪

ki-iこおけるイノージの比重の大きさが′斥されている｡

H･:牡--#･削 図式カ(原理的に成 り立たない以 L､知慢像としての鳳

淡を仮想的なスクリーンに映る･&,軌的な俄と妃な し､イノージとしての

岨淡をyA'や心の小にある主観的な吸と考えて､FhJ･舶 明確に区別するニ
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とはできない Liは とはそのどちらか -J'-ではな く､pJ･J斤が 一休となっ

たものであり､ しか も知堤作としての岨BHま､つねにイ/-ジとしての

Jd七日こ収 Y)巻かれている｡ Ll=かって､JAjかまあ くまでも ti他的なもの

として論 じる必磐がある｡そのようfil三枚の伽か らの7ブローチが､朝

染7-'仙なアプローチである｡

5.BL史ノ芦的アブロー+

常軌や岨hi-lこついて論 じるのに･｢一三触 客轍｣の二JC副 こ)iづ くこ

とは刷雌な関越をjlき起こす｡そのひとつは､農牡や岨j*をどのように

定遜するかというものである｡ lI･#二J亡･iは､定掛 こ-･･Iffほ もたらす｡

?,'1剛 こ示 したようL=､風3lH);･相 も､ さ-･･拙作に亜心をllrEくか､寄附 と

に机 ､をhtくかで定超力甥 な･?てくるのである｡ また､･k･ulとしてのi*

拙(地域)と 仁軌 としての胤株の･紺 は､実plE土盛的な)畑 〟伐 と観念論

的な岨放論の拒立という梢榊を/たみ･･l･･1｡その結火､l･frjNをどのように

一致させるかという那 !Jが別 三するのである｡

このような㈹難を掛 ナるには､ H-･他 ,g観｣図式をいったん触効に

しなければならない｡什 biLこおけるそのような､畑 は､ フ ッサールの現

敦乍にみることができる｡ フ ッサールは､ ｢王故一客削 -.Jtiaが原BP_

的に成立できないことを踏まえたうえで､それで もなおかつ､なぜ客敬

n ll畑 作 (鵬 )が成 り立ち7!lるのかを ｢IEhJの側か ら説D)lLようと

したく竹HJ 989)o Lか しそれLま､rl-:他 -&削 rW lこ代わる新 しい

肘 のikL,Ltではない｡税吏･羊とは､ひとつの理論的体系ではなく､棚

的1BIJA:である｡それは､- がlf/け るという締- 旅て､ L鵬 .Ll機

･L:三として削 純 始めようとする ｢･urty;のスタイル､桝光対史にltちrlTJb､
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う1LeJA:のことIJ･-のである｣(木M,1970.pB)｡

フッサールによれば､現教学的態度とは､ ｢1三戦-'#'搬｣開J(による

'FF,-･灘的1J･'考えJ1-を ｢括弧(=入れる｣ (フ ッサール.J979,p.Ⅰ37)という

ことであるoたとえば､山を見ている自分について考えてみる｡まず礼

は･山が札の音韻から独立してそれn休としてlf/Eしているということ

を講論のn7J'蛙にしない｡当然､知覚級としての山が†叫らかのスクリーン

I-･にL̀jっているという考え方もfi;i掛 こすることはできない｡実/Eするも

のとしてのlllや､ましてスクリ-ンの仔イ亡は､いくらでも如 うことがで

きるからである｡では私にとって柾LL1こ(-F'･/Eしていることは何であろう

か｡それは､ ｢山をiiている｣という札のE･潤 体験その ものであろう｡

フッサールはそれについて､次のように述べている(フッサール, )979.

I)ZOO)｡

Lli身のありありとLI=ありさまで与えられる小物的なものはすべて､

そのL相 のありありとした所与附 こもかかわらず､FYI/f･しないこともあ

りうるのである｡′l:･Hのありありとしたありさまで′iえられる体験は､

lF71しないこともありうるということはせ くないのである｡

つまり､札が見ている山は･歩や幻髄の庶物でありうるし､また,空き

'uqJりの.･(能作さえ考えられるという潰妹で､いくらでも疑 うことができ

る机 私か‖li見て､その相貌を知･i,lしているという経験それ白体は確

実であり･そのような蕃識体験そのもの (絶対的音,q)をu･うことは､

原PP的に不可健なのである｡

しかも､このような密議- において､il物はわれわれの実践的な関

心にしたがって､つねに何らかの ←意味｣として現われて くる｡例えば
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roll;lLJであっても､時と切介によりそれは鑑甘物であった り､科乍的研

究の対盤であったりする｡あるいはlinlの切 というL7味､方向杏-'jt,位す

る指標という居妹､銘 も知らぬIilなる山とい う食味として､そのIIJはわ

れわれにとってffrt:をあらわにして くる｡ ｢lLt舛その ものは､その全fi

Jほ ､成る椎の ｢意味｣のありさまで所付しており､この音味というち

のは､昔味付Iiの領野としての絶対的 tE一戯をIiiJ.捉する｣ (7 ,サール,

)979-p･2LIO)｡つまりELI働 かllZ/Xするということは､それが意味をもつ

ということである｡｢｣三勧-'客軌｣ 二TE諭では､客観的実作がまずあっ

て､それに我々が唐味を付与すると考えるが.そうではな くてわれわれ

にとっての悲味こそ､-持物の在 りJJ-その ものなのである｡

Ei 環境 ･ ｢妃かた｣ ･表現

われわれにとって､環境の中の対射 il･.1らかの店妹を もつ｡その昔妹

は､対敦の見かたによってさまざまである○同 じ山で も､JA紫 として眺

める収介 と､地肝 芦の対象として見つめる城介では､われわれにとって

の･E..:味は粥なるのであるoそ してわれわれはその.e･裸 に応 じて､山をさ

まざまに表現する｡風教 として挑める塘合には､山は文苛に3Jされた り､

絵に耕かれるかもしれないo地懲学の対簸となった似合には､その山ド

ついての′tZ全発表や論文執顎が行われる･,1億牡がある｡そ しておそらく

ほかの人は､そのような表現を屈 して､われわれにとってそのtIJがもつ

食味を雌解するだろう｡｢B;雌｣はさまざまな riLカ､た｣にJ:って知覚

され､その知覚され{=意味に盛づいてさまざまな ｢&現｣か現われる｡

つまり掘削 生別 こ関 して､環墳 ･←見かたい 表現の三項からなる図式

を考えることができるのである｡
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jSJR

L=J蟻とは､物LtL!̀lfによって.kl述 されるIIt押ではない｡羊1 ノンの.irう

ように､人r''ufことっての環境 とは､人f''lJが知能するII川 (知,削 tり半)であ

る｡人IEUとそのJ顎境はLJ:_旗学的に側係 している｡われわれのL=膿 とは､

感服系によって匁｢托されるものやできごとか ら成 り;I_つ｡ -〟､そのよ

うな t'のやできごとを前提として､われわれは/ff動する｡つまり､人側

とjS雌は榊Il一休Il･的tj:IXl係にある(辛-/ソン.1985)｡

riJ.かた J

｢比かた｣とは､ ｢視知'iZLこよって環境のe･一味を r解するための暗黙

のIiTJuiliとなっている枠削み-方rl･川り のことである｡ ｢iiかた｣の ｢か

た｣とは ｢ぺ当｣であるとともに ｢JJ-｣でもある｡すなわちそれは､ふだ

んC･-J誠されない ｢fjZ塘認知の仲AFLみ｣(桃逝)であるとともに､ rJ買Jji一認

知のJ,-l･'･JfH (･i-:l占J)でもある.F'!7JA.竣知とは､LtRJRのt:I-･味を理解するこ

とである｡ IC'妹｣をよすALA,ijiのセ ンス(seHsc)や仏:;.･tの.)ンス(scns)

には､任妹 ･ノJJ･'rJfk･感'i-Eという.e･J:妹分いがある｡つまり仙北Iこよって

:L川 (-ノJl.'.JYt･)を r解するための改識化されない知識か､ ｢比かた｣と

いう件kFLみ(-)i両件)なのであるoわれわれはrl,/1た らの ｢朋 ､た｣に

l･1.してJ=雌の情報を受け入れる｡また､ ｢比かた｣その ものも､相似 こ

よって修l仁を･2けるJ"｡

EEFR]

人rZSJによるぷ刷とは､人lEub{LP境の中に作 り.LHL,たものすべてである｡

それは､汀J!7､香り､妹､身振 りのように､･ui装.TEがないとj=磯の中

に胡われてす ぐに消えて しまうもの もあれば､iba;･物､文･-i:作.1'[･.､R約
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作.I"I.などのように後代まで残るもの もある｡ このような維された表Biに

は､そのu'l畔のL=蟻に対する ｢見かた｣がlx映 されている｡

環境 ･｢見かた｣ ･表現の三項は､刷ll.依√t-のIu係にあるoそれを示

すのかU,'4回である｡

(a)13蟻は､ ｢見かた｣に応 じて知'ili:される｡たとえばある山は､宗

教的な ｢比かた｣によってI,1仰の対染となる｡

(b)知'托された環櫨の荘妹に並づいて､I"1ちかの&現が姥み出される｡

たとえば､山は沖の域qrとして絵画に柵かれる｡

(C)席III''された&-現は､特定のJlq境に言及 しているものとして T解 さ

れている｡山を描いた絵画は､BL父のそのIJJがどのようなものであ

るかを指 し示 している｡

(∫)逆に､Jlul貨はよ現に根拠を′iえているようにみえるO規安の山が

そうであるからこそ､絵画はそのようIJ.'榔'Jjを しているとみなされ

る｡

(y)ぷ月日ま ｢iAかた Jに応 じて朋 竿される｡山を神の助所 と比なす

｢比かた｣があって､初めてその絵L.IJiのJJl･JjiがJrE!解できる｡

(Z)そのBl!解に拡づいて､環境へのはたらきかけが行われる｡山に対

して参.‡旨などの行あが央践 されるのである｡

このように ｢見かた｣は､環境の知･比やぷ収の理解を支えている｡そ

れとともに､ ｢姐かた｣は環境や避現か らもたらされるI.号掛 こよって修

Jtされるものでもあるo したがってそれは､個々の人I.･nこよって全 く輿

なるというようなものではない｡｢見かた｣は､表現の理解を適 して､

)t･rFl化されうるのである｡それを示すのか第 5朗である｡ある躯U]に)巨

fJlSれている ｢見かた l｣に基づいて､J=境か知能 され､&一哉が産みlLti
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第4国 環境 ･｢見かた｣ ･滋雌の側係



駅 叩
[垂回■ー ;.[亘司

-I-i
節5尉 環境と&別を介 した ｢iLLかた｣の)し開化



されるOその-&収を月棚 することで､別のiLiMの ｢比かた nJか掛 I:_さ

れ､それに塵づいて環掛 こk.(する何 らかの行ねか行われるのである｡ こ

のようにして riLかた｣が)t･[r･1化されろ紙米･L=櫨 と&･Blのl対旅は､滋

BiカくJ=健に･~i-JlL､そのJT境がRBLIこ恨趣をLiえるというm した ものに

11'る つまり､L3墳 ･r姐カ､た J･滋BLの宥･& した -=lql仔ができあがる

のである｡

人llUがよ現するということは､心の小の("Jかを点わ してLiせるという

ことである｡ したがって､- の理- idして ｢肋 ､た｣か棚 作を ふ

っということは､人閲の心がJ… 作を もつということである フッサー

ルは､心が)i-I.稚 をもつということを､ ｢地､l7･Jという〔･･一袋を川いて論

じている｡ フ yサ ールによれば､- 柵 において､ ｢対gtLまつわにあ

る地 平のなかで与えられる｣(人 目･)970･p64).また､纏験(こおいて

yEI'作化さJlたLM ;･o))馴化 は､剛 ･:帆 im ,･か細附 こ止かっている(フy
サー/LIJ979 p127)｡この地糊 Jt･J･rl体において､｢柵 の うちに｣

｢すべての人にとって)紬 で.I.脂 的なLM ,-としての棚 カ(lA･1.iする｣の

である(フッサール･19951pP297298)B心がjJl湖 の rLM ,:｣を らつと

いうことlil)告iBの′L､約- をもつということである｡rLLかた｣とは､

そのJ=うな構造にはかfJ:らない｡

7 岨E;tの r見かた｣

Bi約 的態度とは､デカル ト的な rL:軌 一細 ｣即 の i三蜘 側か ら

･lll肘 ることである｡ したがってBLS!･紬 態lEf=よって鵬 をとらえよ

うとする堵- ま､知覚像とイJ-ジか 一体となった )-洲 鯛 脚 韻

-31



論の出発J.L･.となる｡ しか し､岨iiを特.iiJの知覚像やイ/-ソとしてH,過

することはできないC岨;;ととして比ようとしさえすれば､駅柵l剛.litETの

いつものにぎわいであろうと､散らかった リビングルームのあ りさまで

あろうと､仁=こ見えているものすべてが地紋とIj:って しまうか らである

また･イノージとしての岨故も､奥i'f(Ⅰ972)の rJ);はLl;t｣のようにr陸1人

によってさまざまなものであ りうる｡つまり､姐1,㌢とは､凪;;ILと呼ばれ

るL.叶か恥iii'の対吸ではない｡JqJhは､肌 .i-として眺めようとする ｢比か

た｣によって胤i;ttとなるのである｡

JS堤がIAi;i･となっているとき､加Ju:されている瓜j;とと､その r比かた｣

をIXI11Jげ ろことはできない｡知.比像としての風,･舟は､つねにイノージと

してのJAととと 一体である｡そしてイメージとしてのkH;=ま､われわれに

とって岨址の ｢見かた Jその bのである｡なぜなら､われわれは慮戯イヒ

されない桃遇 一方rr'.Jfととしての ｢比かた Jを血接知ることはできず､何

らかのイノージを山 じてとらえるほかはないが､月日.汁の ｢比かた jのイ

ノージとはまさに岨jliで しかないか らである｡ このように岨排の ｢比か

た｣とは､つねにJAtl･は 一休である｡そのために､ r帆1.との発比｣とい

う占いJJ-が･11億 となる｡それは･J=蟻が地顔としてJXれるような新たな

｢見かた｣の鬼比なのである｡

柄削 7人は､岨ktカ(ひとつの制JEであり､日本においてそれは近代文

pFlこよって発見されたことをllJJらかに した(柄礼 1980)｡そこでい う凪

汝とは､ある遠近Z}:A(n'発の･e･1-歳)のもとでとらえられるn-炊近代的な店

味でのJA}7-tであり､それがnJ怖 20年代に内的人rullこよっては じめてiiい

だされたと[l･うのである｡つまり凪,･･.tの別 且とは､Vb･欧il:rlしの題iE:r法と

いう ｢比かた｣の別 は った｡われわれは､そのような何らかの rliか

た｣にJ･H いてJ刺u-を兄い- ている｡逆に､われわれがJAi;tとしてと
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らえるものは､rl/'1たちの岨蚊の ｢比かた｣にあてはまるものにはかな

らない｡ここには､見えるものとしての胤hi･と､岨旗の ｢iiかた｣が作

り出すJylじた開帳がある｡

このようfJ:槻係は､第4凶の環碇 ･ ｢見かた｣ ･&-BIの :TJLirxl式に､

帆.:;i･としての環境 .風景の ｢見かた｣ ･風 紋の女硯を代人することで表

すことができる(第6図)o風浪をもたらす ｢姐かた｣によって､E3境は

帆ki-として知'托される｡またその ｢比かた｣に)1づいて､岨牧としての

F=雌へのはたらきかけがおこなわれる｡ -JJ'､ 51かf=｣は岨岩とのさま

ざまな&判に-淀のかたちをLiえる｡そして&･Biは､岨紋の ｢姐かた｣

に応 じてLtJ!射 される｡その結果､ぷ別は凪j;i･としてのLS雌を指 し,1-{して

おり､また岨巌としてのJq境はRBlに根拠をIj-えているように見えるの

である｡ひと/こび､このようfj:J=_角)riがrA:nfすると､岨巌は風凍としか

占'えないものになる｡柄谷は､明治20iIA･代以L打にも岨汝はあったか､

｢しか し､岨腺としての風嬢はそれ以Fjllにはlr-/FLなか った｣と述べて

いるが(仙裕.柑8O.p17)､この ｢風潮 としての帆j子呈｣という言いjJ-に

'Jてされているのは､そのようIi:仰虚である｡

岨ktをもたらす ｢昆かた｣がどのようなものかをzJ:験rr'Jに知ることは

できない｡ したがって､ -iii'の1Lt川において職場が岨巌としてとらえ ら

れているかどうかは､去現によって判断するしかない｡つまり､叔蚊請

や岨蚊Ln,I-などの&Jnが､その剃 小二おける岨汝の兆イJJを.斥すのである｡

したがって､叙楽譜や胤殻画が数多 く桟された岬IUこは､環境を風農と

してとらえる ｢見かた｣が仔イヒしていたとみなすことができる｡その昔

味で､LJjb:列AJIvにおける崩ilJの胤jJの発比LJ､心初の叙,7i-詩かうたわれ

た rJi腰11ijの時代であると考えられる｡岨j汁が党托される以前の環境

の ｢妃かた｣は､ザ"Lll'故(コスモロシー)であ.I,た｡断 筆においてコスモ
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ロシーからラ/ドスケープへの変化かみ られたように(トゥアン,1992)､

｢1本列馴 こおいてもコスモnジーを17蚊として板目*が碓比されたのであ

る｡
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Ill lE.lUl本における風liの発Li

JAL3,!Lの発見とは､職場を)虫しぶとして眺める ｢比かた｣の児比である｡

｢見かた｣は､槻 ･:･日こよって'&わって くるoそ して新 しい ｢比かた｣は､

イノ-ジを威 して ･証の雄F:Elに)HJされるようにlj:るO したがって岨淡

のjuいま､新 しい仙 '.(の成:/:と､イノ-ジの紘idJというニ ,∴(から,.aじる

ことができる｡

什会'uj=解の仏 座健二は､胤'旨との近代を論 じるための分析lM Jとして､

riJ完結と交jdとhT製技術の三つの論 L.'.･Aを拙′)ミした(体感,】994)｡交iLbとは､

ここでr言う新 しい机 ■王の成立に対J･t､し､詳言.･fと粒興技術の二つの論1･王は､

イメ~ジの舵jdに対I･LILする.rjrIJ満について.jJえは､新 しい純一..i,-をもたら

した交iLBとは､犬 忠の旅=卜声)だった｡行 糾 こおいて､立札.5-としての

人出が)L=rFrl体の神の札 ･.?.Lこ;tったのである｡また後&-について -̀[えば､

文′Fで炎言己された文芸が､読む満の心にイノ ー ノのコピーを作 り川すよ

うになった｡

行幸は､持統犬か こよって Ll世紀 ･̂に鳩んに行われたoそこでうたわ

れf=歌が､ rJ･f典別 の脚 elとされ､ili統 ヒ1川 代(697-7O2)のIJ･.i半に

編等されたと推証される番 .･1-53のいわゆる ｢持続 ガ柴｣川 本 一川

文学人剛 LL舶地番Li会･ 柑81)に収められているo したがって､.J,ftEJ

小 二おいてJALl･とが発比されたのは､7lL仙 人か ら8LLr鮎にかけての岬脚

だったと考え られるoその新 しい ←比かた｣の)占軌 二は､従来か らの環

境の ri止かた｣であるやI.if観があった｡

-二川-



i JglL巌以fJiJ

l) ｢ノマ｣のイノージ

風巌が炎托される以 i;Jの桜堤lま､コスモスとしてとらえられていた｡

コスモスとは､旦riなる秩序としての'll'rF''であ り､それは和ijiの ･州 ,軌

(コスモロジー)によってとらえられる｡そのi:うIj:･-j二･Eh･観はコスモスの

ひとつの ｢比かた｣であり､r㌧代 一一本におけるその rLLかた｣は ｢/マ l

のイノ-ジによって&される｡ rノマ｣とは､L上のようにJk城に捌まれ

た大地である｡rIT代のrJjt=言liでは､犬はアメ ･アマであ り､a,Fもアメ ･

アマであって､人と梅のどちらもJkの餓城 とみなされていたとJ;えられ

る('畑 ･】994)o/k平的にもlTEL止的にもJi-がるこのようなJk城lま､･紺

/kと呼ぶことができる0人地は､二相 /kに州まれた ｢ソマ｣だったので

あるoそれを′Jけ のか､剛 .みの耶 ･巧であるDrll本,I.拙 H =よれば､

イザナギノ ミコ トとイザナ ミノ ミコ トが人の浮桶か ら矛でJ･JiHJFlJ,7を探 り､

)･の先か らしたたったdlj/kか凝 りr･Jは ってオノコロ1-bt/iった｡ ｢ i-:の

伸はそこに大降 り､交合 して砧々を叫んだのであるOオノコロ人相 馴 I

のIiであり､lt･Eir･の中心として愁kJされたよ5であった○また Il.(.こ｢犬

にJJTJ(化｣とあるように､そこは人 と地を結ぶ 日脚 軸(アク/ス ･ム ン

デ ィ axl- Ulldl)(エ リアーデ.柑74)だったoつまり､このlBEiJj;fTuJの

'̂C･'FEU的な秩J声そのものであ｡､コスモスが ←ンマ_Jのイメージでとらえ

られているのである｡

｢ノマ｣のイノ-ジの- は､･yVJ;I- " 鮒 柵3-2F什紀 IJJ_q一郎3

ILr紀EjlA)の･iz･rh,掛 二までさかのぼることかできるo弥脚 ,Fltには､人地

はJJ-1rZで用例を/k城に川まれていると-4-えられていたo このような観念

は､墳rT崩やJ=B棟悠a･の- 形臥 あるいはf･掛 こ描かれた船荷などに

･Jミされている,1,｡やがて古- 代(3- 末 一川 出初)に入ると､
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｢ノマ｣のイメージを作掛 こして､神糾 .･地 と&･与びつ くJ:うになった｡

rjVJgl(31雌 Jト4[雌 -1･tJ1-)の棚 は f:･としてIJ7LIJT後lリJGであり､その

多くが山のmALに造 られたb しかも､その､l,17IlJ臣態は人と地の製徴とし

てのIりと))Jを如み合わせたものであった｡ l･L:地 と形態は､舶jJ･後IJJJhカ(

犬と地を歓びつけるものだったことを/I-.-す｡ このような棚 の3!JLが､

卜地にL-i'ぴついた)川 をLl･･み出 した-lI一卿 まもともと､,lL:Ir,l体のIL-)18-

(fT良)のL̀l'i'魂を上川 込めるための ものである(iiJ 991)｡ 打血の･,紬 は､

太駈および鎌のはたらさで猷｡､次代のけ良へと受け加わ{れる. lIlJhは

そのような'lh'祁(ひっ)ぎの蟻式の機であった(JF札 1984)｡このような

'i'継 ぎが練 り虐 されると､逆に)I;-f･･)体はその･.:i-魂の惟史的な朗 tを愁k,

するようになる｡それ… 州である｡FJiJ･JUJのJIT-JLTの多くがIllのljLl-J二にYI-:

られていたため､特定の山がlLL神の降hTした場所 となった｡また山LJ外

でも､犬 ･海(ともにアメ ･アマ)に突き‖;L/たkLqrは､… か降 り:Lっ

た馴 -Tとして袖壁祝 されるJ:うになったのである｡

2) ｢うた｣の充仙

このようなJJl柵の降臨は､ ｢うた一にうたわれた○)胴 体は､2EJW J

に 一つの幻想をjt-Jl'することでIih.rしている｡そのひとつか [-_地(･4T=J.･SJ)

についての幻想であ り､もうひとつがlll先(岬rE･U)についての幻想である｡

IiiJ鳩 はl｣分たちが選ばれた伽 ､な l二地に止んでいるというものであり､

後RはI'J分たちが｣を加の始JfL(礼神)の ′･係であるというものである｡そ

のM lbi棚 の*-Lこ兄いtLIL,たの机 BL/川 /JIたちが化む (=地なのであ

る｡｢うた｣はこのような)t･lnl体の腔史を謙るものだった｡｢うた｣を

偵式の助でうたうことは的lJ;fの ｢かのは じめの畔(… udLempus)｣(エ

リアーデ･】974)を再雌することであり､それによって)L=IF･1附 ま幻想を
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肺は し､安定 した状態を離路できたのであるOこのような ｢うた｣が､

文一一声の始ま｡である(l略 l993)o←うた→は､- を語るというe･･湖

で ｢かた り｣と-JC分化だった｡ 当時の ｢うた-かたり｣は､帥謡やMIliF･

として､そのままのかたちではないものの r榊 klJ(7】2咋)､ r日本

･惟 ｣(72咋 )､残イけ る r岨 I--.了dJ(7- ).r)J盤剃 (I.卜桝 の

lJit:[･は78J7831f三yJ)に残されているのである｡

好脚 帖 ｢うた→の- には､ ｢ノマ→のイメージがあった｡神謡や

MI･i･(-をもとにそのF佃 を復元すると､次のようなものとなるoifL神は､

=̂.軸 (アIJ ･アマ)からやってくる｡メこ･Hliからやってきた榔 ま､J.kJ州

を比 卜ろす小l･:.･JJいJlJや､dliに突き目 した仰のような､IL"I･Llらしのよい助

/rrL=l̀rって [･.Lbを- oあ ちらこちらを巡 って 川 を比べたMrは､ Ll.命

JJLこあふれた/kのあるよい 1-地を比いだす｡そこ机 ‖分たち州 んで

いるこの削 1'らしい l･･地なのである｡神が降h-し､化むべき l_地を/㍑

てさまJ:い､i'?-かなJ･JhをEiつけるという- は､沖純において‖J良で

lilえ られているN l･iての削 別こそのままみ られる15)〇 日分たちの 卜地

を胡Rするこのような鵬 の ←うた｣は､T川 日本(やまと)ではll=J比の

歌として細 されている｡ 吉偵イ絹 が榊 - るように rlfuは 一般WJに

榊 の亡隻腕や枕の伐礼として- されているが､I.Tl･(-て ･EIlt･/:ての細

の組 としてみたほうがよい→のである(ll1･胤 1993, p70)｡ただ し川

比の歌では､大棚 如 14-榊 の批 t･:(I;fっているのであ｡､それは朋

の櫛JJOlE枕作を暗示 している｡つまりこれは､付 l･/-ての ｢うた｣を大

仰 ほ の歌へと作 り変えたものなのである｡

てIHFてのMr･絹はJW ･起酬 I,ikIこもなる｡ f･風 f--,i己Jには､神かさすら

う途中で J-Jbを討美 し､その言付めことばか- となったというHL.;kbt数
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多く収められている■6㌔ r‖jt:.'拙 Jにおいては､地ir.起削 帖 の紬

が･犬l･L-に.bLき換えられているJT'oこれは､E.相 の歌とI..1校に､ヰT.･L

ての帥p':nこおける神の付従に人･.iが､･(_ち､それとともに村の他部越齢が

円の地ĵT･起軒へ格 l二げされた削 占であると考え られる. しか し､神-メ

';iが巡 り巡 ってよい =也を如 ､だすというバクーノはI,,1しなのである｡

3)神の場所

弥ノ川 代の洲 ま､特hfの岬にi/7-れ､また必 AL-な岬にJIiカ､れる火.-J州 だっ

た(､Fi'f∴Ⅰ982)oそれに対 して､I'iJji仲代にはつねに神 とかかわること

のできる馴 子が地 いこ兄いだされたo初刈りま､人 ･和(アノ ･アマ)に･突

き川 した.',-1か二伸臨 したとされたo 'llJLlは人 l_物であるが､抽入がJl三い

伐ることで短)yJFF'Uに仁1然の 渦 となる.そのため､,.;lnのようlこn妹の

中で人 ･dJifこ突き川 した馴 iが､仙 -.の降臨 した助 rlとflった｡gtW,!の

｢かのは じめの岬｣に小川Ib<依 りついたとされるそのような馴 iは､

｢うた｣と偵Jtf=よって ｢かのはじめの咋｣が操 り返 し再BLされること

で､やがて神のこもる助 ,.rとなった｡Mrがこもるのは ｢クラ｣のイノー

ジにあてはまるような場所である.｢クラ｣は､㈲(クラ)あるいはFa.LTl

(クラ)であ り､まわ り与川まれたlI･1･いjhLJ･)-rである18'｡そこはまた､暗

いl･tHfiのようにLE命ノ)か剛 :･する助/9'rで もあった… ｡そのような軌 rT

の代Rか､TB芥-㈲(クラ)であり人きなt i-射畑(イ･7クラ)である｡

棚 佃 ｢ンマ｣の乍･'i'･掛 こ∠丘づいて､人 ･掛 こ突き.･Hした助 刑 こ降船

し､ ｢クラ■｣のイメ-ジにあてはまる朋 -rにこもった｡ I･I然の小の特注

の朋 -rにこもることで､ltLbI.はその日然と紙びつきJIJ然神ともなった.

このような神のhW rは､岬､gb､芥､森､llJfj:とであり､そこには米艦

の.l･.い榊Jjr･がみ られる州 ｡叫は､nil-JIへの犬目川権 芯妹する ｢サキ｣
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という←(楚加 ｡､掛 こ[･-･Lb､って実きLLltている｡沖に伽 ､ぷA･Sは､人 ･軸

の内Glこ対 して2-日 しているB斜 ま･埴 " ･かったJe態を′Jけ ｢モロ｣

と同超であ り､rlJとl･可様に :̂にlI･TJb､･,ているo これ らは▲7;hば､大地 と

人 ･HLj(アノ･-,マ)との小# ･!.:T･あるoNIIまそこに降h-して､近 くの輔

の炎や芥､人きな1㌧､刷 りを川にlJrlまれたBiJ,)-rなど､｢//ラ｣のイノー

ジにあてはまる切19日ここもっ1=のである｡

MTの馴 -rは)点本的に､｢/マ ｣のイメージをitBi化 したものだった｡

岬とILH l',l州を和に川まれているために､｢シマ｣そのものである｡ま

た､芥の中でも的 uけ る川に脚まれている卯 沖 ､淵州を川に破 り遜カ､

れている題や小形のIJI汎 神Jjg糾された｡痛い火山などは､人という/A

域に突きFEllL,た rシマ｣にはかならないoつまり､人･W.I(アノ･-/マ)

からやって米たl川 は､ ｢うた一にうたわれたようによい/kを凍めて巡

行し､ ｢シー/｣に満ち爺いたのである｡このように､机神の巡行をうた.,

た ｢うた｣と･環如 ､らiiいだされた神の収所は･ともに rンマ｣をJE

本的な馴 lイノージとする･相 Wによってi-えられていた｡ このIu係は､

JlaJiE-･如 i･Hlかた｣の糾 1秒 ､それぞれ神の馴 ト [うたJ ･｢シ

マ｣のイノージの一川 搬となった -･･JlJJBによって&すことかできる｡そ

の安淀 した柵鹿によって･)tlr,1体か継持されていたのである｡

2.姐i;tの允ii

))逆数の一抑r'他

jJl･lnl体における ｢シマ｣のイJ-ジと ←うた｣と神のuLlg･rからなる安

k'L/た--I/rJJ位は､人 抑 ほ の形成にとも11ってそのままIFJ家のレヴェル

にまです くい (･･けちれた｡Jt･lTrl体の ｢うた｣は(-線 の札 !:PIや帆 .Ln,･となっ
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た｡)Unl体の内糾 こおいては､神の朋 TtLけ なわちMTが fl.JBをii卜ろ

した壌所であ ｡､)紬1休は脹礼と ←うた｣によって神の棚 を槻 して

いた｡このようなMlの- は､- 体の鵬 でJt-JJ-されていたorうた｣

においては､ ｢比る｣のはあ くまでもMIであ｡､棚 の仙人ではなかっ

たのである｡そのようなjll=l･･Jltされた- 帆 - の帆ほや… の…

にも比いだされる｡川見の歌においても ｢- →のは神や､朴の地似 こ

収まった人l純 のである｡それを′付 の机 r- JJの歌謡にみられ

る ｢見れば - ･iiゆ｣という- である2L｡つま｡､人･.･uM が

｢舶 ｣ことで､bJめて対史か ｢- る- である｡このような火･;旦

(柿)の棚 の棚 作とは･- てする際の神の- の鵬 作にはかなら

ない｡

岡見の歌だけではな く､批 対 しても､神の- で J･･地を懲美する歌

かうたわれた｡人A)lこおける肋 の- 的な- ､… 人臓の都城をモ

デルとした鵬 好く相川三遷柵)である｡ このJ:うな糾 ま､新たに l二地を

選んで遡iT:されるものであり､仙 tてとI･･li削こそこれuほ れた 1･_地であ

ることをうたう必- あった｡それ机 rノfi弧 に収め られた作紬

舶 ｢戚Jy,i-a)･L,の卸ノHみゐ)の削 (52)である｡ この歌の伽 的な鵬

は､′… ､4iJ･)iから､山に捌まれたよい加のある と他を丹Lzするという

ものである｡よい崩とは藤井であ ｡､それか藤井か原すなわち鮒 とい

う鵬 の もとになっている｡- は､村 aTを した柵によってつけられ

るものである｡di井か御ノけ なわち兜なる滋 と呼ばれているの も､それ

が枇 兄いだされた ものであることを,JiLているo したがってこの歌は､

I.lhての紳臥 あるいはそれに- ､た地紬 削 相 を糾 えたもので

あると考えられる｡

しか しそれに加えて､この歌にはiB故の体系仙な… 軸の納 かみ ら
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れる｡nJ1,,:京のモデルは… の敵城であ ｡､その･r･lIEl1-形贋は/).形で､各

辺は火西刷とを向いている｡このようなJJ･J臣は= ll-lt･川 の遡及的な.uT.

僧にある人地を ｢ノ1-｣とみなす他念を踏まえたものである22｡それは､

すでに林川 代から ｢ンマ｣のイメージに筋管をLiえていたと考えられ

る2㌔ しか し､仏系的な一Filt憩としての遡掛 ま人bJr脂 の成 ､･(_(61岨 )

とはば.糾 してIl本列肘 こもたらされた2コ,(T-uT,Ⅰ99O)｡その手川 ､

｢̂ 'Jが舶 JJ-I;(-Iこよって射 止されているのであ り､この歌でも､Jlの

轟く火)､日の終(Pg-)､-/fJGi(｣ヒ)､軌 n(Ih-)というように､MjJ･が附 こう

たわれている｡火榊 北に対するこのような袖汝の碓 t･Fは､ ･̂馴 rf仰と

のかかわりでそれまで･T!-祝されていた- 軸に･Ib-Jヒ軸を中心とした道

教の舶 〟はかせねられたことをLl･:味する｡ しかも､この歌では､7･fh･

の桝 的なJ川(-(こ対応 して･MjJ･の両がうたわれている｡ これ らのうち

火､臥 北の大和 川 は､神仙一世息!(体系的な逆数のL川 の ･-?)におけ

る J･神目lE=対比 されていたと- できる2㌔ またh･の.柵 も附 IJlの地

とLiなされておh Mhの山の･I･でl女もIrt･･祝 されていた｡そこには?,･Iか

rrられ､人!･とのJlfやの地 となっていた｡

2)I:;Tif=の歌

･I･-IZfは､iq故的な下前他によってiLい1=･された神仙のIllだった2㌔

退教において､府は収 ｡の地である｡ したがって珊 のLIJは′綿 力をl暮f

JkさせるLIJである｡･約 か- へでかけるということは､Ilらの稚命jJ

のみならず､■和 食体のLl:･命})をT･1-fk化させるためだったと.iytわれる｡

･■淵 への行中をirfねたXI誌としてイfir･なの机 持統人F.Li-Cある2,,｡ こ

のような榊 が､Jl川 の･･･:TiL=歌人である柿木入府r･JiをLl三bJHL,とo榊

人MrrLJTblTTTyluしたのは､おもに- I" ltのu･jftであ り､それはJrl初の都
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rlJ-である藤JT･t,;とか作られた時制と･ri-なる.つまり､退教的1.日-･jL抱に収

づいて都が造成 されるとともに､目 し ìuJil'姐にのっとって十日;や遊猟

(みかり)が行われ､その行為が'Lfif=歌人によって歌にうたわれたのであ

る｡

'i;TLE歌のILf似 ま､ ｢/マ｣のイノーソに支えられた)ヒト.1体の ｢うた)

であり､そのJP,式をPx･け恥 ､だ国家のMF.Wであった｡仙本人嫉.･t･.の歌で

は､榊 ‖ま‖lと川の対比によってとらえられ､ ｢T.'.tきilrLIJl｣(36)という

&18日こみられるように､一輔 Jkとしての川に州まれた1.I..らかなN'の胤 rr

としてうたわれている｡ この ｢シマ｣としての打野を蝕めるのは､Mlと

しての人■;iである｡人-..i-は､村 ､AI_ての ｢うた｣や旧比の歌のように､.L･

ffを7;[処(みやこ)の地として逮k'し､MiLをするのである(38)｡ しか し､

木入府E3とい う仙人であるOこれは､人･;tか､逆数的なAl/.･古称の地位に

立ち･'rCIiL=人を超越 した/TIJEとtEl-ったことによる｡IJ.)川 のl.･ulこは切断奴

が入り､人■ii-朴は･けRの対毅とIj:った｡そこで､歌人が ｢うた｣や帥

占:.(7の形式に従い人●;i. aI'の眺めを｢lらうたうことで､粘伸仙 な似 .,･に;(_

つrfJI=としてのJi'Li-神をi汁は するというJB式の歌かノl･.まれたのである｡

このような'k.fif軟は必然的に､Jfl;I.-NJによってはいだされた l二地の

すぼらしさをうたう)BにfJ:る｡なぜなら､I.lLfLE歌のJEiEtjである)t･.,7J休の

｢うた｣は､‖帥rJ身についてとInlllfに選ばれた 卜地について もかたる

ものであ り､机神への誠BとIlL柚がiiL､だした上地への.相月は 一体だっ

たか らである｡ ここにおいて､人ii 帥を視漁の対教とするとともに､

人●･-!･-神によって妃いだされた 卜地をも視線の対梁とするよう/i.･､新た

な手火線かJB成された｡それは､4'b･J本人Jifl･･･.の創始 した ｢比れど飽かぬ｣

(錬 り適 し比て も飽きない)という表jRL二郎 1ているように､JM 肘 付な
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｢かのはじめの咋｣のただ -JA=の鵬 からの解放である｡人Lkt.=ま､神

のものであったu･･･繕｢一分に･]Jき寄せることで､jt-lnl- 悠川的な旭

から軽脱 した個別的な- 杏- ､れたのである｡この鵬 は､旅の途

中で舶 する神のjhLl･Tll=対 しても仙 ナられた｡jt･.･･1体の糾 ま､移動する

捌 ことって人知の/i/l･であり､旅の･約 のためにはその柵をなだめる必

鮒 あったdそのため､ f･.也- の ｢うた｣をふまえ､神の巡ifL川 ,Jl

の旅を-.TL:ね介わせて､州かilい1=･LたようにrJ分もJ:い 川 を山 ､れ

たと言うことによ｡その神を･nめる- 軟がうたわれたのである2N,｡

仙 人府･'lJ･Iこよって､- 体の ←うた｣は､･細 文一･Pとして･Jt成され

た｡ しかし､その･rFT廷t&礼歌の- は､人脈 i以降たちまち火われた

(LLIJIJ,1979)｡入府F･)の- は､1jii川に)EJL-された榊の脱線と個別的な

歌人の棚 のll･fu的なものであ｡､- のf柑 イヒとも占うべき変化にお

ける朋 的なものだったので3)る｡- 的な- 文化の剛 ELこともない

･層個別化-世糾 ヒした棚 は､棚 体の帥の場所ととも(=､その朋

に拡がるN llJと朴の- 的なjLLJ9-Tをも対染化 した｡佃別lr)な鵬 で神の

助 9-rJP馴 枇 助帖 - というこのような悠IREか､,7uj･川 をノl:.みだ し

た｡AI-初の叙… 人とされる高llJ-･..tJr人(たけちのくろひと)や､叙)A;t歌を

'JA誠 させたとされる両- 人(やまペのあかひと)の歌にうたわれている

のは､Mlの抑 (仰､Hl)や､- 的な- (机 か である｡また､ rid

れば ･･･見ゆ｣という I二地iWめの形式も 一触 こ残っている｡ しかしそ

こには･ ｢比わたせば｣や rうち･.JiでてiLれは｣という細 にも′J三され

るように､眼の- 如 く｡がある｡歌を滋む人は､その止が｡の中に岬

や､船や･細 さ助や､梅指や､･I;H･や､棚 や､松のイJ-ジを庶推

して･ ･k･q"約 を作る｡そのような- こそ瓜初のJiu,は のである｡

J虫IhLIi､･･･rr･Ll-歌人による神の切ig-rや- 仙な場所への他州 な仙 こよっ
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て､次々とiiいだされていった｡それは 71-牡 -̂カ､;)8枇krこかけての

ことである｡歌にうたわれた4"(のイ- ジは､71-度tk-Y)という文rtを

血 じて'F'fifを中心にJt･JL'されていった｡ このJ:うな即 日ま､1,:恥 ;i･への

遷柵(7】0咋)以降､このVrしい柵の郊外でも比いだされた｡ しか t)それ

は､退教的/d''絹 地のもとで川手との煮.W ･っきを強めていった｡

3)郊外の触IJ

r続 日本如｣に収められたノ川 人･注による.F城ぷ(退席の.,YE(70抑 )に

は､,F'･城の地について､P【鳩 すなわ ちIl絹 ､rlJ,bL､ 玄武､架絹がそれぞ

れふさわ しい地券と机 とし･まわりを ･lIJJに州まれているのでよいとい

う･'il越かある29｡川神と地勢を机 t:させるという考えJJ-は中川に世穀

を もつものでは/d･いようであるが(T-=･J990)､}iJt:JJ･1･･Lの川神を削 妃

するのは道故的な･j{･rfJ･軌 こ此づ くものである○ =.JJJも､iB一教的な三81HJJ

に対応するものと考えられている(企{･･l983)○このように､ig数的な

11nl胤 に)iづいて･新 しい都の〟.1川の地勢が･.C･･:識 された｡その折架､Ml

の朗 tと… のJj:非的な馴 -rかmrたに比いだされた.その代&-め(瀕日野

である｡イ川 掛 ま､中城JJ-1'の射 こあるJFltの山の掛 こ山 tる即である｡

伽 のLhのrI.心には､ rJllのひとつとJ5-えられている御別 かある｡ し

か もこの釦BLLIEi･席nの神祭偏と■fばれるMIの域qrだった｡ したがっ

てその鹿の作目王tは､沖の領域 と加の雌非約 ･両並的な鶴qrとなり､そ

こでは神へのはたらきかけが行われた･OoまたJFllZflま､神-｢雌 と

人rluの蟻沖的な朝城として･季節を感 じる4Wrでt'あった(ll,-MMF.J993)｡

そこは柵の火(ia教における瀬のjJ･向)Jこあるため､とりわけJLtと結びつ

いていた｡イ叩 izfEまもともとhtR-･J府みなど兆Inl休による神･Jiの肋 rrであ

り､それらの行･Jfは7;TiL=.こも収 り入れ られていた｡ このような行･拝かノt
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とfiって､肘 lffはJL̀f人たちか季助を感 じるための里f逝びの鶴lgTTとなっ

ていったのである｡そこは ｢思ふとち｣化 い合 う仲川)か ｢心姓(の)ペ

む｣(心をのびのびさせよう)として宇目 所であったJ . このJ:うな&

卿 ま･御題JI仲 ruJ-r'1両を中心に止がる稚=RFlこ対 して､糾 f人か)EIl-す

るようになったイノージを′J;L,ている｡そのイメージこそ&･rlSfのJAl;tL

である｡机 は ､のびのびといった/ju州は ものと紙びついている｡そ

して!xLJJlは､季節とも1第くかかわっていたO席 =1･FはそのJW ,のよ.klに

も′J三されるように/Pと蝕 く結びついていたれ rJJ一姫1Ju においてはJF･

‖ぎfの軟(JT一姫 ･咋雨)をうたった歌 もみ られるo A,l畔は -il:･引x:切る 1二

で､&-と秋が強 くg:威されていた 12｡これ らの季馴 ま､われわれのIxt

分に -̂きな影背をl=lえる｡その!̂t//1が､･Nの ｢心延べむ｣(J882)や､秋

の ｢心いぶせみ(心がうっJJIL,て)｣(1568)という,i-いJ1-で如 Lされるよ

うになった｡つまり､イノーi,としての岨糾 こおいて､/Ii分や感Tl,Jlの表

･LHか止られるようL=なったのである｡

このJ:うに､7牡虹&:にjt-fF.l体を雌れた佃別化された祉掛 こよって允

比された瓜よは ､8LLr虹には手跡と九七びついた○それはいわば､川手に

よるJtLl;i-の分湖である｡それをbt映 して､rノi贋11｣ の怨八では､Jは

秋冬lこよって歌か分野は れるようになった.李馴 ま､人I'ruのさまざまな

棚 を もたらし･また特淀の"分や感lI了をいやおうなく喚起する｡JAlit

と細 ､人丸 Lxi/Jlとのこのような絵びつきは､次第に歌に対 して 一･ji･

の判を別 け ることになった｡ これはすなわち郎 tの近B/Lである｡淀

僧化されたイメージとしての郎 ほ もとに･歌､絵乱 射 功なとが作ら

れ､逆にそれ らがイノージとしての姐j.･tLを支えるという4桝Jlかできつつ

あったのである｡
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3 岨Iiのif羽化

り 和歌

推日掛 二代よされる柵の郊外の他姓は･歌の中でJW Jや鮒 とLii-びつ

いた｡とりわけ､ ｢かな｣によって鳩flljの=山な&別がHJ鰍 こなると､

風災はそのLltIJは RBLするための)I- (I)なイノージとなったOそれはつ

ま｡､僻にはまったイ- ジとしての岨i;帆 1.I;Tif=社会の中でJi:JJ-され

るようになっ1=ことを滋味 している｡凪j;tLま- 化されたのである｡

｢かな｣は17･.Jk時代の加齢 二は成 lLLしてお り､それが和歌(如歌)の発

滋をもたらして､10恨 初pAには馴 Jの助朋 )歌1Liである rJIJ･tjll歌11iJ

乍 二f･巻カ('1-6成 したく905if=･J=撰進の勅命)｡rll'･今和歌堆Jの部立ての

IJ一心は朋 の部と･Ja:tの部であり､四季の冊は rノJ一腰別 の ｢雄歌｣(公

的な場で披試 されたさまざまな歌)にほぼ附 け るものである｡｢雑歌｣

から ｢V岬 の部Jへの変化は､歌と季C1J.との事たびつきがより強 く改威さ

れるJ:うになったことを′J吋 ｡.和 そうたうことで､岨1.tの鯛 的な安

a(上と物)をl;糊 にI'l/J}の r･uiい｣がうたわれたのである.

r古今j"歌1JSJの川季の邦ではLFと秋の歌か大部分をlliめている- 0

これは rノI蛸 J以来の伝紋である｡また､Vq李の歌でうたわれている

朋 Jrも rJ)J腰刺 でうたわれたiT･所がll:鮒 に多い (暮lliBl. )991)｡つま

り平安 京のiElliuよりも､- it.･平城};I;の郊外にあたるBflJJのJ)-がはる

かに歌に歳まれているのである｡その代如 {､Rの歌ではJF日であ り､

秋の歌では馳Mだった｡伽 は- 盆地の瓜 龍Mは州 こあ｡､〟位的

にも&-と秋に机 i:Lていた｡r/{乍和歌雄Jでうたわれたこのような磯

qrは ｢歌枕 Jである｡歌枕 とは､遡上において歌に詠まれたことを根拠

として･秋の雌〟 となる糾 ･Tである｡その多くは､ rノJ-iuJSJでうたわ

れた峻所かrlI･今和歌岱｣の歌に･詠まれることで附 されていった｡ニ
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れは､rJ)'典別 によって′11･iれた姐1;tが､走即 ヒされて中州 代の･ht

朕にPx･け軸力iれたことを滋味するOそのイメージとしての鵬 を喚起す

る地新が､歌枕だったのである｡

歌枕は､歌を瀬む I･-で ･HJのイ- ジを喚起するo したがって､歌u.

は ｢見る｣というよりは ｢JLiしふ｣ための朋 子であるor'l'･今和歌1Ju に

は､イト ジとしての凪･･*をふまえて､l･l/J}の r･uJlひ｣を述べる歌が多

いのである｡ただ しそのような ｢･uatひ｣とは他人的な 一三軌というJ:りは､

i'lRjほ という非川の小でjt-Jl･されていた叙 II･iftであった〇 ･脚 柵 II

JgjLこ明僻となる ｢物のあはれ｣の准u念とは､このような叙fI･Jiftをさして

いるdまた､イノージとしての姐舶 i)川 されていたことで､ rid;/.T｣

という技法が小指んに仙われたo｢兄 lH 川 ､たとえば鼻L瓜を純とLAる

ように･ある ｢もの｣をほかの ｢もの｣に比る技tL･であるo Lか し､叫

なる ｢もの｣だけではな く､掛 叫や- などをH然の旗色に舶 てて歌

を作るということも行われたbこのようなことか=r値であるためには､

別 当化された凪krILb{,lL=llされていなければならないoイノージとしての

岨L･tLこJlづいて､名所は- や- などにうつされ､それを朗 に rFLl.

ふ｣こころが歌われた｡rIll-JM J歌iJ:iJの歌にBm l的 ･枝lFj的な叙†柵

があるとrlわれるのは､このためなのである｡

2日Jf座t絵 ･彪岨 ･洲D-(_

kf唱化 された風脚 ま､併腹L絵や艇旭や洲掛 こよって仙 化 され､また

それらか必 こイメージとしての郎 i･%支えたQlgF胤絵 とは､hJ歌の鵬 ,

il)F-liLや陀 (.L=柵いた ｢やまと軌 であ り､f･所絵､V岬 絵､ノJ次掛 こ

わせで柵いたものであ｡､HIlJ純 とJk辺の地 が中心だった - ｡川手
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冶 ･Jj次絵は､外相 を作肋 こしたJiLll･ltbるf相 やノj々 の1川 を描いた

ものであり､lllBtの㍍色が 中心だった｡I)i-他殺は､和歌の旅鳩とともに

… 鮎jtlLAか ら岬え､rllT一今llI歌JJ:lJILL-;f後の1川 Alにれ く岬加 した

く両肌 1987)O このlJf:JA鮫が､- 歌と呼ばれる和歌iJl三み日日八 JOJLr

鵬 .帖 とするn数 fl1r･--I"Lこ櫨んに･詠まれた｡それは､絵の糊 を );.HB-

として詠まれた和歌であ｡､lEbinfo)･r･に也軌 B(し%L/かた)と呼ばれる

なってイノージとしてのJi.i,･絹 rF州 すの机 排他歌の?ほ しい瀬みノi

だったのである｡

歌は､朗 を地相に してもうたわれたO.･州 の上こi族やL･IL族の旋削 二は､

代 '̂Jylに如 したと考え られている r作彪別 によれば､朗 は､iW r

から ｢おもしろきところ｣だけを恥 のがよいとされていた｡ しか もそ

こには､｢岨fF-)'Jかなければならなか った(=川,,l967)arJiHF･JIJとい

うパー盛は･作彪家とRE･i･1れ 川依然の うちに 一定の目上かた｣を兆JJ-して

いたことを′Jミしているoその ←比かた｣のあらわれがイト ジとしての

I約 -であ｡､それをふまえることが rJALfI･iJかあるということだったの

である｡

れ,)-Ti,朋 をkE/J､したものか洲脈である｡洲折とは､もともと掛 こ突

きF'11した棚 のことであるO- せの際､その形をかたどった糾 こさま

ざまな)JiL物を飾 りつけたものか川怒され､それ- 折と呼ばれた｡それ

はノ･ち柵 にjR尖の名所をうつ したものであり､洲脈というtTl称は､紺

かJkをlF･･L､としていたことを:州 tしている｡I- こ洲脈は､剛 i･うつ

したものでもあったOなぜなら,川 の- には池か作られ､それはHljLこ

如 てられていたか らである｡池の小には､砂洲をモデルとしたLbが作
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られることもあった(FlFF･･】967)｡ このような庭園や洲派をRB帆 こして

ll･いに歌を作り､それが鑑･Lli.されるためには､歌人 と鑑･il･Nの札で 一k･

の ｢見かた｣か暗黙の締出となっていなければ/i-らない｡それはすなわ

ちイノージとしての姐よとの)LJiである｡

3)物納

柵郊外のイノージとしての郎 i-は､物ninhH-r卯の暗黙の1fjJととなってい

たoluJVJの軌 ir至である rlJf勢物r-iF･il(LI,-･別 ]･JyL)は､I-_人公のツ)が仙 Iに

行 く如 ､ら始まるoyjfまそこで､柑Jk-(か りぎぬ)のu-を切って､歌を .lF

き姉妹にiA･るという ｢みやび｣なふるまいをするO この.言n-は､成人 した

ばかりのり川iみやびな- をする域所 として､イ紺 がふさわ しいと考え

られていたことを示 している｡つまり rイ順 物刑 には､rJl'･jHTl歌1J5J

のtJq李の秋のように､イノージとしての1;･bR朗 桝 の姐3.tが受け祁かれ

ていたのである｡

されるようになるor抑氏物"=･iJ(lH一拙 初め)の鮒 は､､F-･&);tの小と

その郊外である｡ これは､巧岬の?;lif人の鳳巌の乍r7ufr･)な範劇の反映で

あるOその風巌とはすなわち､やまと掛 こ描かれるものだった｡r淑氏

物刺 においては､意を塊椎としてn然のhl旭 か紳価 されているのであ

る｡たとえば ｢)'i紫｣では｣ヒlllのLi-也を見て泌氏が ｢真之にいとよくも似

1=るかな ･･AJという感嘆のJ:･･を l･･げているCそれに対 してイ1りJま､

越川のHffやIhの巌也を見せてあげたい､iCrい所では捕脈のE列イ側 柑 (

｢ゆはびかなるJrr(ゆったりとした19-r)Jで掛 こ鵜哨 らしいなどと芥えて

いる｡ この言iB=を北えていた就.:氏が､火際に311胎に隠避 した際に絵を捕

くのである(｢凱 削 )o ｢,.i;̂･｣の/･=･I･I;のyJH=J:れば､ ｢あ りきた りの
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山のありさま｣などの ｢拙しみのあるやわ らかな形Ij:ど｣をうまく朋 L

した絵がす ぐれたやまと絵である(川 1961)｡ このような ｢やわ らか

な凪放｣が､1即時のイノーソとしての触]･=こなっていた｡ しか もそれは､

色彩の美しさをともなっていた｡ ｢側Eti｣のLtfこみられる適JA-のIRJのhV,

''jでは､人の雌軌 こよって与やなるiJI姫の色と､枯れ (,1=の也か対比 されて

いる｡ この ｢色のjさしいやわらかな似 ;*｣がやまと掛 こおいて‖仙 化 さ

れたのである｡秋の即や山IIlは､掛 こ抑 くと姐栄えのするものとされて

いた '5'｡ILILl'とは､京の)FgiZlの｣ヒ1.L､西lJl､嫉蛾､fr;∴ j棉 fJ:とであ

り/ L'lll.iのどILhkが別荘をirYlえていた馴 -rであるor就紙 物rT'･iJなどの物

納は､これ らのやまと絵に柿かれるような域Tgrを姉+,tとしていたのであ

る｡

このように物語 Eit非 と瑚'jlの助qrとやまと絵は､風杜というイメージ

の-llでJlIいに締接にyrぴついていた.そこには庭i盛も含まれる｡物流の

中では､BIG悦 もやまと絵を規範として肘 Fzされたのである｡r就!･氏物流｣

｢夕顔｣の雀では､fl典カく色づいてきた軟の庭がやまと絵のようにR;し

いという肘 )がみ られるo これは､イメージとしての胤1.tLカ叩 まと掛 こ

よってit'馴 ヒされていることをLY:昧 している○つまりやまと絵によBlさ

れるイノージとしての風hLLこ兆づいて､艇カ(眺められているのである｡

｢掛 こかきたるように｣R･しい矧 削 ま､物Ii･iHと非のII･で朋 悩 胸となる｡

それが､ ｢少女｣の選で柵かれる､肋氏によって作り J･.Il･られたPf鳩棚

としての六条院である｡

このような庫Hftと､文一1芦作Ifr'･や捌 けやGgE個といったよBiと､名qlとし

ての収tRの如 -rは､l･xJ6のような安淀 した三J,JIIQ進を偶成するようにな

る｡それは､朋ざされた村#)肘 掛 こおける ｢シマ｣のイノージ､ ｢う

た｣､榊の卯 Jrの=JlJf.W のように､柵の一g廷文化 とい う朗ざされたILr
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非の■I'でJBJ戊された剛 系だった｡
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Ⅳ 日本文化の)丘層的な ｢姐かた｣

胤 馴 ま､h川Tの誕肘 こともなって発見された.附 子を支えていたのは､

外米の体系的な道教の下郎観であり､その riLかた｣に)占づいて}泊 の

価(行幸)か行われたo行やは従来の一j三･Efl職における神の巡行に!fI:なるも

のだったo外来の ｢見かた｣と従来の ｢比かた｣がIrfIJ:り介 うことで､

付掛 けな,lt-M体の外部か らの祖掛 こより､州 何体の神謡をふまえて神の

機一所がうたわれた｡ この歌が､lけ州作のある文.[(班 -7･)(.,,-胤 1993)に

よって且-;dされることで､和光のnj;境についてのイメージがJi-く)i;IJさ

れるようになったのである｡

したがって､風加の先山は､二つの ｢出力､た｣の並合という軌 ･.･.か ら

PfT･解することかできる｡ -jfのin･故的な ｢見かた｣は､用川Tに/1-'される

ように胤 IHのnLL壕 との切断をもたらしたoそれはすなわち､)tI,TJ体の神

との切断でもあった｡他JJJの伝統的な ｢iiかた｣は､)Elim ･の神謡にみ

られるように､仙伸とのid!馴 ほ 細枠するものであった｡そこではJJih･

と帥の軌 9'rか一体 となっていた｡

このような ｢見かた｣は､いずれ も人rL"の身体的 ･心理的なJiui過椎

の小で身につ くものである｡なぜなら､本能の壊れた人目iHま(ゲーレン.

1970)､成長とともにILr非を綿駿することでは じめて環機 とのかかわ り

かたを那 lできるか らである｡そのような人E.r糊 く文化を作 り とげる以 J二､

EB雌をどう出るかということは､文化そのものの本･Ffともかかわって く

る｡
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1 心FJ!発達周雌と ｢見かた｣

･し､埋'-Plこよれば､人間の心PJ!発- 掛 ま､い くつかの朗 的な段階に

分けられるB宗教糊 の松本滋は､フロイ トのBP一諭 (フロイ ト J97は

ど)に盛づき､それにエ リクソ/(エ リクソン,I977/1980)やパーソン

ズの確論(パーソ/ズ･ベールズー柑70/I972)による修lEを施 して､人

IM 3城の段階を次の三つに削 !Lている｡

(I)坪 f一体性の状態

(2)･-e･J:･よの児逆による分舵の始まり

(3)父親の登坂

ftJもはlJ体的な城長にともなって､E･上親 との関係､それとの分離､

父カ1との槻係 という岬1-E=,川 を納験する｡そ してそれは桝 に､･2Hr(.脂

刷 上していく過椎でもある｡

LLi後 川 ぐらいまでの乳児はn他 -̂/j}化の- にある｡‖分とrI/JI以

外の剛 JM iく､世界のすべてが一休 となっているこの件r一休作の班

態は､付加(の役割をする&)Eこよってすべての欲馴 哨 たされることに

よって維持 され うる｡ しか しBl実には､増収の時に乳を飲ませてもらえ

ないといったフラス トレーションが摘みiE-な ｡､それによってが応なく

｢I分と自分以外の他者を区別するようになる｡ この時例に､空間的吃

｢ひろが｡｣ も児見される｡乳児は3カノ1境から∩分の11%眺め始めるo

そ して､FJJJlの手を発見 し1=4-5- 児は､14淵 のrr･の ものに手を伸

ば して触れようとする動作(リーチ ング)を行 うのである(佐々人 J987)0

他省および別 の苑見とともに現われて くる- とは､71･潤 を もった

ntであるolj他未分化の- が悲織以FaiTの段階だったのに対 して､ILJ

己と他瀬の分イヒはすなわち自己意細の- である｡+どもは意志か充適

し､比 を1-:張するようになるOこの段階は生後 1年 ぐらいか ら3咋 ぐ
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らいまでの閲であり､意志が免越 した Fどもは､l1分とは別の対象とし

て認識 したうえで､∫:土崩とかかわりあうようになる｡ド上潮は､ (-どもに

とってl:fF ･体感を}拝める願望の対染となるのである｡･空r.･B的には､そ

の ･体感とは､包み込まれることで糾られるものである｡それを求める

ということは､Ell己と分離 した空FlllJに包含されることへの,il:1.･･Jである｡

-JJ-この段階で､此花,A::行とともに･4irliJが l二と F:に分節される｡I-.とは､

立った隙の朗の方向であり､下とはhlのノi向である｡

′ヒ後3年 ぐらいから5咋 ぐらいまでのrEiHこ､父親れer一識されるように

lj:る｡それとともに､'4lr和の Lと トーが価値づけられる｡父親(の役割を

(T-ち盤がる//Z在として現われる｡つまり父加とは､母との鮒 妾なつなが

りを切Wrするものなのである｡切断を可能にするのは父親のノJ(倫)J)で

ある｡僻jJをもつ父は､命令や,tM-･をhhしてil:会的な規範を f･どもに′[;

す｡やがて Fどもは､このような命令や軌 卜をrl分の心のII.に畑 り入れ

て､円己を紳することができるようになるb･空間的には､父親の権力は

l二から及ぼされるものである. J-1とは従うべき規範がもたらされるJi向

であり､それは正の佃IAAをもつようになる｡

このように､幼児付目こおける人IEDの心理発超過踵では､親とのかかわ

りの中で二つのjfFんJtk(志向)が現われてくるOひとつが杜7 -休作への

ぷ向であり､もうひとつが父によって示される規範的秩序への忘向であ

る｡この 二つの志和 ま､畷掛 こ対する態度そのものでもあるO叱まれた

也後の乳児にとっては､付卜 体の状態こそが環境のすべてである｡そ

の状態を志向することは､LLE子一体的な環境を志向することにはかなら

ない｡また父性的な欣J声は､父 ･J=E･子の閲に切断線を入れるとともに

n3dqJ3tJにも切断線を入れるo父は子に対 して､子の身体にとって上という
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JJlhJから権威や横力を及- ｡それは､馴 - 二･日り川 され､価仏

づけられることなのである｡

したがって､環境の ←比かた｣は､JTLjfとの一･休作を.E向する 柑 か

た｣と､環櫨との- を忘向する ｢見かた→の二つの理念靴 rxIl]IJでき

る｡l紺 をIft作的な ｢見かた｣､後- 父性的な ｢鬼かた｣と呼ぶと､

榊 的な ｢見かた｣によ｡､- は包含補遺としてとらえられる.なぜ

なら､付卜 体とは､付なる環境に包細 れている4̂L!iiだからである｡

なぜなら､父による父- の柵 とは､州 を屯直に階州 ヒすることだ

からであるJ6'｡

2 L;川 的文化と父性的文化

BJfr対係の中で成 - る二つの ←見かた｣は､- - はすべての人

r柑 榔 するものと考えられる｡ しか し､文化L=よっては､その-JIが

強 くみられることかある｡文化とは､人rlut^fuo欄 係､人肌 H 慨 の

胤臥 入関と神のF淵係という三つの側係の- こはかならない｡その中

の瓜 も根底的な関係であるBl1-t淵係のありかたが､棚 ､t･胤 神との

.昭係に反復 されることで､l純 的文化 と父- 文化が- れると触 ら
れるD

)) lWr:的文化

埋鯛 としてのLiF仕的文化とは､^fE"l娼係の並木に何州 係かあ｡､

それを反映する位件的な ｢見かた一によって､lコ然や神が如 .たされる

文化であるoFFff畑係の茄視Li,朝川 - 含む家族や鵬 などの獅
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に山上系的な質素が払いことに&れる｡ 付系的な腰# とは､地位や肘&･が

laをidじて受け如かれることや､訪Aj妨あるいはLF(I:i)Ji灰化始などの

れがLP境の ｢見かた｣のJJI'･･)性と1J:る｡

Ltf性的な ｢見かた｣によるn然は､榊 的 なはたらきをもち､^rl.Jを

包み込んでいる｡このようなF･慨 の観念は､ ソクラテス以nTJ･の/T代キ リ

ンアのフユンス(physIS)W r･代 ｢仏 の ｢ムスヒ｣ という.j･射 こよれてい

る｡ 7ユ/スは､おのずとLf=-したもの 一般を.=･=昧 していた｡それは､み

ずからLlZまれ､舶 し､衰え､伽 ものであった｡また､そのようなJk

成や棚 のは[=らきそのものもフユ/スであった(榊 ,1995)｡ r仙 l

本の ｢ムスヒ｣という言瓜 も､黙ムスなどの ｢ムス｣と･,..iJJを糾 する

｢ヒ｣が結びついたものであ り(ノLEJl l992)､仙 戊のlJ;fPJiという-er湖 で

ある0 7ユシスあるいは ｢ムスヒ｣という言柴であ らわされるF･ĤLは､

それnlSに ｢タEとFM =･→のはたらきがあるとみなされている｡ この ｢比

かた｣のもとでは､人問と一･慨 や体がE洲的 なはたらさを)川 してお｡､

その意味で人f･'Uは即 的 なn躯の-･部である｡すなわち､人脈 川 然に

対 して一体感をもつ｡ これは､窄lEり的なイ}-ジにおいて､I:fなる日然

に包み込まれているということである｡

円然かもつ ｢死と剛 三｣のはたら幸は､朴のはたらきで もある｡^('･iJ

は､ ｢死と糾 ｣のはたらさを析肘 ヒさせるために､そのはたらさが只

現化されているものを対象に刺 しを行 う｡その対象汎神となる｡ひと

たびMlの観念か/Jiまれると､仙 川 然のはた らきの根拠 となる｡神のは

たらきのおかげで ←タEと仲LliJが行われるとされるのである｡ したがっ

て､上紙 utl･'･J的な rElかた｣において自然 と帥はiEなり合 う｡ここでの

朴は､… を包み込む- なのであるDFIW LIHJ文化fこおけるこのような
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宗教は､ ｢t-･1月fiとの ･体感を,k>める願望｣(エ リクソン.1974)を非泉と

する､触条件的包察作に盛づいた宗教であり､I;f作的宗教と呼ぶことか

できるく松本,1987)｡その神々は､)t･I司体の.湘和統合をはかる伸介瀬で

ある｡

2)父性肘文化

Bl-1念型としての父性的な文化とは､人rll111娼係の延本に父 日月日系かあり､

それを反映する父件的な ｢見かた｣によって､自然や神が比いだされる

文化であるb父+関係の=正視は､親 7-r娼係を含む家族や親族などの雄和

に父系的な要鵜が強いことによれる｡父系的な要諦;･とは､地位や財産が

父を油 じて受け継がれることや､犬(父)力J.･川湖 などのJd･仕様J〔であるo

父刊 史日系の軌さは､規範的な秩序への.L.Lir''･Jを強化 し､それかj=3境の ｢比

かた｣のJJ一向牲 となるO

父附 fJlj:｢見かた｣は､付なるrl雛と人IEiH=のr馴 こ切断線を入れ､父

ギ リシアのプラ トンにみることかできる｡プラ トンによって､Fl然は人

I;りの制作行鵜の対象とされ､ILl然はりiなる触鳩 的な材flとなった(̂一m,

Ⅰ995)｡小 目(J995)は､この考えノJ'に､柚を地 卜の世界か ら完Jtに切り

株 し､その神がILr界を創造 したとする父性的なユダヤ巴憩か影替 してい

るnT能作があることを指摘 している｡ユyヤ教の思想はキ リス ト教に受

朋にキ リス ト教の救掛 こ収 り入れ られたdその結果､中ELrキ リス ト故の

Iit非観において､父なる神､人FJLu､Fl然の仙 二階Jだi的な秩序がJJちiJEて

られることにIj:った｡それによれば､臼然 も人F.qt,刈りこよって創出 され

たのであり､神は人F'糊と自然から完食に超越 している0人榊は神のため
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に仔/fL､rI然は人ruJのために(liJfする.中r占Jの人側は､好けtによって

沖を知 り､雅件によって仁J然を知るのである(tJl丸 1971)｡この ｢兇か

た｣は､ititt:西欧の什 ､芦を支えた ｢I-一触一各軸｣の -_I-L論にJif峡されて

いる｡朴の地位は揺 らいだものの､人rlUとn然の間Lか明確に切断 されて

いたのである｡

n然を人F川の単なる棟作対象と見な したり､人口j=ことって 正味のない

ものと兄なすのは､人F.'lJを小心とする-4-えJJ-である｡それは人FHJを価仰

的に L､rl然を トーにlr挫くことである○この粁l出lr･Jな秩序の仙拠 とfj:って

いるのか､父作的な乍応神である｡父なる雫,(,T榊 は､父 仁関係の延長 卜

に､父の権威の究極的な根拠 としてiLいだされる｡ この父なる神 と人I.lu

とのr馴糸が､人側と自然 とのl別系に反復 されているのである｡ したがっ

て､神 ･人ru･Iil然の鵬係は､･14FE'l】的fj:イメージにおいて､帥をn:i･.Liと

する廃山的な階屑捕逝で&すことができる｡枚作のLr･心 としての父なる

神MliL･L･:であり､人は=まその下にイ畑 し､Fl然は滋 も Fの屑を..了めるの

である｡父なる神が もたらす飲料 ま､攻略として人剛 こ被 り込 まれる｡

父性的文化におけるこのような宗射 ま､ ｢父件的なる教削 り山心の,!了｣

との和解を求める願望(エリク ソ ノ,J974)を折方tとする､集作的規範牡

に)占づいた宗教であ り､父作的託教 と呼ぶことができる(松本,】987)｡

その神々は､強力な権威や俄)Jをもった超越省である｡

3)某数の発超過雌からみた文化

PJ捻 咽としての梓性的文化 ･父件的文化という概念の遜盤には､人T･LP

の心j稚'見越適作がある. したがって､ /どもか成長にともなってl:-I親 と

のr淵係･父親 との関係というJJUiFこ世非を経験するように､IIF性的文化か

ら父件rrJ文化への苑漣を想n･することができる｡そのような文化の発選
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過絹を考えるてかかりとなるのか､ベラーによる宗教允過の図式である

(Bel1ah.1964)｡ベラーは､飢餓の分化の腔合いと粒雑さの絹li･によっ

て､宗教の発iBをTL段階に分けている｡それは､JP.始宗教､.I,一代1;;救､

IfB史的宗教､初籾jEr代宗教､近代宗教である｡ このうち､近代以ri;J･の越

l田的な文化と関係 しているのは､娘心Jの･=_段階である.

原始宗教は､)e分化を鹿本的な特徴としている｡つまり､そこでは､

Mrと人rELJ､rI己とIL川 ､現実世非とhI･.;相川と非などの分化が明解ではな

く､すべてのものが-･体とな-･'ている｡次の.J.~代宗教でも､朴と人fijlの

分化や､然TfJ的機能の分化はみられるが､l!川 はまだひとつのコスモス

の■llに包含されている.I)lf始宗教と.'T代講敬の段肺は､他人の心月旦発通

過料 こおけるJ･-iF一体作の状態に対応するものであり､松本(1987)はこ

れに朋 krrJ宗教を対IJL;させている｡それに対 して､歴史的宗教では､神

は超越者となり､Bi突世相の{テ定としての超越的ELl非がI,i･仰されるよう

Iこなる｡このよう/i段階は､他人の心JFL皇発遥過掛 こおける父親の登城lこ

対応するものであり､松Jb:([987)によれば父作的宗教と.iうことができ

る｡その判L判が､ユダヤ教 ･キリス ト教 ･イスラム教である｡

しか し､ベラーの原始 ･-1T代宗教の段階に対応する宗教においても､

父作的な繋瀬が強い助命がありうる｡ プロベこ.IJス(Froben.us.1933)

は､,h迫文化の特徴的な宗教であるマ二ズム(死名崇拝)において人fHJt

環境との一体件を志I･7)するILr舛観がみられるのに対 して､趨｣ヒ文化の特

徴的な宗教であるシャマ二ズムでは人rEuとL;i;境の二ノ己論がみられると述

べている(人肌 J99])｡後省の世辞削 こは､yJ断という父作的な機能が

はたらいている｡逆に､雌史的宗教においても､中也の退教のように符

附 r･Jなガ滋の強いものがあり､父作的な宗教にも密偵や輿端とされた神

秘t三並などによって即 的 な仙 師が/Eき続けている(松人 】987)Oすfj:
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わち､JJ1-.的 ･#代宗教からI.e史的',宗教へという先述過fli.は､けfL_約二;;故

から父件rr･)※救へというIii線的な進化を.LY:昧するものではない これは､

;;三叔を計めた文化や仏においても､itl鎖 的な発if過程を愁.jt:することは

できないということである｡ 'l'-くか ら杜作的な安.館が強 く､惟山的な段

断で もそれが触指される文化もあれば､tLt扶的に父作的な安瀬の強い文

化もありうるのである｡

3 ll.-日:日本文化のけ作的要点

文化を抑 戎する人F''Uと人絹､人ln1とrI燃､人川と神のlAJ係のうち､rl

燃や朴の観念は､人Fl'iH=人FJ'''Jの朋係および人糊とJILL鳩のF朋日系の中か ら成

:Lするものである｡そこで､IIJ'代 日本文化をこの 二つの仙巾か らみると､

その)占k'‖こは強いL即 と的斐滋がみ られる｡人rMと人側のrW係において､

それは'#族 ･組版f沸ifi･や社会梢進にJuれている｡また人rnJとFP境のl朋日系

では､I.l作的斐J言は乍糾観にBLれている｡

))税族捕遊

ll.lul本の親族梢道や､その戊峡である政統体制には､付,系rfJな要R

が強 くみ られる｡ 古墳から川l-_した人骨をもとに親族欄道を明 らかにし

ている日日F'良之によれば､占Jが 宇代のBR非のJJ'法は 5LLr恕後 '仁に大きく

変化 した(川中.1995)｡それ以前は､r'llじ血軌を川 ､た姉弟や兄妹など

の ｢キ ヨ.'Jクイ｣が ･緒に埋非されたのに対 し､それ以降はr)汁Eの家長

とその (･どt)たち､のちには家長J三如と f-どもたちか埋推されるように

JJLtつたのである｡M,I'(L995)はこの安化を､双糸の親族梢進から父,系正

純の糾飯蛸Ri.への移行によって説りJしている｡
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双糸とはL:上糸と父系をともに別 姓する触鉄柵進であり､首止('jRJ丘)は

舛 -̂あるいは他の組み合わせのキョ･JJダイによる)引,可統治(錘常)か､ 一

人の助命にはリ3女いずれでもありうる｡r三Ld史｣の ｢&.lf火炎伝 修人

条 ｣によれば､2批妃後半から3世紀がJJやにかけて榔鵜台凹に卑弥呼と

いう女1かいた｡卑弥呼は､弟に政治を肋けさせた｡またF'i]8柑 Jの拘奴

同はyH三か扶tfntしていた｡卑弥呼の次にはrJ上が立ち､その後に再び女

1=.がItlた｡このように､女1三､-5F3女北岡統治､r)lI:.がかuたしてみられ

たことは､J1時の収系の親族構造のJji映であると考えられる｡それが､

5ILr紀後半の口本列氏内外の軍事的緊張を伸せに朔作･JJ心のA.l王隊kl雑が

Ir!'祝され､またおそらく､中国上朝から父系で ･系累代を盛本とする親

族イデオロ羊-が導入されることで､氾のみに打良(家長)が縦)兵される

父系へと傾いたのである(Llr中.1995)｡

ただし519:虹後半以降でも､家長とともに也非されている Fどもたち

はキ コウダイであり､女 (-が排除されていない｡すfj:わち､非家長にお

いては収系r即 日翁が械Ff-していたのでありくIIr小一1995)､これは親族梢

jii.の)lJdが双糸的なものだったことをボ している｡紬令制什会において

も､避r･を退ぷ助介に弟と川等以 Lの親類を同じように扱 うことがあっ

たように､父系による世代Bはそれほど利 uされていなかった｡また､

糸良時代から平卿 fi代初期の家族では､人と座はあいjriぶ地I､ll.にあって､

iLこいに協hL,ながら財産を運用しており､財産分与もツj女Fで､I,-一等だっ

た(川端,1993)｡さらに婚姻形態 も､ r万感iLijL=はaJJ'&鵬がみられ､

ヰ,女･時代は蛸北による垂方灰化姉が小心であって､お もに垂JJ-一族の主

都 こよって舶舶が行われていた"J｡7-8世紀にあいついで犬一連に女

帝かみられたことも'8㌧ 当時の将兵的な要点の強さを居妹するものと

考えられる｡
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2)'jf'軒観

桝 的 な要点を重視する劫 Jl欄 係は､環境に対するL州 的な rBAかた｣

の)占盤である｡付作的fJ:｢見かた｣において､環境はすべてをJdn･する

コスモス(宇Tfl')であり､そのコスモスにn然も朴も包み込まれている｡

洲 三的1dL｢見かた｣としての 州̀ 掛 ま､少な くとも礼文咋代にまでさか

のぼることができる｡純文時代には処務 .化Jzz;-･劇 也･然把掛 こFrjのモ

チーフが ･11してみ られた川 ｡ しかも､環状1J絹 の小火にJ=状のi.u也

がみられるように､円はJtいに包合l別系にあった｡

ILJとは､われわれの槻･iXII川 の広がりそのものであるoわれわjlは/A

-1純 人地をつねに如 -Lしなから肘 汚しているo何もないじ村政的な峻所で

は､このような/k平な大地は､他11･lWやノklF,奴までJLがっているOわれ

われの用Wlに広がるこの地ヰ鰍 ま､掘削 蛸 をつねに包み込んでいるIJJ

である｡たとえ祉貨がさまざまなもので遜られていても､われわれを放

りE!HむIIJとしての地平掛 ま､肘 掛 ことって暗黙の前掛 こなっている(辛

ブ ソ ノ,1985)｡

したがって字'ri,'のイメージとしての1｣‖ま､,Jだ17SH=おいてn雛のすべて

を包み込むものであった｡ しかも-りは､剛 Jにおいてか 地 ･人の=_併

城に)l:-加する ｢死と再Lll｣の円L;でもあった〇円はすべてを包含 し､そ

の中でLl･命ノJが史新されるという;e･-湖 で､まさに特性的なものである｡

このようなrTlの入れ7-摘遇の小に包解されることで､純文人は別 ､感を

糾ることができたのである｡すべてを/d含しているni:いうコスモスの

中では･あらゆるものか 一体化 しているoそのため､跳文岬代には′l三省

と死Nの織機が未分化であった(A-煤.柑79)oつまり､規制 Lt界と榔 方

馴 川 か分化されていなかっ1=のであるoコスモスのすべてが一体イヒし

ているこの段階は､ペラーのllr:一教権適のl司式における原始渋故に対応す
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る(BeJlah.)964)｡

それに対 して､弥JJi時代には 一̂陣か ら父作的な ｢見かた｣かもたらさ

れた｡それ机 一̂他を ｢Jy｣のイ/-ジでとらえる ｢LLかた｣である｡

方という形態か らは､JlqU紬 ､ら錦城を切断する父作的なLR雌が読み破れ

るo JJは､それまでのすべてを包含する日のコスモスにり)断線を入れた

のであるoノ,-膨Jl'11梢掛 こみられるように､ j/によって′l--.jfの餌城 と牝音

の傾城は分化された… ｡ しか し､父椎的な ｢方｣のイメージの膨響に

もかかわ らず､弥Lt時代から八一墳時代にかけての1租 鰍 ま､北本的に仲

仕的な ものだった｡それが ｢シ-!｣の･if-ul軌である｡｢シマ｣とはまわ

りを亨T打水としての犬 ･掛 二川まれた大地である｡つまりイノーシにお

いて､暮t畑 は手付′kに包含されているのであり､それは1-F作的な空糊の

包含構造その ものである｡ このL:上性的な ｢シマ｣のイノ-ジが､ rjl･｣

の大地 というイノージをも包み込んだのである.母作的1..･･細 .･軌は､仁王

作的な宗教他念を含意 している｡弥Jk岬代のM,(ま米訪神であり､ IJ,一切時

代には地 1--に 柚のqWr的 且いだされるようになった机 いずれにせよ神

の領域は ｢ノマ｣のイノージで表されるコスモスに包含されていた｡ し

たがって弥卿 手代から･'･脚 手代にかけての宗教は､ベラーの図式の,rl代

宗教(RC‖れ 1964)､すなわち松本(1987)のt;lf的 宗教に机 と:するので

ある｡

4 ｢見かた｣の 二前f持去と風景

L]k'代日本の文化は､鹿本的に即 的 なものだったOそれは､弥′川 代

以降に大幡か ら父性的な文化がもたらされても､基層において受け継那

れた｡ しか し､■lTJa岬代に入ると､ lf本列砧での強 ノJな政治体制の確立
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と､IEJtLl･増 した渡来人による大陸文化の流人によって､文化に父性的な変

Rが強まった｡このような過掛 ま､環雌の riJ.かた｣に二IEl作をもたら

した｡すなわち､基層としてのけ作的な ｢見かた｣と成文化起孤の父作

的な ｢見かた｣が､重なり合 うことになった｡その ｢見かた｣によって

眺められた環境か､最初の風教となったのである｡

｢見かた｣のJl刺 弟進が成､'Fしたのは､外来の父作的な文化体系を支

えていたのか過激恐愁だったためである｡退教の蜘 盲神は､｣ヒ極力!.の神

格化である天虫大帝(略 して人1.Li(てんこう))であり(ji.I,衣.)987)､それ

は天糾 二親紺をもたらす父附 わな存/iCである｡いっぱう逆数には､∫_上作

原LTRもみられる｡牝満の三,Ti魂が帥日日ここもって(包含されて)神仙として

脈るという観念は､それを示 している.この脚 的 なJnRI'滋としての帥fIJl

･ulh がEIJb:においてJLく受押され… ､それとともに父附 rJなAL滋とし

ての人l:L-人件という観念と馴 fかもたらされた｡つまり､1iJ朗の桝 的

文化と道教の父性的な安浦が､退故のI-上位的輩Rを介 してほ合 したので

ある｡

天与î-･･S･､略 して大出(てんこう)は､もともとtJf･ljlの崩.馴 暮'であり､

唯一絶対のfl--在であって､絹教の戚馴 I.である東天L,,Wと同一ijlされて

いたく福永,1987)｡その観念は7世紀にはn本に渡米 していたと考えら

れるOそれまで人 Ji(おはきみ)と呼ばれていた大和は家の支配&･は､少

なくとも7LLr妃初軌 二は天iiとよ記され始めていた42㌧ これは､人 l:.

が大仁と(てんこう)すなわち柵とみなされるようになったことを辞妹 して

いるo Lか LHjb:の)f豊は､大畠という称号与川い/i:からも､父性的な

収r'･JrMHこはrなりえなかった｡大虫は､太陽神であり人生のLlL神でもある

女神7マテラスの値系の子孫としてそのL(xにつ くのであり､そこにはト上

なるアマテラスの完(ヒ)-Uが ｢死とFff叱｣を錘て受け継がれるという
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桝 的 な… かみられるのである｡大J;まくてんこう)が父作(fJな断桝梢遇

のJR,.'･(%占めるように､アマテラスはn- 米の舶 神である｡ しかし､

その父作的な梢道には､Fiff的 な卵 が並なっているのである｡

iaL救州 とともにもたらされた附 も父件的なものである｡ 一般的に､

人相の人附 ヒとしての神女や女l=-が支配 していた馴 Fir･会は､家柄の飼

-Lfや､冶金術の発連とそれにともなう武～gor;村発によって馴 洲 ･,瑚す

るとともに､ は る父によって… の支配権を伴われたとされる日 ,｡

つまり､棚 三的なRS付に対 して､馴 =ま父件的なlJlfPJ!を.･[榔 ヒしたもの

なのであるolli代日本では､父附rJldL州 の都城のプランに)占づき､本

格的な剛 J-として藤IrJtht,lIi城瓜 平･Gj･･tが遊,･t;.tされた｡鮒によって､

^FEiJの俄城とH然-神の領域とのfFrijEこ切断線が入れられた｡ しかし､u

本の柵において父牲即 世は徹底 したものにはならなかったC… の都城

か､卜をつき前ねる版築T法によってrFられた従城でV_qJJ-を州まれてい

たのに対 し､II本の都には､周鮒から称をgJ斬するべき卿 把(N_城)が､

rj;'Ll的に作/I;していなかったのである(千J11.1990)a

lr三宅iB薬においても､小川の ｢lJq介院｣あるいは rVlq介以｣と呼ばれ

る伝統的な化宅と平糾 代の掠殿滋はkl･l!(!的である｡棚 は､中庭を･tr

心として的棟のiB物をロの棚 に促 したものであり､iE物は回廊で結ば

れることが多い｡それに対 して後省は- 的に･南の鯛 に1･･.Jb､って =_

快の組物かコの7利こljHいているものである(JH二II969)○ しかも､Ji-

い榊 はlJ楓 や搾 f-で区的られているだけであ｡､庭rEとiB物のl̂J部竿

TLりの分錐は唆妹である｡このような粒殿選のKELこ対する州放牧とは､都

の郊外に対する糊倣作とkllJ･柑 るものであるo公延にとって郊外の抑 ま､

Fl鎌 - 神の餌城との- であ｡､そこでは季節を感 じl&ることかできた｡

同じように艇は場外的な助 rrであり､rノ)一典別 には庭で季節の変化を
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感 じる歌が多い(■l;描.1994)｡それは､艇かIIJ然二沖の禎城につながっ

ていたことを慮味する｡つまり､Il一代日本の都では､軌 fiという父性的

な'4J:rLi目線虚 と､白3'f5-神との 一休感へのぷ向というは作的な安超がGltj:

り合 っているのである｡

rJ妹との一体化を忘向する仲仕的な ｢見かた｣だけでは､rl然は胤尿

として別れてこない｡環姥が風食 となるためには､人lhtJとIl然とのl..fJに

り)断線が入らなければならないOそれをiTl能にするのか父作的な ｢iLか

た｣であり､環境に対する父fl_(fJな ｢iAかた｣を空IiiJ的にIl_Bl化 したも

のが掛 けである.自然は､机 IJr(･)な視線によって人側とg)り離され､対

染化 される｡ ところが韮IfTJ;のけ牲rr･Jな ｢見かた｣においては､rl然 -神

との一体感が}kAめられている｡風上i･の原!削ま､神 と ･体化 した人..主の特

価 的な札 F.了からのFl然の眺めであった.それ机 神 とy)斬 された宮廷歌

人の佃1別的な視線によって点現されることで風景となっていったが､Il

然に対するその視線そのものを支えていたのは∩躯 との越続作を一i-.向す

る即 的 な ｢見かた｣だったのである｡その ｢見かた｣に支え られた.･;

代の胤3,IHま､父性的な ｢兄かた｣によって発妃されたにもかかわらず､

やまと絵に,llされるように､やさしく､やわらかなt州 三的なものであっ

た｡

ー7t-



Ⅴ 文化とn難のl娼係

'Lr代uJ本の環境の riJ.かた｣は､必IFHこおいて1-1作的であった｡付作

的ということは､日本の文化全体の特徴とされている｡fr,J合(1976)は11

本の比企がE祁 l三的であると論 じ､松本(J987)はt｣本の文化を1川 三的:;て故

という軌 ･.'i.から考察 している｡ さらに日本において屯袖 されている嫌観

かl州 :的lj:ものであるという榊 府も､掛 )(1981)によってなされている｡

JEJ境の ｢比かた｣についての考鮒 ま､それを肺認することに1i:った｡ こ

のように､環境の ｢見かた｣に文化のゴム本的な特徴が現われるのは､文

化が州史的lj:空l粥=こ築かれるものではな く､何 らかの1-1体的な環脚 こお

いては じめて成 りIJJ:つ ものだか らである｡EB嘘をどう見るかということ

は､文化のありかたそのものとかかわっている｡

本flfに従 ってJLiきる動物は､そのJljkI墳 LLr非と一体 となった状態にある

(ユクスキュル,クリサー ト.1973)｡ ヒトも､文化が発上トする以FWには､

Jr境 と 一体だったと想定できる｡ しか し､おそらく文化の免Jllとともに､

人rZIJとE3雌のnLJに地袋が入った｡そのとき､文化(環健の ｢見かた｣)に

応 じて､人rLuにとっての日然が別れて くる. したがって､地理,-1=の滋車

要談猫である人rii卜 日射 的係の本筋肘 "Jのためには､環境の ｢Eiか1=｣

とそれによって別れるH然とのI判係を明 らかにしていかなければならな

い｡そこで､Ilと非各地の比族文化のJE本的な追いを相似 (･J文化と父作的

文化という観ノJ王か ら概観 し､そこから文化とrJ然のfRJ係をとらえなおす

ことを試みた.
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I IL作的文化と父件的文化の指襟

文化を､人間と人lE･りのl淵係､および- とJ=鳩の関係という-.っの伽

r紬 らとらえるな らば､月- としての榊 的文化 ･父作的文化とは､

この つのt馴系をそれぞれり frRJ係 ･父 川 休の- としてjn棚 できる

文化である｡ したがって､^r･･"と人r川の槻係における棚 三的 ･父性的陳

的 ､紺 第 ･に家族 ･劫B(-1紬 に&-れる｡また､人FEuと朋 のl甥係は､

帥の観念や･紬 軸力､ら読みj&ることができる｡

I)家族 ･Bl族捕遊

家族 ･親族梢進は､家射 こおける父付の榊対的な屯要件に従って､LF

系机 淑系臥 父系制の -･つに大別することができる｡ LIF,11制とは､腿

I的 /Ril傭(ノンパーシップ)や､地化や財産が符をidして受け継がれる

という棚 であ り､その多 くは付(-iE""･川 ､あるいは棚 オ ジjJ一郎

を作 う｡rlをjdしての- 糠の伝釦 =- 川 と呼ばれ､I捌 Jの,ll,Lt

的な棚 となる｡ ･爪 父- の中心的な梢- ､- のhRil蝕か父を

idして受け継がれるという父J射･finであ り､そのほとんどか父系鵬 指

作う｡ また､多 くが父(- ).･;･L仁である｡収系制では､成11糠や地†紳

肘加 ､父八一と11̂ ･のどちらか らで も､あるいはr.I,ijJb,ら如 如かれる｡

マ- ドyク(Nurdock･川8日の分析によると､糊 の56純 鉄のうち､

楓 川 を堀川の椀成- こしている- 川 である(削 &-).収多は､

父をjdして成ij椀が伝適 される父系… の223で､成jl億が父I畑 どち

らか らでも伝iBされうる鵬 鵬 は-99･約 g)どちらかが選択されて

受け如かれる遡系.,u- 26･父的 両加 ､ら受け如かれる亜系M か22

となっているo地域ごとにみるならば､父系の比率がか 地域はサハラ

以南のアフ リカ(667%)と火ユーラシア- (7T6%)であ り､朗 の比
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率が高いのは此アメリカ(6】390)と南7メリカ(679,0)である.LtR地･(I

掛 ま父系(508%)と双糸(446%)がはばIF'iしてあり､L占俳人､I7･汗では父

系(287%)とLl系(238%)がはば同数で､双,lJT;(198%)がそれに次いで

いる｡

.:f系JJEHtlの数は､此アメリカ(26)､人ム峡太､I':tf･(24)､アフリカ(17)で

多い｡付系社会の分/11は､ylJ藤(1989)によると第 7ltAのようになってお

り､サハラ以南のアフリカ､Ill'ィンドか ら火面アジアを経てオセアニア

に至る地域､佃此アj リカの 三つの地域にみられるDその/I-_男形態は､

アフリカやオセアニアでは雌戚El俳は､アメリカではけ邪i採雅代､イ/

ドや火桶アジアでは叔物戚J.1比が多 く､牧腐比はサ-ラに1[=む トゥアレ

グ族を例外 としてほとんど仔イl;しない｡それに対 して､父系川FIJ､父ノJ

JILilJi､父方仙続か らIi:るiFLl型的な父系制什会は､アフリカと火ユーラノ

アに1LilI'して(FJfL､中でも､ア フ リカのサ-ラ周舷部､環地中海の ･

部である中退娘､中Jjtアジア､｣ヒアジアに広がる牧高氏は､そのほとん

どが父系的なjl会をもつ｡

2)iiI':hJ+ll

人riりと環鳩のF胸係を示す指標のひとつが､父性的な,;川'(ji.I,I.I,-Ml)の他

念である｡ ∫ELS神川tghCods)とは､すべての実在物を創造 し､そ して/

あるいは､その究極的な文一厄瀦であると(.ぎじられている:il的な作/Fとし

て定ぶされる｡ この定益には､その叫卜 の行動が他の析出をつ くりだす

ことであり､梢SEfEがFL然の世卯を創造 したり支付するという似合 も含ま

れる(NL･rdock. 1967)｡r･:77W i一般的に､天空の創造神であ り､升作で

ある｡ただ し､すべての創造kか(.aT神というわけではtj:く､また人･tfの

'{.firfJ/(A/i三がrl.hA帥であるとは限らない｡
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父作的な人望の馴 lは､-紬 ･o)-irfl由的な耶屑のulJ.L,:Lこ†立ELFlするOこれ

は､事柄が父牡的な ｢如 ､た一によってとらえられていることを意味す

るo高糾 こ対する信仰は､マ- ドy クによって次のように分有ほ れてい

る(Nurduck,1967)｡

A .1"I,Mlは仔/Fするが､暇であるか､人Fuの叫に肌 ､をもた机 ､n

B 鹿神は作イEL､人f･ruの小t=かかわるか､人lTLlJの適地に対 してもlt極

的な支援は しない｡

C 酬 11紬イFL､活動的で､とりわけ人閲の遡紙を支援する｡

0 高神は作イELないか､宗教的なイrf仰についての搬かな記述におい

て報作されていない｡

JM I全能の(.･jJA伸が氏族の退場才略 制定 し､それを守るかどうかを濫祝

してお り､その福 神への礼作が宗教LET六の小心となっている協合､それ

はCのタイプにあてはまるO-jJ･t人間のfl瑞Lrz析カ､ら過 ぎか りすぎて

いるために礼j-(-の対称 とされな くなったものが､ Aのタイプの馴 lであ

る｡ このような高州 ま暇な神(チ.JJス ･オティオースス dcusoL10SuS)

と呼ばれる(ェ リアーチ･1974)｡Bの タイプはAとCのr川 であるが､

†･W rJの対染となっている点で､AよりもCの性格に近いと考えることが

できる｡

第8馴 こ示 した砧神の分爪をみると､サ-ラJ;楠 のアフリカと削ヒア

ノ リカにA(●)か多いことがわかるo B(▲)はデータの数が少ないもの

の､北ユニラシアにみ られるoCはユダヤ､キ リス ト､イスラム教の分

何とはぽ一致 しているため図示 しなかっ1=Oまた0(○)は､オセアニア

で目立つ｡

-77-





3)乍'Lil'創成帥話

人ltuとJ=糖のI別系を,Ttすもうひとつの指ばれ ･iく･,i.糾 戊神話(コスモ

コニー)である｡エ リ7-チ(197̂(3),p】20)は､ポリネシア人を例に

あげて･ ｢乍 細 り荘MIlini､あらゆる ｢創造｣のtllW は 剛 は なる｣

と述べている｡つまり･i<･Jll･仙 戊 紳 舟はすべての神勅の創造の 川 であり､

それを那 け ることは･了=Til･の創造を拍現 し､その秩llfを rq!.斬｣するこ

ているかという知識がIx一映 されている｡

'和 かどのようなノJで刑成されたかによって､竹,ll･創成恥紙は 二つに

人別できる｡人体(】966)の分掛 こJtn ､､それを州避型と進化判と呼ぶ｡

刷滋俄とは､刑法神の超越的なJJlこよって･F･rir･lr.)秋作か創成されたとい

うJB式である｡創造神か父作的な七{･･榊 ならば､それは父仕的な ｢比カ､

た｣によって●紺 的秩l相 見いだされていることを.u7味する｡また進化

型とは､側道沖の介入なしに､.印 に内/け るノJによって･j{･EjJ･的枚作が

mJJiRされたという形式であるO･i<･ri'･の内部か ら11･.h･その ものをJLkLltさせ

るノJとは､付作的なノI:･lLkLするJ)であるo これは､付作lrLJな riiカ､た｣に

よって一i{'EJ'J'仙秩17がLLいだされていることを意味する｡創造竹と進化型

のお もなMIn古は､さらに次のように分類することができる(入札 )966,

1975)｡

I f:lJ造倒

州道 柚がなんらかのJ)･法で一川 を創造 したとい う形式であって､次

の二つにJJlけられる｡

a 創造柚か竹政でLgJ選するJe式

b 高紳(セr馴 化 もいい､多くの塘合天に化みせ知全能のLllJ造神
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である)が 一人あるいはそれ以 J二の刷帥の蝕ノJEこよってfE川 を創

造するJruCbこの似ノJ捌 ま､神格化された舶初の入部であったり､

ときには創造MJの疫払 方だったりする｡

u 進化噸

創造MIの介入なしに､ある棚の馴 Jの物廿や肱凍カ､ら･rE1･l･カ(,-J先約

に発達 したというJEZ式であり､次の三つに分けられるo

a tit-の原初物臥 あるいはノ托戎カ､らl吐非が発遥 したという形.て

b 二つ以 Lの､多くの磯舟人格化された[≡l然誰JJがrF川しあうこ

とによって字'EJ-J'が発越 した形式｡

C 人rii】の形をした､あるいは動物の)Bを した附 1-の/i/tT､あるい

はその身体の･言約 分から 抑̀ [が馴 三したというJB,〔O

創造型でhJく分巾け るのは､ Tbに分類される潜ノM 型という沖縄であ

る｡これは･f=lJ造神が払ノJBIこB紺 の粘作の底から｣二をとってこさせ､

その Iから大地が創成されるという神.Wであり､火 ヨーロ ,,了からシヘ

リア､l鳩 アジアを経て､ 一方は必 中アジアからインドまで､他J,-では

ベ-リノグ海峡をこえて北アノリカに広 く分/lIしている(人肌 1966)a

進化型の naを代&するのが､-j=･llf･が卵の中から/とまれたという･f･EiJ,

卵のMl･ih･であり､ ⅢbのPLL腰的な祁 占は､ll然のJ)が人窄の父と人地の

付に人格化され､それが作川 しあうことによって･-F･JjF･が先述 したという

形式の人父地相磯の神話である｡またncは､日脚 ri人型と呼ばれる神

話であるoそれぞれの神訴の分桁は第 9剛 こ′J-,･すjdりであり､.jくIjl･9"_a

の帆紙は･rlJ大陸の高文化地僻と偶アメリカのコロノビアのr･:a文化地域､

そしてオセアニアにみられる｡ポリネンアには､宇山卯以外の□aの紳

･輔も分rf7している0人父地t.畑 の鵬 t-もut非白人噂の神.紙も､rF,は 化地

-8D-





･･'TJtと､オセアニアに分布 している｡

2 父作的文化の/Ji仰

父性的文化の棚 となるのは､父系制および- 的な七州 帖 m･.･.ttL=

('htく輩広場選の ･-紺 地である｡それは､此ユーラシアで典即 日こみられ

る｡ この地域の氏族は､ア/レクイ/礼 .･Jラル系､ 八･アジア系の =_つに分

類されてお ｡､その人多数は父別 仙 人(父)柵 棚 ､父榊 続かみ

られる父権 的な)は をもつ｡また､父作的な天空の乍高神の観念がは く

みられ､礼作の対如 なっているo特にウラル-7ル タイ系は族のf_lF:ri

… ､朋 rrJ-r･､i,･卜柵をもち､創造軸 性楠を- るoたれ ､必地

神を寸 らせるために･rB･-人を剃するようなことはない=･｡至刷 こよる

JF'llf'刑進は約 6とともに行われる｡ アルタイ族の神話では､原初のJk

舛L=L､たアク-エネ(- るlLILIL斗- その LJIをさまよっていた…

抑 リゲ ンに人地 と天を造 る方法を教えたく人林胤 J994)｡Jliも普血L:

みられるのは､モ福神がカモなどを桝 らせる桝/A- 帆 であるom

は多層鵬 を もち､- 糾 ま節 L-の大やq7jLのJCなど､多Jillヒされ1=JC

の瓜 1-州 こイ恥 宇揃の階層をつなげる*･LZLf･納･梯F､ 糊 IJLなどは､

バ リアでよ く知 られている観念であ り､そこはシー.マ ンが大罪へケIlる

屈指である(火帆 199日｡

このノヤマこズムか､｣ヒューランアの篇教の特徴であるo シャマニス

ムには､シャマンの詣磯が身体の外に日に ､人 地 下､地非などに行 く

脱刺 と､神あるいは- がンヤマ ンの体- 入る･lLSJ畑 の 二つの新型

があ り､北ユーラシアでは脱- が一般的である(̂一帆 J99日｡ /べ リ

アの紹朕においては､- は肉体にfdl̂yiLた身体魂 と､離脱 しうる…

一抹:-



魂の -1つの詔魂をもっているとされるo この州 磯だけか身体か ら削 免

して､人にhiるのである" o身体か ら分赦 した詔射 ま､他の.鵜のもの

でもないEr分n身のものである｡ シi･マノは､臼分の｡LY:掛 こほかならな

いその'1-.ri魂を加 じて､日然の綿精ih･にはたらきかける｡つまり人F.･紬 ､

Il胤 鼓織を もったうえで､tit非を対糾 ヒし利用 しようとしているのであ

り､これは人目'"とj=鳩の間のり)断を店妹 している-,｡

ノヤマこズムは､｣ヒアジア､中火アジア､巾北アノリカ､イントネシ

ア･オース トラリアの 一部､掛 こ此伯端に分lrJ-しているが､アフリカで

はその兜逮はきわめて弱小 ｡文化u!的に新 しい比族でみ られるイノトネ

シ7､僻アメリカ､小火アジアを除 くと､ノヤマこズムは初例fMi他 文

化が保存されている｣ヒアジア､｣ヒアjリカ､北西オース トラリアに特徴

的である(入札 1991)oI･j=捌民では､狩猟所動が91ft蛸 であるため､

父(犬)の蚤酬 F･が痛い｡そのため､父の権力が強い父系制社会が成 1け

る｡父系的な秩序の光越的な根拠 として､父作ff)な苛 rE:b一神か想止 される｡

それは､宇'dfにおける救 出的な秩序の帝人であり､超越的な神の場所 と

してのJCが地か ら切断される｡大地か ら切り杜された犬は､現実の肉体

では到iBできない詔的な領域とlJ:り･そのため･志功 と肉体が二元的にと

らえ られることになる｡動物においても･Ji･魂と肉体がtJ)斬 される｡北ユ

ーラノアと｣ヒアノリカには､そのJ=うな二分軌 二進づいて熊の㌶魂を人

や山などに送 り返す熊祭 もみ られる(人帆 J991)｡

3.Li性的文化の/JHl,-

剛 的 文化の指掛 ま､llF系汁会および芋･dlに内在するノJを韮視する乍

TfL,'観であるo朋 二的な要素がJl薩も強 くみられるのはオセアニアである｡
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ミクロネ-/アとメラネノアにはけ別 川 の規制をもつ民族が多 くみられ､

特に ミクロネシアは､マー F:.ンク川urdock･1981)那,iげているIILt鉄

のうち､眠 族が母系山白であり､残 りも双糸や屯系である. ノラネシ

アでは､非オース トT'ネシア諸言語を試すパプア系氏族の 一̂多数が父系州

什であるが､オース トロネノア譜を沸す状点のメラネシア系20民族のう

ち性系が9､ irf系が3､双糸が2民族であるoまた､ポ リネシア系出版の

大多数は遇/別 JIElであ り､やはり母系的賀崩が強い○オセアニアのLJ=.潔

は､イモ#ilj:どの腿耕 と独伊が中心である. 一般に､媒1JSに軌 ▲.(を.LEE〈

符桝悩 兆民や､佃必出LjF脚 こおいては､姓済所動における女牡の役割か

大きい｡そこでは､rj(jf)の重要性が.I:H ､LSLを中心とした店化形態で

ある坪J,-JtTHF･がみ られるようになる｡ この付j'-ki･仕が､L:f系化11の盛飴

となったと考え られている(弧胤 1989)｡

オセアニアでは､天唯の考慮Mlという観念は一般にみられない｡I-F･.il,

仙 戊帥瀬の -̂部分は進化型であり､掛 こ川 畑 よび朋 ;ポ リネシアでは､

ができる8-)J'､創遜僧の帥話は一部でみ られるにすぎないO朋 ;ポ リ

ネシアでは､)才物誕堆以前の6-/Eであるタンカロアが､ 一人で字･Eilは iilJ

避 したとされる(ポイ二十ント 】993)○同系のflrJ遁神は､ ミクロネソア

にもロワという名･林でみられる｡ しか し､クノガロアはもともとは梅の

神であり､ま1=タアロア(タンカロア)が殻の中で一人でF1分をJ成長させ

たという祁 細 くあるように… ､それLiや･zllに内/たし､肘 (,をJI:_成する

ノJを音昧 していた｡

進化判の神17n-やタンガロアが′斥す牡成の力への†ETVfJ机 オセアニアの

宗教の中心である｡それをPLL柳小二,1け のか､ノラネソアでA之初に稚,jt
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されたマナという観念である(Codl･1ngtOn.189J)｡マナとは､神秘的な

力であり､一般にはクERの魂や1'.i滋が所IJJしているが､人閲や物に転移

され うる｡それは､神と人JluJ 1-.才 と北HのIluで区別な くみ られるとい

う意味で∴ 州 l'そのものに内/Eしている｡また､M'､人rHJ､rl然物など

すべてのものを活きた(LlLきた)状態に しうるというC･湖 で､Jk命)Jとし

てとらえることができる｡マナは､1,7'TYl.化 し､勺,i件をiJtわす らの(ヒエ

ロ77二- l‖Crophanle)(エ リア-チ. 1974)となったLI:.命力なのであ

る｡

マナに対する1rj-仰はマナイズムと呼ばれる.それはマレット(1964)の

･弓~う､すべてのものにLI=.命があるとするアニマテ ィスム(プレアニ ミズ

ム)にはかならない ｡媒1Jitやイモ効などの栽1割こおいて､n然は ｢死と

fLILF･｣の術LlnLとしてl⊥Ⅰらを,TT税 して くる｡rl然は ｢タEと再/f=_｣を練 り遡

すLJ=命ノJの現れであり､そのJJi命ノJその ものが',宗-叔行為の対染(帥)とな

るC これが､アニマテ イズム(プレアニ ミズム)であ り､そこでは11然の

Lf=命JJの柄作化 と利川が関 られる｡人FE'LlJも､/l=_命Jjの現れとしてのn然

の-部にはかならない｡人相とrl然-榔 こ)t=idJするこの′l三成のJJの概念

は､作物の起Ujl･を説Jylする′､イメryェレ#W r,言.n=みることができるoこ

れは､人I;iJのタE体やJl三きているときの体内から叔培食物がJl:_まれるとい

う神訴であり(イェンゼ ン,1977)､イノド不シア､ノラ不ノア､ポリネ

ン7､アメリカ大陸を ■fl･Lり二分/l'-している(a,‖old)｡イェンゼ ン(】977)

によれば､この神詔は､ヤムイモ､ クDイモなどのイモ朝や､ハナナ､

ヤ/Ji:どの火脚を栽培 してきた熱僻の.JT戯増比のrf･心的な神話である｡

このような†話仰においては､人目'i==環境はiJi擬 している｡人糊はノ)と

して刷れるFl雛の 一都なのであり､いわば乍山の中に棚め込まれている｡

その観念は､手前を ･体 としてみた り､包含I.Q超 としてとらえる･izrdT仙
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に表れている｡ ノラネノア醐 作 は､馴 tにおいてタEl腎と′川 の錦城が

ztuヒしてお り､乍Iril'か分節化されていない(レ-ナル ト 199O)O｣ヒボル

ネオのプロト･マレ-Jllの トゥスノ族によると､･jfrH,･はIi.人なココナ ッ

ツのように ト ム1人を しており､人l川は山 ､災肉の底に1Eんでいる(羊‡

川 1990)｡また､ホ リネンアのクtyク誰LLのマ ンカイア..･LbtEま､I-Lil,Z･,I

が大きなココヤシの殻の小に入ってお り､そこにさまざまな断JFiがある

と考えていた(ポイこ1′ント･l993)ori-IIFilのこのようなJ酬ま､ホ リネ/

I/に)をiLnであり､汗血は 卜個あるとされている(FIrlh,1936). しか し､

それはJk平に;r1-なった断層というよりは､EFt非を包介するIn人の殻と考

えるべきなのである(ポイ二ャント 1993)｡

4 文化の変牢

イモ類などの戚横を I-･･要なJI=･男 とする一㌧戚1.だ比的なオセアニアの比族

では､洲 的文化がある雌腔安止 してTi/E三してきたと考えることができ

る｡ -jJl付利､ぬ耕､牧薪をLF一男とし､初Jgl狩州拭文化が色濃 く銭さ

れている｣ヒューランアでは､父作的文化がlH か ら雑持 されてきたと考

えることができる｡ しか し､文化的特徴が安淀 している似-介だけでな く､

IIF肘 付文化か ら父件的文化への変化や､その逆の変化 t,怨妊することが

できる｡

家族 ･親族欄進は､JJ=･共と戦利 こよって変わ りうる｡エ ンパー火)i

(Embera■-dEmber-1983)は､作的分某のありかたとW l'にJ:って妨後

脚 に形態がどのように槻建 されるかを的 した(前川弧 それによれば､

父方州 Eの作iiLこは､観やとともに､ 一次生産におけるyj性の優位があ
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叫他蛭ー上における変化のー頑fl羽蛙(一lやのtf作J

＼ 芳器 完 旨 → " Ji仙

一㌧一l

孟措 / >父方舶

いる純金 旦 互旦 廷壬印あるいは

r.16-の l

+矢印はLXl架のJJ一向を示唆する.

前日開 戦'lHこよる折挨J.7ilに規kJの変化(ElbbcrandEmber.1983)



JlllLEを支えているのは､ 一次LliPET･Tj動における女性の佐伯である｡女性

1浦 あるいはツl女平等の分光は､E3耕や池掛 こみ られる｡採iLi狩捌民の

けji店仙 ま､媒姫析動への†純 がr･:.･;い切合である｡また､搬Ll,によりト上

糸的な社会において､姉の付ノJのオジのもとにJにむオジjiJ.州 がみられ

るようになる｡

マI r∴yク(NL=~duek･1981)によると､563jl会のうち父():-)̂･J.lH上の

数は356で多数を･Jiめ､符(&)jJ一刷 上の敬は90である.lLjJ-).i-1には､繭

｣ヒアノ リカに多 く見 られる(｣ヒアノ リカ3)､梢アメリカ33)O 抑 こ､府ア

メリカはけJIJT:I-E川 の敬が少ない(7)にもかかわ らずJ EJ,I.lHl･_がム1-も多

い妨後脚l三JB態 となっている｡ これは･lu'1.THJ三がイ川 なJl=_V.AGT六動への

変化があったことを哨 小 している｡また､オジガJ.iHf-:の教は26であり､

そのうち11がlIハラ以FbAのアフリカ(パ ンツ-,IJ;:6､西クワ系3)､9がLb

峨太平稚くメラネシア7)にある｡これは､父釧 二会が人多数を .Jlめるア

フリカで､け系社会がIlfくか らrfI/EしていたことをjTtしている｡

り 父性的文化の変'打

痛｣ヒアノ･)カ大陸では､父性的文化か ら付肘 付文化への変化を読み収

ることができるo父*J;:H伯 は､｣ヒアノ･)カでは朋 鳩 林のオジブ･7族､

醐 鳩 J煩のンヨショ二族やl*J粥部のユ-マ庚､僻アノリカでは｣ヒ西アマ

ノノの純鉄など､抜髄狩捌くぬ楢)への依存が比較的か ､民族にみられる

(ktJrdock･朋 1)｡また､府｣ヒアノr)カでは 一般に､古くか らの採地相

かii戊 こ̀j:･馴 Ilの観念がはっきりしている帆 ･L･Jが強 く(人帆 zg75)､特に

｣ヒアメリカの｣ヒ部では､ ンヤマこズ上や群ノ川 のMr紙など北ユーラノア

とjtiEA性をもつ文化的安東がみ られる｡
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クォイ族や ヒューロン臥 ド1VCC川lllZCd･J.rlbes と咋ばれた佃火イ/

デ ィアンのクリーク朕やチェロキー族､胤 朋 10)アユプロインデ ィアン

やナヴ7ホ朕､アパ ッチ鹿など､兜iSした社会 ･宗教机総をもつJit族で

おもにみ られる｡ これは､此ユーラシアから｣ヒアノリカへ移動 してきた

… 比の父性的な文化が､採Aiや血餅のili湖 とともにL;川的 な文化へと

変辞 したことを示唆 しているoそれは､舶 朴の観念か胡まり､… に

内/け るノ)の観念が強まったことにもよれているoたとえば､J細 部の

プエプロ ･インデ ィアノのカテナ(柚)は､岨zjtMlの一機であ り､冬から

か こかけて川 こJE-て､よの巌わりに蟹なる仙 こ揃 って行 く｡このカテナ

に対する削 Lの｢川畑 ､順 との調和を-米ち､雨をもたらすことである｡

これは､イn=Elrの沖か叫 こr=ってIHの制忙 な り､秋には山に出るという

Il本糾 也のイ云7k(柳rJT･J990)と同掛 こ､〔雌 の生命ノJへの(言nlを.J･.11と

JS-え られるoまた､- インデ ィー/ンには､天父地た上型の糊 剤Jim I.i.(･

もみ られる… O

(Nurdock･】981)oそこでは､)E本的なJf=丑であるマニオクなどを成増

する匁!･LWと媒射 川代はL#)の組み合わせにおいて女作の米たす役判が大

きく､付加 壬化が瓜多の州 EJβ旗となっているoit-痛神の観念もみられ

るが､それは太FkLという形をとる｡ノ矢掛 まLEJ,i-するJJそのものであり､

その観念の分巾(W,12lA)那-イヌヴェレ剛 L話の分 l̂I(第10凶)と .致す

ることからも明 らかにように､什作的な嬰鵜であると考え られる｡その

Ĵ駁カ(､双 fの兄弟の兄や､父とされていることに､)lJel的な父作的文

化の影皆を推測することができる50㌔

190-





2)L･川 三的文化の変-,ji'

アプリ/)では､付附r)文化から父作的文化への変化を一g7Ljみ破ることが

できるo･L･部アフリカのパントゥ語族を小心としたJ.j系制祉会は､ とに

イモ刺のJkL倍を小心とする根- 排文化であるCそれに対 して､父馴 i

｢は 父jJ.k.川三の親御Iをもつ社会の大部分は､牧糾 二人きく仏fiしている

(Nurdock,1981)oアフリカの牧1令は､州アジアのiZ作ぷ耕文化に付臥

して糾 し､その後/上がったものである(サウア一･】960)｡ したがって

アフリカでは､機戯出抑 こ支えられた洲 :他文化という棚 の上に､牡

鹿というLJi濃の成止 と- を- として父作的な文化がJ如 し1=という

ことが推測できるO

)JLIFLlこあるtTL作的文化の政さを示すと考えられるのか､アフリカのイL･

職や地似 こ就 く制度であり､l=･EFlという父,iJt的な斐瀬の強い釦掛 こおけ

るE3系的fj:要求の銭作とJ5-えられる｡

アブr)カの宗教にも､).EJdのド上附 rJ文化の強さが別れている｡サ-ラ

以柄のほとんどすべての部族において万物の創造1g･としての乍rI,b･神の粗

食が(請じられており､火7ブリカではムルング､中火アフリカではレサ､

西アフリカでは二ャンベなどの呼称がJLく仙われている (バ リンy-.

)991)o しか し､本来父作的な至高神が､r称仕出有の糾 化 してイメー

ジされていることもあり､付系的バ ントゥ文化ではしばしば女性の姿杏

とってBLれる｡また､モ砧仙 川 川 を創造 した臥 それ引 出の神々に委

ねて天の彼JIに隠避 したと一般に考えられている.そのために､iE高神

は偵礼にあまり現れない暇な神になっていることか多い (ェ リア-チ,

]974)oアフリカの;宗教は､三/tJJr,で表すことができると言われる｡頂
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山 二は創造神がいる これはi;/･Sのfl;/Eである机 =馴 ･_TFW ､らは隔絶

しているq 三ItJJPのrLl.)-iBには､他の神々と,jtTJLたちがいる｡IJhJ!L=は､

IM Tにかかわる訪ったノ)をもつ ものかいるO人r.･IJたちは州 にあって､

さまざまなノJと那 IしてL-:･きなければならない(′､リンター.J99J)｡ こ

れ らのノJ(Jk命ノJ)に対する-洲 )A(-,フリカの:;:･教の特徴であ l)､それは

的先･;:ilJFや呪臥 すべての ものに･,h･魂があるとするアニ ミズムなどに収

れているのである｡

3日 沖的 文化と父作的文化の扶余

LF作的文化 とM ･･的文化のほ触の掛 こおいて成 ;(したのが､都市であ

る｡ IEI'lC附 を′libl･JIすことになっf=F･A,;文化は･おもに純 (-rF物の戯増

に支えられていた 棚F作物戚増による段耕文化は､Ht̂･鞄のn･ァシア

を起瀕地 とする安作Et排文化､イント此- や… の31-･1-･･J流域でll1-くか

ら紬 した雑汝糾 文化､Fr火縄のノソアノリカや･l･火7 ンデ スを超銀

地とする トrJモロコシEl排文化か らなるo これらの地域では､･紬 した

血相rこ推力く‖l能 となり､まずk,A,rt的な村落か成;/;した｡

仲-/ジアでは､このような定日三比によって､Jト･ T=､LJlf:の家kilとが

行われた｡なぜなら､家畜化のためには幼獣を人t･･iJlこ親 しませる必要か

あ｡､そのためには幼秋をす ぐ食べる必要がないはど食料の伏折が安定

していなければならないからである川ahn･-896)○ このように､kr盾的

な瓜耕比の中から､牧掛 こ比 ;r1-をIHいた牧RT.比や遊牧比が発/l:.すること

になった｡また一部の地域では､柑- が移動する動物の群れについて

いくことにより､遊牧比力噸 ;{した(今晩 1995)｡

このL=雌 や牧府比(遊牧比)の)t･I･棚 附の交 F'や搬7･机 hhlJ･の成 tl

をもたらした｡交i)Jや防御の助 としての都巾 ま､商人や戟上などとそれ
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を支配する瀬カ､らなる階級的な秩Jfによって雛持 され うる｡そこは桝

に神を祭る場)1-rとなる｡神に胤 ゴれた馴 -rとされることで､都心は特価

性を保持できるのであ り､ しか もその刈榔 支配&(r_)の権威の触拠 とな

る｡帥は戯耕氏や牧市民の共同体から切り雌され､牧畜民(遊牧民)的な

父なる神が階肘秋作のTfiJ･rL･:に位lEElL､戯排氏的fllJ:./戊のJJEi大地け神と

なってノJWl殿的秩序に削み入れられる｡IF作的なJL･_l戊のノJと父附(I)な 仁

-神の縦令を示すのか- 川 エジー/トやjソポクミー/でDLL咽的にみられ

る､進化型の過柑カ､ら超越的な紬の削 三を･･,汗る乍… JJikMr話である52･｡

このような､'lf桁をモ-帥を机 :iとするgEl-1llti的な階Jfl械選 としてとらえ

る父作的な ｢托かた｣の成17:は･牧市域的な)i=同似 こみられる ｢比かた｣

が内川TL:おいて普眉化 されたことを怒妹する｡

5 文化とn然

人類の滋 も)1本的なLrL浬は採処と符別であった｡地物作食物や長山の

採g:iに依存 していた.･Lは 伽 ､ら､1･･f糾 こよる肉食を収 り入れていったク

ループが ヒトへと進化 したと考え られる｡その船架､9畑 は拝礼 女性

はJl7ilE地での百児 とそのJA-J辺での媒躯を行い､ 邦女の分潔化 されたヘア

那+どもを必うという家族が成 1･[した091附 ま､梓糾 こよって縛られた

肉の分配などをjdlして､家族に規経をもたらす父作的な/細 となったの

である(llJ嵐 1994)｡LliT古の)紬 附 :tとしての家族の成 Tlは､脚 寺LこfS

JRの父性約 ･時仕的な ｢見かた｣の成 立である○ これは､家族 という人

FZ-.Iにとって馴 JrrJかつ並木的な梢選による環境の補選化ということがで

きる｡

家族梢遇によって支えられている母牡的あるいは父作的な rLAかた｣
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によってl'1妹へのLl･-.態号的tj:はたらきかけがおこなわれ､それによって

Lil作に必要な食物がT-･に入るならば､そのJ:うなJJi悠･'芦的な行動もや式は

緋持される｡ しか し､Jk計TFT動の威光に応 じて､相似 (I)あるいは丈作的

な ｢札かた｣のいずれかの比ir上か蝕まることが考えられる｡打州のiE要

件かそれほど応 くない助介には､JF粕を小心 とする家族において､環境

へのけ作的なかかわ りかたがPfJI三臆される JB櫨のL･Ff的 な 比かた｣

においては､∩然はJl:J戊するJJのBlれであり､すべてを′l三み,.Iけ そのJJ

がMlとなる｡-JT､打榊の重安件がきわめて.削 ､幼介には､拙城の強い

父親のもとで､jq蟻への父椎的IJ.Lかかわ りかたがfliLI三臆される｡JTJj苦の

父性的な riLかた｣においては､l一価 は利川される対染となって人r.･Uと

切り株され､そのr:IL!.弓に父なる朴が閃かれる｡ このようなrl然や帥の

｢liかた｣が､今度は家族を含むIL会のEl紙を支えるのである｡

r:t系制の存続には､人nとJJi鹿の′､ランスのとれた比較的安旋 した鐘

抗が必要であると考えられている(小札 )963)｡ しか し､臼然-神や他

Rは相性的なrm ='けを もつとは限 らない｡そのような｢I然や他Nに対 し､

これまでと同 じ11性的な ｢iJ.かた｣に)占づいてはたらきかけることは､

人川にJLi仔の危顔をもたらすだろう｡そうなると､ ｢比かた｣は変化せ

ざるを糾ない｡父作的文化においても､汀揃ljI物の誠少や､媒娘活動の

屯†比､戚培rrT能な作物の充足などにより､父作的な ｢見かた｣が変化す

ることがありうる｡さらに､け作的文化と父作的文化の接触という･I増

も考えられる｡その様触の場において成 1JLしたのが､,1.･代机 r1-であった｡

以 J-.の)∴川､ら､人r''UとJn境のfJruの)点本的なl父‖糾こついてまとめると､

次のようになる｡

人fuと環境のHuのl娼係には､家族捕進とIr71層の補選がみられる｡そ
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れは､J=蟻 との 一休ftを志Ir.け るJLF仕的な ｢iAかた｣と､E=雌 との切

断を･uL;l･'･け る父作的な ｢iLかた｣の J.つの)ム木偶遇か らなり､IliJB･に

おいて環境は'Li汗I泌ji宝として鰍 戎され､後 れま階州 経過 として仙 戎さ

れる｡家族捕道に支えられたこの ｢Liかた Jの もとで､LJ燃や伸の観

念が成 ;Lする｡つまり､文化とFI然は似bf･tこおいて榊IL二他作の[史順 に

ある｡

｢比かた｣の概念による人側とr｣然のrRJ係のこのようfj:とらえJ,･は､

新たな人fiu一環境論の可能作を,T;す ものである｡A:rlM ff･の 暮二･# 二元論

帆/a:仲ALみでは､環脱 島は淡X:諭と‖1碓;-岳のイこE.な.芹論をノLl_み出すだけ

であった｡ しか し火rY:rY･)な､｢J然を.:,L冶化できない ･体感によってとら

えようとする態JiJでは､議論のL戊り､'(ちようがない ベルク(1988)のF;;

うように､ru係を対等!化することができなければ､それはLl,芦とは言え

ないのである｡ さまざまな姿でBiれる仰Tlを対史化する1=めには､こち

らに安A:したJk舵がなければな らない.'A判 的に火イけ る仁l然といった

ものに)･畑 を}妊めることができない以 r･､循J庄仙 こl三鮎の側にl･Fち戻る

という判粂/芦的掛 軸 (必安であった｡その結如比いだされた父作的 ･FI

作的という艇念は､人rin=)巨細の根源的な盛盤のひとつであ り､この教

会を利TrJすることで､さまざまな文化におけるIi_体的な人間 L=鳩r娼操

をjib叩的にEyJちかにするとともに､それ らを)を咋約に比較 してい くこと

かできると考えられるのである｡



V】 まとめ

人EliJとLF境の関係がどのようなものかを明らかにすることは､iE:r代絶

理乍の故人の謙遜のひとつである しか し､月日tの地肘 ';=は､人F,'i卜 JS

J&側坪の本質を明らかにするという諜掛 こおいても､またL=塘問雌の現

状を把鮎するという雌掛 こおいても､ 卜JJlなfkL割を火たしているとは言

い難い｡そこで本uf'PLでは､人rElH=環境の)&木的な関係を矧リJすること

をH的として､13/dL掛 こ対するこれまでの学的塘J壁を軌 EEしたうえで新 し

いJtll.泊的枠ALみをhL示 し､それに此づいてII本およびILr非の比族文化に

おける人rEiJ-環L引出日系の基層的fJ.L捕進をEMらかにすることをnLtみた｡そ

の結架は､以下のようにまとめられる｡

(1) 近代地理竿の人r.'u一環境論は､人t7Laとrl然の二ノ己論に盛･づ く決定

書余と可能諭として仙 戊されてきた｡決Lk'馴 ま､H.川 三TlTHこおいてF'l然の

ノJに優位を感 じていたJJ一代からiよられる謙治であり､‖J経論は人r相の料

判 iJ術のJJを目の当たりにした近代のu常生16･において､浪相的な議論

となった｡ しかし人間の力が鎌L.とに立ったことで､環境は｢l然としてよ

りも文化練板としての側痛を強く示すことになり､それにともない環境

論は)920･30年代に妹概論へと掛idした｡さらに､什 芋技術の巡Jjiによ

るrRI墳I川EBが明らかになると､近代科乍を支えている l=.軌一布地の 二元

論的件机みへの如念が､計量化を目指す地町 アそのものへのbLL竹となり､

1970糾 い=は硯染一-2的軽k!)がみられた｡主客二元冶を捕社に入れる現象

}P的アプローチによれば､環境とはあくまでも人ri-Jか知髄するt_lt非のこ

とであり､ここにおいて環境論とL;t概論は屯fiり食 うことになった｡
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(2) 祖碇世相としての環勾引ま､Il本譜で岨旗や,I;柵 と呼ばれるれ liV

j;-は と戦的､後者は'存観的な音味介いが強い｡ したがって､i,くまでも

j三他の側に､̀Eつという現梁pi'約億JEtにおいては､似i*%講.溝のIll允.I.L.くと

する必繋がある｡そこで､風jfH二代&される拙･iZHt非としての環境と人

間の関係を論 じるために､環境 ･｢姐かた｣ ･&現からなる別製,芋的な

=･Jll'凶式を提示 した｡｢見かた｣とは､｢手妃知･比lこよって環境の.LTF味を

了解するための暗黙のIiiJ捉となっている仲机み JiIlL.Jft｣である｡この

｢iiかた｣によってhIiZされ､はたらきかける川畑 が環境である｡また

｢LJ･かたJに盛づいてさまざまなぷ税が産み出され､理解される｡その

触媒､ぷ現は環境に｢･,及 し､L7雌は&月日こ根拠を(-)-えているかのような

閉 じたr対係がJe成される｡このような ｢見かた｣ ･環蟻 ･&Biの--_JLjは､

17-･いに切り任すことのできないものである｡これらは独立に,RJげ ろも

のではなく､相7i'.JU係の中から現れてくる三つの極である｡岨巌は､こ

の三JJiLl式において､知覚俊としてのJS境であるとともに､イメージと

してとらえられた ｢比かた｣でもある｡

(3) J=雌の ｢見かた｣としての岨掛 ま､それまでの′糾 l･枚という ｢ii

かた｣を と台として発見されたものである｡古代u本においては､ ｢シ

マ｣を鹿本的な空rZuイノージとする字前徴､枇神の巡行 ･降臨 ･付 立て

をうたう神謂-帆 .('としての ｢うた｣､)t-JTJ休の神の助lラ'rの=_JJlからな

る'k止 したく/勺欄道がみられた｡｢うた｣によれば､仙神は/k城として

の犬 ･海からよいJkを}kLめて巡行 し､ ｢見る｣ことで冶B.7らしい II.地を

選んだ｡また､初MIか降 り立ったとされる神の切J軒には､ ｢./マ｣のイ

ノーシがil税化されていた｡つまり ｢うた｣も柵の城所 も､｢-/マ｣の

イメージの宇宙掛 こよって支えられていたのである｡やがて国東の形成

-98



にともなって､ ｢うた｣が同繁の坤謂となり､ Hiる｣批点としての神

の†畑 に大出がおさま-た｡そして･迫教的11-1三･tjI･軸をif汝として､超

越的な人J;i-神が弧線の対染となるとrrM に､}:山 朴によって比いだ

された I1-Jbをも脱穀の対象にするような宮廷歌人の)地織がJl=_まれた｡そ

の以鰍 こよって､岨汝が発見されたのである.それは 71Lrhl,kから8世

紀にかけてのことだった｡ひとたび′I三まれた岨Uは､名Jrrとして環境に

脚起され･それが和歌､絵師､庭園などさまざまに表現 された｡つまり

宮if=文化において､胤凍 .名所 ･ぷjRか らなる新たな :.1州 道が膨成さ

れたのである｡

(4) ｢鬼かた｣は､紬Ffq係における身体的 ･心PI!的なl戊良胸椎の小

でljにつ くものである｡ したがってそれは､け卜 休作を忘向するけ性

的な r見かた｣と､父によって.I-;される塊範的掛 声を｡1-;I･7)する父作的な

｢見かた｣の--つのm念軌 こ区別できる○これらの ｢見かた｣とそれを

支える'#族 ･親族州道の総体が､文化の)&船である｡n然やMIの糾合も､

そこか らJI三まれて くる｡そこで､人Jll'‖別系の)左心にtjf(父 (A)I糊蜂があ

り･それを反映するITF(父)件的な ｢見かた｣によってn然や沖が如 ､t:-

される文化をけ(父)作的文化と呼ぶことにする｡ 1㌧･代□本の文化は､I.一

柳 キ代の叔系的な親族捕遇 と､拙文時代の ｢(.日 や弥′L三時代以降の ｢シ

マ｣のイノーiZのLi<'Ej''他が′示すように､並木的に付作的なものだった｡

それに対 して､占卿 手代JZL降水捕的に流入 してきた人隣の文化は､人非

のAlr'･古PPをn:IAl･駕とする逆教的な･i<･Ejf軸に支えられた父作的な ものだった｡

風蚊の発見は､NfJE-の)左層的tj:文化におけるn然との 一体化を.uEl.･.け る

｢兇かた｣と､後瀬のI,:aJ文化起源の文化における人FZl･1とrl然 -神との間

に切断線を入れる ｢鬼かた｣の屯なり合いL=よるものと解釈できる｡
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(5) 人問と環境(rT然)との本筋的な(娼陳を解IIJJlるためには､t什押外

地の氏族文化におけるJr雌の ｢比かた｣とそれに従って現れるE'l然との

IRl旅を明らかにする必要がある｡そこで､'#族 ･親族梢jA-､i,l･..lJMlの観

念､乍村側城神話i･北 りII.げ､付系制と宇'lil'に内lt:するJJの観念をl:上作

的文化の指標､父,系作と雫高帥の他念を父作rr)文化の指拝として､pLi文

化の分巾を明 らかにし/こ｡父作的文化が典I型的にみ られるのは此ユーラ

ノアであり､け作的文化が強 くみ られるのはオセアこ7であったdまた､

ア/リ力大陸では父作的文化か らけ作的文化への変輔か､77リカでは

J･L作的文化か ら父作的文化への変/LT'が推測された｡ さらに､机f)'の成文

化を､FF附 (I)文化 と父附 付文化の父作lM luIllHこおける統合として&･すこ

とができた｡このように､人fi'Jとj=雌(白然)のfiiJのl娼係には､'家族楠道

と同型の構造かみ られる｡それは､環姥 との一体性i･.I_I-:I.I.け るけ作的な

｢見かた｣と､J=Jj苦との切断を.i-:向する父性的fj:｢妃かた｣の .つの鹿

本捕進からな り､fiiJINにおいてB;雌は包含捕R;-として偶成され､後者は

桝IfE梢進として欄J戊されるD家族捕逸に支え られたこの ｢比かた｣の も

とで､｢l然や神の他念が成立する｡ これは､文化とrI然が仙 崖において

刷有休Fiのl対係にあることを示 している｡



汁

J)環馴 雌の日本における- 的な現状- としては､石(J988)を挙

げることができる｡l･I- 芋の分野では､逝伝 ル ヴェルからJn嵯間

脳を収 っている市川(1988)や､群槻物- というtuJ.･J:か ら環馴 順 を

分析 している馴 1(1982)が代よ的な鮒 である○掛 目の熱ノJl.Tt的なア

プローチは･糊 ･判 こおいて- (J979)や大崎(198日の舶 に地 り入

れ られているO脚 - のあ りかたと環境棚 との側係については､

宮本(】989)か論 じているOまた､愉 - のfyEfでもアノリカ令#Ll的

n;l墳愉Bfl,-Ttか日本にもYn,介 されつつある(加藤,1991)｡

2)西川(1985･p35)による付atzel(J882)からの,11JH｡

3)谷開くJ994)によるScmple(J9Il)からの･]川J

4)lJq-Jrl(J985･p35)による舶tzcL(1882)からの･)川Lo

5)什 羊のfI-r非が､2占底において日,;;E･LF-活の糊 l二丈え られているとい

う補選については､I.日-A(】979)の議論を参.一派!のこと｡

6)竹内(】99Ⅰ･p･2)によるTroJl(】968)からの引m o

7)竹内(J991･p3)によるTrr)lI(J968)か らの川rl｡

8) ｢見え｣とは認知心BJj学の川譜であ り､lft純にlTえは､ある払 方か

らのなかめを指す(#崎 ･上Bf･J985.p3)0

9)それは､知髄を糾 する言掛 こもBLれている｡たとえばl川 ‖本譜

の ｢さや｣は視'1-1と准臥 ｢L=はふ→や ｢か ぐ｣は鵬 とujt･iZの結合

を,-I;している(･fJLJq',J978).

FU)イT4(･な例がウラジー ミル ･ナホコフのrJlよに貞Jされている｡彼は文

r芦の馴 繕 !illい浮かべながらHで- することで､色を感 じることが
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できたくナポコ7,)979)｡

ll)朴肘の ｢イL躯父が病を謝 して仰 りfII刺 こ遊ぶを送 り､Rねて鮒 に

-一汁 ｣(716咋)や､乍rIの ｢･1mか IiL｣(75時 )での川法｡

I l2)デカル 川 身は､7=一触と･紬 の-故をt*･pJt･1るものとして ｢机 を

持ち･'1日ノた｡人肌がt)つ観念は･jE全な仔/tTである ｢剛 か らLiえ られ

たものであるか ら､その観念によってJVJ噺抑UJl二･till考されたie超は･k･

戦的実/t:と 増 するというのである(デカル ト 1953)｡

13) rilかた｣は､ナイサー()978)の ←図式(schemLl)｣という概念 と屯

なり介 うものである｡｢図式｣は､知能1･tl動をjJ一向づけ､またhr･i･ZRh

動にJ:って修了Eされる心的IIq逆である｡ したがって ｢比かた｣は､岨

'比系による別 -11･T棚 の ｢机 t｣と言うことかできる｡ただ しナイサー

r'=れ ｢図式｣という川語には満足 していないようである(ナイサー.

1978･p55)｡ ま1=､それはすべての知堤析掛 こ対する肌 .iである｡

そこで､根馴 川 を扱 う本折rLでは､ ←見かた｣というlIJb:.治を班う

ことにする｡

14)如 し附 ヒの代誠的な盛は方形Jl･Jf据虫であ り､代&的な災掛 まLG滋処
鵜であ･,て､どちらも周囲引 井が帥んでいる.人if(J987)によれば方

形桃 井斜 ま､ JJ-が地､vq周のi井が円海を表 し､死斤の再LLのLbを染鞍

している｡環浸雑務 も､中期以降1紬 形態カ1J1-形を志向してお り川

本芋川q如ILF会仙･Ⅰ992)､そこにはおそらく ｢ノマ｣のイノージが反

映 されていると考え られる｡また､･tALU柑 州nllr雌 iI:町のhW ･･iB跡か

ら.ltJ.l･･した中期後､仁の必 こは､仙 こ羽飾 りをつけ..pllこ扮 して船に磨っ

た人たちが措かれている(寺札 1987).これはJ.ほ のシャマンが犬と

いう水城を舟で進んでいると解釈できる｡

15日 掘 (1993)にも･llmされている宮/T島削 岩で採JAされた机.7,の ｢畝
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イIi･(-ライダイ)｣(外ITl]･新型,】978)では､仙神がよい/kを/求めて

移動 し､成い所(A-5の項､凶のm)から兇Fろしてよい鬼を見つけ､そ

こからまた見D.-fらしのJ=い助 ･Tr川Hr-､JfiP脊)に､ILって､比-付のl!fl.花

をftLめたとうたわれている｡

16)たとえば r捕磨伺風土記J ｢プJ禾耶(しきはのこはり)｣には､jn

槍命(あまのひぽこのみこと)が ｢此の村は､高さこと､他村に勝れ り｣

と-Tったので､I;ほ の地銘かついたというM･.V,･がある｡r.･,･.JLn己Jに

よれば犬之 rl矛(あめのひぽこ)は新雌からLE日毎lqへとさす らってきた

神であるO したがってアノノヒポコはその巡行の途中で､高家の付を

捷美 したということになる｡これは､bF,が誠娘の,*-に素哨 らしい JI.地

をfLいだすという村立ての鵬 -J-L.と､まった くfnJじ捕滋をもっている｡

17)たとえば選諦 L'Lこは栄行犬9.が掛 11周(おおきたの くに)に諮き､そ

の地形が広 く大きく天しいので百ltllJ(おおさ1=)と名づけたという.X!述

がある｡これは村 1'(_ての神掛 こおける神の†(flrhtに.u主が1.Lち､それと

ともに村の地創 出7-起糠がfl=Jの地4(.起船へ格上げされた朋 nであると

考えられる｡

]8)それを示すのか､ ｢クラ｣のつ く神/̂,である(吉野 1992)｡rJT･JT

記｣によれば､イザナ ミノミコ トは岡をJl三み終えたのち､さらに神を

/JiんだDそして ヒノカグッチノカ ミを生んだ際に､ ｢ほと｣を焼かれ

て亡くなった｡イザナキノ ミコ トはイザナ ミノ ミコ トの死を悲 しみ､

卜確鋤(とつかつるぎ)､すなわち 卜つかみある良い剣で､了であるカ

グッチノカ ミのけをりJった｡そのときに､剣の柄(つか)に1Liまった血

が､I:俣(たなまた)から洩き,lLiて､クラオカ ミノカ ミ(帖Jか加美･紳)と

クラ ミツ'-ノカ ミ(rM御[糊 神)になった｡そ して殺 されたカク ツナノ

カ ミの ｢ほと(陰)｣には､クラヤマツ ミノカ ミ(r削IJr巨鬼神)がLl=.じた｡
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このように､下のrt(また)や股mJという暗い掛 榊 ､ら ｢クラ｣のつ く

rJ株の朴が牡まれたのである｡さらに ｢クラ｣は1某芥でもあった｡ ク

ラオカ ミノカ ミ､ クラ ミツ′､ノカ ミ､クラヤマツ ミノカ 三はいずれ も

T丈芥をつかさどる神なのである｡

19)弥LkP引tf二は､(･も-抹式の食に細籾を保存した｡棚初は暗い(.'.畑 のrP

にこもったのち､絹盛か訪れることで､そのJk_命J)が何件.されると信

じられていた｡ このような倉btlll代のn本譜において ｢クラ｣と呼ば

れたことは､ ｢クラ｣が単に暗い4WTというだけでなく∴ Lf魂がこも

り1年生する助所とみなされていたことを示 している｡

20)1'-斬(1982)は帥汁とl'J然発作との鵬係を調べ､奈良岬代以In･からFli

/け る米艦の■-Tい伸Jr.を､梅にかかわる中日亡､川にかかわるMJIt_､両

にかかわる神仙 二分耕 した｡それをもとに神社の立地助所を分湖する

と･掛 こかかわる磯所としては岬や砧､川にかかわる場所 としては谷

や川合の/kに州まれた森､山にかかわる場所としては仲裁偏と呼ばれ

る小月空のIIJやtRr.nJと呼ばれる日経形の火山がある.

21日 二碓大出か淡路砧の岬からEl;J/たみされた上古々 を眺めてうたったとさ

れる歌(54)や､広神大槌がうたったとされる凹足の歌(42)を参照｡

22)逆数の'i=宙掛 こよれば､犬はIL1であ り地はJJ-である｡たとえば､FIL-

3lLr虹以前のl引払Jの歌をもとに した r楚梓｣には､ ｢犬はjLくて九重

というか/Jたがそれを設ilしたのか｡-･････地はJI形で高 rJL:宇ある

が/刺帥 JでそれをJ&りl=げたのか｣(天FEu)とある(l川‖m,J969)｡

また､赫2rLr妃に作られた r鵬ril-f･｣人文訓には ｢火は円にして地は

bJ､逆はrfl火に作 り｣､同 じく兵略Jr=こ｢日は天なり､jiは地fj:り｣

と止されている(Ll.ilk.L987)｡

23)人件(1987)は､弥LI:_P苧代の方JB用構-_qAの方形は地を&わ しVLll,Vの清
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は凹砧であって､J)一膨周構成が過敏的な死h･のPIJi･.の砧を染むしてい

ると解釈 している｡

21)道教は3rLT掛 こ陰陽 rL行の rち日 の軒 芦を帝人しており､水火 Il.金

ノkのftlj諾Rがそれぞれ火 ･繭 ･中火 ･仲 ･｣とと恕びついている｡さら

に､射 ま季節としては&･､榊としては-p-欄 (I-JI吐)を正味 しており､鵬

は夏と米'jf;(赤色)､西は秋とfLl戊(∩色)､｣とは冬と玄武(I.1!T色)にk帖

していた｡このような体系的なr州 1'観が､胤 rさ時代(592710)後､仁に

作られたIi.i松塚占J丘の蟹画にみられる｡

25)仏系的な道教のけ体のひとつである剛 JJlii忠では､樹海の披JI-に神

仙の化む =_神山があると考えられていた｡ ru!言Llj(FjlI11ttAl初yJi)の

｢封州JF｣には､｢(月の)威(I=.)'u:(I:.)､蛸のEllL(I.)より人をして砧

に入 りて康巣 ･方丈 .涼州をJktめしむ｡此の三神山はJlのu･に樹海の

lflにIXり､人をEること題からず｡･･- 1.古挺人及び不死の･Af皆Lfり｣

とn己され､同じく ｢胎生本紀｣には ｢･- -海中に -_神山イ1-り､47.づ

けて蓬莱 .ノ)-丈 ･減州とnう｡l世人ここにJ.1号る｣という記述がみられ

る｡このように ｢温州｣ ｢j韮滋｣ ｢jJ一丈｣の 三神目=ま､海の小のL-5で

あり､そこには倦人(仙人)がいるとされていた｡r方AE集J(257)で

香具山を ｢ガ兼山｣と漢字&.'ilLていることから､おそらく大和 :.FJJ

はこの7-神目=こ対比されていたと推測できる(f日,1990)｡

26)r悼凪腺｣(75】咋)には､Mr仙の地としての吉即を歌った.ほが多く

収められている｡さらに吉野の軌Je味方昂(うましね)が芥川でひろった

LIJ乗のはが仙女となり､妹崩の度となったという仙桁披くやまぴめつ

みのえ)の伝説も､r偵胤礎Jや rJi盛典｣などに破 りしけられてい

る｡

27)持扶人!.Liによる.'t即への行 中の数は､JE化中に3H0日こ及んだ｡
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28)1=とえは､帖本人肺円作とも言われる rJ'-典LLiJの歌(171))lま､航

恥の途 r･で沖の磯Jrr(禁の小出)を･児めることでその神をなだめ､無僻

にhbしてもらうための歌である(八･瓜 1994)○作斤は､いくつもの砧

を巡ってきたが､柴の小島がii-もよいよさであるとうたっている｡これ

は､沖がい くつものgLを巡'T-rしたJ仁に､崩 もよい砧を比いだLI=とい

う付立ての ｢うた｣と同じ形式である｡

2g)･-- Jl今(いま)平城の地は､MBl朗(しきむと)に-.lひ､ -三lJl蝕

(さんざん ちん)を作(也)し､岨顎並(きぜいならぴ)に従ひぬ｡･[･tしく

柵邑を旭つペ し｡

30) r掛 l本紀Jには､71椎 にiM t他力{r神祇を題目l(みかさのやま)

のF削こ肥る｣とあり､777年にもjBJJrLd1-か ｢人川･他紙を肘 油 の Fに

押す｣とある｡また rノ)一腰躯Jによれば､752年･のiHJAt他派ihLの掛 こ

も､イ川 野で剛 ･.'T紳 J(きよかは)の鰍 かを折る然和が行われている｡

3日rノ)一腰躯J雀 I-nTr収の ｢Bf遊(やいう)｣と腿するMn(】880I883)

を参照のこと｡

32) rJ)-典雅Jには､犬御大iIiが頗Ji亨鎌足に命 じて､8日Jのイ仁と秋tJlの

UL-雌のL'しさを論{lJさせた咋･恕川IEが判定 したとされる軟く16)があ

る｡

33)Lf.が134汀､丘が34首､秋が145打､冬が29LL-｡

34)'#/A(1966)によれば､一即時の4uTr掛 こおいては､梅巌は32b･所､海

以外の水辺の淡色が2相 所であるのに対 して､山!tの巌色は26箇所で

ある｡

35) r枕(･tfJ(‖tLr出前半)に､ ｢櫛きまさりするもの｡松の木｡秋の

軒｡IIIE並｡LrJ迫｣(113)とある｡

36日 洲Ebi･:理と父性原理というm.治をmいて､馴 r:原雌を ｢包含する｣
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繊億､父作蝶理を ｢tl順 する｣機能としてとらえたTHJ分(1976)を参考

にした｡

37)応群進は-は-】95綿 に発&-した r榊桁折のUf別 (山If.)966)や､

1963作の r日本妨姻史J(高札 )963)で､,FJJj時代を中心とした時期

の析舶JB態の発展段階を､ 1fJlt'桁jk桁(胤 'i奈良十･kiJJPJ)､ Ⅲ純掛 k

姉(牛'krl･朋)､u耗営所姉娘蛎(･l乙女Jt-例)､rv投制姉娘妨(iW rb-北

朝nJ)の川つl=分けた｡この段Rfl基分は･ill(]966)や織方(】976)､西

付く1993)などの臥 l:･を受けたれ 鎌余咋代車PJ(L3Lu紅中ELl)以前が､

おい二度Jl .族の ♭尊によって舶鮒が常まれた輔朋 糊 代であること

は認められている｡

38)推.I,J人 1･-!･(/EI立592628咋)の後､･ii帳(642645)､jM l(65566i)､

持淡く686697)､元明(707715)､元JE(715724)､LY:.A-(719758)､弥

縫(764770)の L･代5人が劫れたく!止髄と朋 J､･f=hiと称掛川 一人)｡

39)跳文時代のJJii瑞の典型的なものか､中火に広地を設け､そのまわり

に削 L川 JF7:'を数棟と人削 り也式組物をn!したjS状1Li緒である(F体 節,

lJq紅一TP仝他･)992)｡化J岩は､'l･心にbiをおいたrrJJr/:の竪州 I:Jl1.1が代

&的である｡盛地や無札掛 ま､ rHdイiJと呼ばれる特殊必跡に貼るこ

とができる(Ujb=第日紀乍会他-)992)｡剛 ;とは(r7..や敷/A-が使われ

ているjE梢であり､iLi落との側係から､定型的搬措内部の配√,'と11i招

糾こ糊まれ1=促イiの二つに区別できる｡m･-の定石は､17状のLEJbL-:許

の内 側にL=状をなしてみられるものであり､積のiLi令体であって､環

状に拒んだgL石の下から l二坑が見つかっている.また､配Itがなくて

もLLI鵜巾のLL:掛 こ環状の虫地域がみられる例もある｡;朽二のたィ,'は､

市地やrL陵の先端対日こみられ､中火に環状の立石があってこれを放 り

励むように理非のための 1二JjL-かある.それぞれの と坑の Lには､石か
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｢IJ形に甘ほ れているO配イlと同様のlrJJfZの伽 は 地には､はかに｣ヒWli

iEi-の環状 I二郎 iある｡それは､ドJjfiに竪穴を掘 り､その Lを)紺 にL.i

み [=げて上範とし､竪穴の内部に的･4約1の f湖 を設けたものである

拙iH跡と4-えられているFEM J･馴 ･.iy梢がある○これは削 ヒ約J80nl､火

仲的t50mのf布目形と推定されているoまた各地で発見されている､祭

維場とされる大雅竪穴退欄の竹 巾JEZ態 もr.JJBである｡

4O),yl'脚 宇代にはイ川 から離れた区域にRiEm 盲地か設けられた｡盛の多

くは低いLG丘をもつ墳丘題であり､その)B掛 こよってJ,JBJ.隅 臥 JJ-

形h状乱 川隅突M ujL斤などと呼ばれる(lIl元,1979)｡ノiJBJDIJTlrほ

は､佃々の島‡の馴 )にT.rfを仙柵ル ､その排 卜で低いJil丘を築いたもの

である｡補は断r折がV字あるいはUrF､ 一辺がI0-15哨 JEの方形で

あり､中に [二Ijl盛や 一̂指盛が掛 ナられていたO弥化f棚 A.に畿仙 =出

現 し､耐娼火から｣ヒ九州までJl;まったと考えられている.),膨令状占If

は､侶他や和 也卜の捕まりを削り川 して)'･)Bに超えたA･Sであり､後脚

を中心にlJl陰､｣ヒ陳､仰I.-FJl地力で多く作られたD四隅矢川型ノiJaは､

墳 丘のJ細 にイIJ%僻み､凹隅に突lll川措 設けたJ丘盟であり､丘陵のm

ヒやJi根の とに立地 しているoI(:nrlb､ら砧雌までのEl本榔 ltL旨と､中

岡地〟の山間恥 二分lrIしており､ 1Lu･恕tJiにI,q隅がわずかに突山した

ものが山朋 iに･LfJ･現 し､2世紀にはlI本掛 こおよび､3枇杷まで〟綻

した(FH申･】99Z).このように益城を浦にJ:ってはっきりとlx_J些iLた

り墳 丘のJ古畑 をTTでJ刑んだりするのは､死&･の朝城を明掛 こすること

である｡

41) r史記｣ (tJfJ'llLr妃初iJj)に記されている､潮馴 ･の ｢鷹巣｣rJ,･丈｣

｢娠州｣の三MIJJJIこ仙人が化み不死の如 くあるという､神仙偲怨に成
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づ く伝説は､5帆 糾 こ政米人によって日本にもたらされたと考えら

れいている(下川.】968)｡

42日 &Lこおいて天与L･という文･FがBiわれるのは､法降-･iEEl-附 象(60711=･

作)の允tf軌 こ附 人血を指 して ｢小削 一人･E･佃 人 lr人 l三,uiJとあ

るのか最初であるo これは､人 1=･が 7̂塁(てんこう)すなわち朴とみな

されるようになったことを苦味 しているoそのために､ r万柴別 に

はきみ)は糾 こしませは｣(205)あるいは ｢人 f=･(おはきみ)は糾 こしま

せば｣(4261)という細 がみ られるJ:うになった(l･W l.柑91)a

43)人LB(1994)による､ユ /グ派の桁帥柄- 省 J･W ･ヘ リィ(I,err)･.

1970)の引川｡

44" lrdock(1981)は､別 RIこみ られるJ:うに､環地畑 地城を除い

たユーラシア入隅に対 して火アジアという銘称引 出っているが､ここ

ではN"rduck(m76)に従って､火ユーラシアという銘称を馴 け る｡

45) ｢たとえば､ツングース人のプカ Buga(｢ノモ｣｢性別 )はすべて

を知っているが､- のことには軒唆せず､恕人を胴することさえ し

ない｡ヤクー ト人のウリュン･アイ トヨン UrunaJylOJOnまたはア

イヒト･アカ a)bylaga(アカニ｢父｣)は､節 L犬の(1人L型石の 仁

座に推 し､万物を銘柄 している机 苔のみをおこなう(つま｡､駒 し

ない)｣(エ リアーデ,J974(1)IppIJ511J6)0

46)大林(】99Z)lこよる､スウェーデ ノの出炭朋 イヴ7 -ル ･バウル ソ

ノ(['(luls(札 J958)からのづH rlo

47)フロベこウスは胤 ヒ文化を､呪術と解- (zerJegungsschau)への

止向としてとらえているo｢庵｣ヒ的な態度は- 仙な自我感伽 ､ら発

している｡行Ziする人fF･Uと環胤 これが強調された 二元であるb人相
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は性別 こ行為 しなか ら対 しているo被は -:-tFであり環掛 ま･存体である.

これによって最初か ら解体の別 技と物理的 ･呪術的pIGノJの利川のJTJ･:Fj!

が帝人 されている｡この｣ヒ)I-的 世界1観においてのみ､並木的なnJ畑

作において本質を肉体 と･Jri魂 とに 二分することがあたえられている｣

()(淋(】991･p-49)によるFrobcn川S(1933)からの引川)｡

48)タアロ7は11分rI身の親であ り､ル ミア(逆 さまというC･棚 )という

名F打を持 った殻の小でたった -人でイー三んでいた｡その殻は火てのない

窄FLt'lJの中で ぐるぐるとLlる卯のようであり､その･1ir相には川 もなかっ

た｡ クアロアはその殻をほ じいてそこから抜け.LIJ.したが､すべては静

かで暗 く､彼は此奴だったOタアロアは新 しい殻に引きこもって限息J.

にふけり､ついに新 しい殻をとって 1-_lnLLこし､山 鳩 をとって･嬰の天

井に したくポイ二ヤント ー993)0

49)ズ二族によれば､D;fbJにはすべてを包含するアウォナウィロナだけ

かいたoはかはよ っ晴で伽であった｡アr･JオナウィロナはF1分のなか

にJr=命を創った｡緒と小川が彼か ら流れ,1日ノたO彼は光を造るもの､

人PiiLとなった｡太陵がBLれると､諾fま躯まって水 となって降 り､t順

か浮かぶW'Iとなった｡ア'Jオナウィロナは0分のなかか ら棚をJEZ成 し､

水を妊娠させた｡ ･̂掛 こ暖め られた奴の泡が大林の とに現れ､固 く強

くなったoそれは二つに分かれ､｢門方の 一̂他のは｣と､すべてを事変

う ｢乍の父｣となった｡大地 と空は ･体 とな り､人地の柑ITtの f･宵は

すべての∠l三き物を歩んだ(火脚 也.199d)a

50)痢｣ヒアノ リカの侶耕民の納言&では､太kLとJlで表される対立する-_

人の兄弟(文化英雄)が括柁することか多い｡掛 こFb-ァノ リカでは､大

槌 とjJを人格化 した~人の兄邦文化炭雌の観念机 北は′{ナマから､

府はチャコまで､仰 まペルーから火は東部ブラジルまで分dlYしている
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(人肌 1975)｡その起源地は､アマゾン川が己城と々え られている｡ア

マー//川流域の削榊 jtHこイ上むデサナ族によれば､拐･:初にいたのは収

(の兄弟の人脱 と)Jであり､-̀j<'rll'をfllJ避 した人声如 くデサナ族すべての

父(｢父なる人階｣)となっている(人帆 )991)｡

5L)カーナのアシ1,/ティ EM､ペナ ン･トーゴのJ/ホJI二川､ナイジェ

リアのジュクン LiJl;)､ザイールのバク′くl･_rf-1､･'JIJンL/のア/コ-レ

[洞 ､ブル ンジのブル ンジ IiEl-1､ スワジラントの スワジ l･'.lIほ どでみ

られる｡

52)■L,-代エジプ トには､ヘ リオポ リス､ノン7 1ス､ヘルモポ リス､テ

-ベの門人iif･†~Fセ ンタ-のそれぞれにや村側l'R帥話がみられ､そのい

ずれも遡化型である｡崩 もl!;い形を残 しているとされるへ リオポ リス

のIf7打mJl戊かrr掛 こよると､原初にはヌノと名づけられたIL人な/kだけ

があった｡ヘ リオホ りスの神ア トゥムは､ ヌノか らe･1.と:のJJでrIらを

/l三み山 した｡ どこにも､̀rっべき助 9-rかないので､彼はF'日干のHBLL,た

場所に丘を刷遡 した｡ しか し､もっと.i,'い解釈によれば､ア トゥムrJ

身がJjir初のl-r.である(イオ ンズ,【991)｡進化型の適作からtllまれたア

トゥムはこ人阪神 ラーと潜合 して創遇神となった｡ ラーは7 7ラオの

父として､乍山創造の際にあるべき秩rfiを定め､UJ-である7 7ラオ

にこの秩序を雛持 させたとされた｡ -JI､メソポタミアの乍･lil･創成神

･捌ま rエヌマ ･エ リシュ｣に残 されている｡それによれば､Ij;!湖 には､

淡水の93神アブスーとW,i/kの女神テ ィアマ トの-.神がいた｡ ~神が交

じり食 うと､そのL卜か ら神々がLliまれた｡アブスーと脚 ､神 々との'(I

いの小で､知虫の女神エアは呪文でアブスーを眠 り込ませて州 らえ､

アブスーの l二にrIらの帥股をiBてた｡その神殿でエアは)jとのr川にri

神マル ドゥクをJ_Lんだ｡il'j/kのテ ィアマ トとIJTt､神々は､マル ドゥク
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を総大将とする若い神々と戦い､ついにはマル ドゥクとテ ィアマ トの

一騎打ちとなって､マル ドゥクはティアマ トを矢で殺 し､その死休を

下し魚のように二つに切り裂いて半分を天とし､半分を大地とした

(グレイ,1993)｡ このように進化型の過程で生まれたマル トゥクは､

宇宙を創造 した創造神となり､バ ビロンの rl神として Ii機の根拠とさ

れたのである｡
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